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令和６年第３回豊岡市議会（定例会）議案付託分類表 

 

 

【建設経済委員会】 

  第53号議案  損害賠償の額を定めることについて 

  第54号議案  令和５年度豊岡市水道事業剰余金の処分について 

  第55号議案  令和５年度豊岡市下水道事業剰余金の処分について 

  第69号議案  令和６年度豊岡市太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号） 

  第70号議案  令和６年度豊岡市水道事業会計補正予算（第１号） 

  第71号議案  令和６年度豊岡市下水道事業会計補正予算（第１号） 

  第80号議案  令和５年度豊岡市太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定に

ついて 

  第81号議案  令和５年度豊岡市水道事業会計決算の認定について 

  第82号議案  令和５年度豊岡市下水道事業会計決算の認定について 

  第83号議案  市有財産の処分について 

  第84号議案  市有財産の処分について 

 

 

【建設経済分科会】 

  第62号議案 令和６年度豊岡市一般会計補正予算（第４号） 

  第72号議案 令和５年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定について 

 

 

《参考》報告案件議案所管分 

【建設経済委員会】 

  報告第13号  放棄した債権の報告について（水道事業会計） 

  報告第14号  専決処分したものの報告について 

 



 

 

＜別紙１＞  

 

建設経済委員会重点調査事項  

 

 

（ 2024.3.19 確認）  

 

○環境経済戦略の推進について 

 

○農林水産業・商工・観光・特産振興等経済支援、地域活性化施策の

推進について  

 

○有害鳥獣対策の推進について 

 

○地域内幹線道路の整備促進について 

 

○都市計画マスタープランについて  

 

○公営住宅のあり方について 

 

○下水道事業計画及び地域水道ビジョンの推進について 

 

○専門職大学と演劇のまちについて 

 

〇老朽危険空き家対策について 
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午前９時２４分開会 

○委員長（芹澤 正志） それでは、若干早いですけ

ども、皆さんおそろいのようですので、ただいまか

ら建設経済委員会を開会いたします。 

 皆様、おはようございます。 

 ９月の中旬というのに記録的な暑さで体調を崩

される方もあるのではないかなと思ってます。本当

に気をつけていただいて、もう年も年なんでという

のは僕のせりふなんですけども、昨日は誕生日の前

夜祭ということで、ちょっといささか飲み過ぎまし

て、さすがに大きな節目なんで、ちょっと気合を入

れて飲んでしまったなというのありますけど、今日

は、でも、頑張りたいと思います。この中でも数名、

同じ年の方がいらっしゃいますので、またこれから、

これからもまだまだ何十年と頑張っていかなけれ

ばいけないので、よろしくお願いしておきます。 

 今日は、今日、明日と長丁場になりますけども、

建設経済委員会・分科会ということで何とぞよろし

くお願いしたいと思います。では、失礼いたします。 

 それでは、協議事項ですね。１番の付託・分担案

件の審査についてでございます。 

 一般会計に関する予算及び決算関係議案につき

ましては、予算決算委員会に付託され、当委員会で

は、建設経済分科会として担当部分の審査を分担す

ることになっています。したがいまして、議事の進

行は、委員会と分科会を暫時切り替えて行いますの

で、ご協力をお願いいたします。 

 これより協議事項１番、付託・分担案件の審査に

入ります。 

 審査につきましては、お手元に配付しております

審査日程表のとおり、議案審査の順序を入れ替え、

本日は、令和５年度各会計歳入歳出決算の認定を中

心に説明、質疑、討論、表決及び委員会意見、要望

の取りまとめまでを行います。 

 明日１８日にその他の議案の説明、質疑、討論及

び表決を行った後、委員会意見・要望の取りまとめ

を行うことにしたいと思いますので、これに異議は

ございませんでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認め、そのよ

うに決定しました。 

 なお、当局の説明は、基本的には部単位で組織順

としますけども、スムーズに進行したいので、審査

日程表のとおり、午前の行程を一部変更しておりま

す。 

 午前は、まず、農業委員会の説明、質疑を行い、

農業委員会の退席後、次に、観光政策課の説明、質

疑を行い、観光政策課の退席後、各振興局地域振興

課、城崎温泉課の説明、質疑を行います。 

 午後は、コウノトリ共生部、都市整備部、上下水

道部の順に、部ごとに説明及び質疑を行いたいと思

います。 

 今回の各会計決算の認定の説明は、新規事業、前

年度から大きな変更のあった事業及び主要事業等

を主として説明いただくように当局に依頼してお

りますので、ご了承願います。 

 委員の皆さん、当局の皆さん、質疑、答弁に当た

りましては、くれぐれも要点を押さえて簡潔明瞭に

行うなど、スムーズな議事進行に格別のご協力をお

願いいたします。 

 また、委員会中の発言につきましては、必ず委員

長の指名を受けてから、マイクを使用してご発言い

ただきますよう、改めて注意をお願いいたします。 

 それでは、ここで委員会を暫時休憩いたします。 

午前９時２７分 委員会休憩 

──────────────────── 

午前９時２７分 分科会開会 

○分科会長（芹澤 正志） ただいまから建設経済分

科会を開会いたします。 

 それでは、第７２号議案、令和５年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第７２号議案、当分科会に審査を分担されました

のは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支に

関する調書、財産に関する調書等についてでありま

す。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いいたします。 
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 なお、必要に応じて資料のページ番号をお知らせ

ください。 

 それでは、まず、農業委員会からの説明をお願い

いたします。 

 農業委員会、安藤局長、お願いいたします。はい、

どうぞ。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 令和５年度豊

岡市一般会計歳入歳出決算について、農業委員会所

管分についてご説明いたします。 

 決算書の２５４、２５５ページをご覧ください。

２５５ページの真ん中辺りの農業委員会費、人件費、

委員報酬です。農業委員１９名、農地利用最適化推

進委員２５名に月額報酬をお支払いしたものです。 

 同じページの下から３行目の農業委員会費、事務

局の運営費でございます。前年度と比べ、全体で約

１７７万５，０００円増額となりました。主な増額

の要因について説明いたします。委員の視察研修を

昨年度は１泊２日で実施した結果、費用弁償、自動

車借り上げ料等で５４万２，０００円増額しており

ます。 

 ２５７ページをご覧ください。農業委員会の委員

の改選年度であったため、委員の作業服、委員章等

の購入経費として、消耗品費が５６万９，０００円

増額しております。また、業務委託料のうち、農地

情報公開データ作成業務を新規で実施いたしまし

た。これは、農林水産省が公開しております農地地

図による農地情報の更新のために、市の農地の地番

図データの提供に必要な業務であり、全市町等が行

ったものでございます。 

 次に、農業者年金事務費でございます。農業者年

金の推進に係る事務経費でございます。ほぼ例年ど

おりの予算執行でございます。 

 以上が歳出でございます。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ３６、３７ページをご覧ください。備考欄３枠目、

農業証明手数料のうち、５万４，９００円が農業委

員会に係るものでございます。これは、耕作証明、

非農地証明等の交付に係る証明手数料でございま

す。 

 ５０、５１ページをご覧ください。一番下の枠の

４行目です。農業委員会交付金でございます。職員

の人件費に充当しております。 

 ２行下の機構集積支援事業費補助金でございま

す。本委員会で運用しています農家台帳システムの

運用等に従事する会計年度任用職員の報酬に充当

しております。 

 １１行下の農地利用最適化交付金については、農

地利用最適化推進委員の報酬に充当しております。 

 その下の国有農地等管理処分事業事務取扱交付

金については、国有農地の管理業務に対して交付を

受けております。竹野地域に所在する国有農地の使

用料の徴収事務を行うことに対して交付を受けて

おります。 

 次に、７０、７１ページをご覧ください。雑入で

ございます。一番下の枠です。広告料、農業委員会

だより掲載分です。４件広告を掲載した結果でござ

います。 

 下から４行目の農業普及活動事務費でございま

す。これは、全国農業新聞取扱事務費等として歳入

しております。 

 ７３ページをご覧ください。上から７行目の農業

者年金事務でございます。農業者年金基金から受託

業務に係る委託金として歳入しております。 

 財産調書については説明ございません。 

 以上で説明終わります。よろしくお願いいたしま

す。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 農業者年金のことで、今、雑

入で７２万円ほど入ってるんですが、歳出で出され

た農業者年金に係る事務費ですね、これよりもこの

年金業務に係る国からの入ってくる金額のほうが

大きかったように思うんですがいうのと、現在、農

業者年金を掛けとる人が何人で、受給者が、年金も

らっとる人ですね、が何人かっていうのは分かりま

すか。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 
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○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 最初に、歳出

と歳入の金額の差があるというご質問なんですが、

この農業者年金基金からの委託金として頂いてま

す金額との差額については、それに係る会計年度任

用職員の人件費に充当しておりますので、この会計

年度任用職員の人件費については、また人事課のほ

うから説明があるかと思いますので、ちょっと私の

ほうからでの説明はございませんが、その分で歳入

歳出のバランスが取れているというふうなことで

ご理解いただけたらと思います。 

 それから、農業者年金の加入者数でございます。

２０２３年度、令和５年度末で２４名が掛金を掛け

ているというふうにご理解をしてください。 

 それから、受給者の数ですが、全体で２５５名の

方が受給されているということでございます。 

 説明のほうは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 農業者年金の加入者が２４と

いうのはあまりにも少ないように思うんですが、条

件が厳しいんですか。農業者のほうがもうあんまり

そんなもん入らんでもええわということで、あまり

好まれとるっていうんか、うまく表現ができません

けども、なんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） ２４名という

ふうに説明いたしました。確かに少ない数字という

ふうに取られても致し方ないのかなと思うんです

が、ただ、農業委員、それから推進委員の皆さんが

加入推進といたしまして、県の農業、ひょうご農林

機構のほうから毎年、研修を受け、その際に頂戴す

るパンフレット等をもって、新規で加入が見込まれ

る農業者の方に加入促進という働きを行っていた

だいております。ただ、やはり今現在、ＮＩＳＡで

あるとか、ｉＤｅＣｏという、ちょっと比較になる

かどうか分かりませんが、そちらと比較して、やは

りこの農業者年金よりもこちらのほうが自分にと

ったらちょっとメリットがあるというふうな判断

される方も少しあるように聞いておりますので、な

かなか農業者年金の加入者が増えるというふうな

状況ではないというふうな現状がございます。 

 ちょっと説明になってるかどうか分かりません

が、ご理解いただけたらというふうに思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 大体分かるんですが、要は魅

力がないことやな。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 魅力があるか

ないかは、その農業者の方が判断されるかと思いま

すので、私のほうから魅力がないということはちょ

っとこらえていただけたらというふうに思います。 

○委員（村岡 峰男） そりゃ、そうだ。はい、分か

りました。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員、よろしいです

か。 

○委員（村岡 峰男） はい、了解です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんでし

ょうか。（「１つだけ」と呼ぶ者あり） 

 はい、どうぞ、福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の局長の説明とは直接関係

ないんですけれども、農地転用の申請ちゅうのは基

本的に多いもんなんですか。そこそこあるんでしょ

うか。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 農地転用の申

請は多いです。ただ、昨年の４月から、農地を取得

する、または農地を使用するという条件が緩くなり

ました。これまでは豊岡市におきましては、４反以

上の耕作等がなされてないと、新たに新規で農地を

所有、または使用するということができなかったん

ですが、その条件が国の法改正によって撤廃されま

したので、農地転用よりも増えたものといいました

ら、３条申請がたくさん増えております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ３条申請が増えてるというこ

とで、どれぐらいの件数あるんでしょうか、年間で

いうと。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） 年間でいいま
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すと、すみません、年間いうよりも、月でいいまし

たら、法改正がなされるまでは、毎月の申請件数で

５件とか、それぐらいだったんです。ところが、こ

の法改正がなされてから、多い月で１５件とかいう

ふうな件数を受け付けるようになりましたので、か

なり増えてるというふうにご理解してください。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 了解しました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、３条申請、もう

少し詳しく、どっちだったかなと、農地かなと、教

えてください。 

○分科会長（芹澤 正志） 安藤局長。 

○農業委員会事務局長（安藤 洋一） ３条申請とい

いますのは、新たに農地を取得する際に必要な手続、

また、新たに農地を使用する、要は、お借りして農

地を活用する際に必要な手続ということでご理解

してください。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 なお、第７２号議案、令和５年度豊岡市一般会計

歳入歳出決算の認定についての討論、表決につきま

しては、各担当課の説明、質疑が全て終局した後、

すなわち、本日最後の上下水道部の説明、質疑が終

了した後に行いますので、ご了承願います。 

 それでは、安藤局長については、ご退席いただい

て結構です。お疲れさまでした。 

 それでは、続きまして、第７２号議案について、

観光政策課の説明をお願いします。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いします。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、観光政策課、説明お願いします。 

 惠後原課長、どうぞ。 

○観光政策課長（惠後原博美） よろしくお願いしま

す。 

 第７２号議案、一般会計決算認定について説明さ

せていただきます。 

 まず、歳出についてですが、議案１５５ページを

ご覧ください。中段辺りです。専門職大学連携推進

事業費１，０８５万１，９２５円です。こちらは、

専門職大学と地域の連携を積極的に深めていくた

め、様々な地域課題について、教員の知見と学生な

らではの視点を生かし、調査研究、解決、提案に向

けて共に取り組んでいるところでございます。 

 委託業務の中で恒例となっております市内の高

校や特別支援学校でコミュニケーションワークシ

ョップを行う高大連携事業実施業務や２０２３年

度から開始した八代地域の自然を題材とした創作

活動を通じたコミュニケーション教育を実施する

小規模特認校化による地域活性事業など、７つの事

業を委託していました。 

 同じページの下段になります。それから次のペー

ジお願いします。観光まちづくり推進事業費です。

こちらは、地域活性化企業人制度による人材派遣や

豊岡観光イノベーションの研修派遣に係る負担金

となります。昨年度は、ＪＡＬ、ＪＲ、全但バスか

ら３人の派遣を受け入れており、そのノウハウを生

かし、地域独自の魅力や価値の向上、地域経済の活

性化、安心・安全につながる業務に従事していただ

きました。 

 次に、情報戦略推進事業費です。観光政策課分は

１，０４万７，４０５円となり、豊岡ファンミーテ

ィングを開催したものとなります。事業内容は、２

０２３年の１０月２９から３０日の２日にわたり、

環境問題など、市の取組に共感いただいた支持者を

市内外から迎え、本市のよさを伝えてくれる参加者

との関係構築を目的として実施いたしました。総参

加者は７２名となっております。 

 その下の豊岡演劇祭協同開催事業費についてで

す。２０２３年度は、９月１４から２４日まで、例

年どおり１１日間の開催でした。開催以来最多とな

る１１１プログラムを上演し、前年比１．３倍の２
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万３，６４７人の入場者数となりました。開催事業

負担金として５，４００万円、事務費負担金として

５００万円を支出しております。 

 次に、１６３ページをご覧ください。中段の文化

観光推進事業費です。こちらの委託料ですが、豊岡

演劇祭のプログラムの一つ、美しい村を舞台とした

演劇公演事業、但東さいさいの委託料で３９６万円

となっております。備品費ですが、１０月２０日か

ら１１月５日まで、玄武洞公園ライトアップに係る

備品を購入しております。 

 その下の地域おこし協力隊推進事業費では、観光

政策課６名分２５，４０２，１６９円を業務委託し

ております。 

 飛びまして、２９３ページをご覧ください。玄武

洞公園管理費です。業務委託では、柱状節理、樹木

等除去伐採業務など、公園内の保全業務に対して委

託しております。運営委託については、全但バス・

神姫バス共同事業体への指定管理に関する委託料

です。 

 最後に、３０１ページをご覧ください。泉源管理

費となります。修繕料では、２０１６年に、２月に

購入しましたタンクローリーの修繕費と定期交換

をしております水中ポンプの修繕費を支出してお

ります。さらに、事業備品費では、北但と、但東北

部、但東シルク温泉の泉源用水中ポンプ及び送水ポ

ンプを購入しております。 

 戻っていただいて、歳入について説明します。 

 ３３ページをご覧ください。一番上の枠、使用料

のうち、玄武洞公園観覧料ですが、有料化２年目と

なり、１２万程度の人が来場され、４，８５２万９，

８３０円となっております。 

 次に、３９ページをご覧ください。３９ページ、

国庫補助金です。文化芸術振興費補助金として８３

０万６，０００円、豊岡演劇祭の但東さいさいなど

の事業に対する補助金で、３分の２の補助率となっ

ております。 

 次に、６１ページ下段です。総務費寄附金をご覧

ください。企業版ふるさと応援寄附金として、観光

政策課分は７件、４１０万円を頂いております。 

 次に、６５ページ下段、地域振興基金繰入金のう

ち、観光政策課分は９件、６，４９３万４，０００

円を繰り入れております。 

 続いて、８９ページをお願いします。地域振興基

金繰入金のうち、９件、すみません、８９ページ中

段、過疎対策事業債のうち２６０万円が観光協会事

業の補助金に充てられております。 

 最後に、５９０ページ、５９１ページをご覧くだ

さい。財産調書です。下段のその他の施設中、玄武

洞公園の用地となっております。２０２２年度に玄

武洞公園整備を実施し、同年に手続すべきところ、

行政財産への変更を怠っておりました。そちらの分

の計上となっております。 

 その下は、県の道路用地の買収漏れ分を売り払う

ため普通財産に変更したものでございます。 

 私からの説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。いいですか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） さっきの専門職大学の連携事

業で１，０４５万１，０００円ですか、説明では、

高校とのコミュニケーション連携とか、コミュニケ

ーション教育とかいうふうに言われましたけれど

も、効果としてはどんな感じで受け取られてますか。

効果、成果というのか、まあまあ、すぐ出るもんじ

ゃないと思いますけれども。 

○分科会長（芹澤 正志） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 高大連携に対しまし

ては、参加いただいた生徒から感想をいただくなど、

大変好評をいただいておりまして、学校の先生から

も事業として継続していきていただきたいと希望

されています。少しずつですが、子供たちの変化に

効果があったと思われます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。ありがたいこ

とでしょう。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 はい、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） それから、もう一つ、続けて
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ですけども、演劇祭の歳入で８３０万円、どこだっ

たかな、言われましたね、８３０万円、ちょっと端

数があったと思いますけど。それから、地域振興基

金の繰入れが６，４００と言われましたかな、それ

で大体賄えてるちゅうことか、歳出のほうは。演劇

祭の協同開催事業費が５，９００万円、但東さいさ

いが３００何ぼって言われましたけども、そういう

ことですか。今年は、なお圧縮されたっちゅうよう

な声をよう聞いたんだけども、それはまあ、今年の

ことやけど。（「決算のほうですよね」と呼ぶ者あ

り）うん、決算のことだよ、もちろん、それね。 

○分科会長（芹澤 正志） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 歳入のほうですけど

も、地域創生推進モデルと寄附金、そして繰入金で

充当をしております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 十分賄えてるちゅうことです

な。 

○分科会長（芹澤 正志） はい、課長、どうぞ。 

○委員（福田 嗣久） 何かあったら、言うといてく

ださい。 

○分科会長（芹澤 正志） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 寄附金ですけども、

充当している金額はこの４１０万円になっており

ます。部分もございます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員、よろしいです

か。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいです。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 玄武洞のところの入場者数が

１２万っておっしゃった、ちょっとごめんなさいね、

この数字って、有料に、見込みっていうか、多いの

か少ないのか、どのように評価されてるんかなと思

いまして、お聞かせください。 

○分科会長（芹澤 正志） 惠後原課長。 

○観光政策課長（惠後原博美） 見込みといたしまし

ては、予想より多く入っているというふうに思って

います。ただ、令和４年のオープン当初、やはりリ

ニューアルで需要がかなり増えたということがご

ざいまして、令和４年から令和５年にかけて、少し

ですが入場者数が減っているということは事実で

ございます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分かりました。ありがとうご

ざいます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。ないですか。 

 それでは、打ち切ります。 

 惠後原課長については、ご退席いただいて結構で

す。お疲れさまでした。 

 それでは、続きまして、第７２号議案について、

各振興局地域振興課、城崎温泉課の説明をお願いし

ます。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いします。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、城崎振興局から順に説明をお願いいた

します。 

 城崎振興局地域振興課、橋本参事。はい、どうぞ。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） それで

は、城崎地域振興課の歳出からご説明申し上げます。 

 １０７ページをご覧ください。備考欄中ほど、財

産管理費の修繕料でございます。こちらは、令和５

年２月に城崎温泉交流センター、通称さとの湯にな

りますが、そちらの屋根から経年劣化により、屋根

材のモルタル片が車の屋根に落ちる事故が発生し

ました。このため、屋根に落下防止の安全対策を施

し、その費用の９６万８，０００円が含まれてござ

います。 

 次に、１３１ページをご覧ください。上の欄中ほ

どにございます。城崎振興局プロジェクト事業費で

ございます。１３１の、中ほどのプロジェクト事業

費になります。業務委託料になります。上から順番

に、街路樹整備事業９４万１，６００円は、城崎温

泉街の景観を形成しております大谿川沿いの柳、桜

並木が老木化等により樹勢が衰退し、倒木、落枝等

の危険性があるため、剪定や大きくなり過ぎた樹形

を整える主幹再生を実施したものです。 
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 その下の若者会議企画運営業務１４万４，５００

円は、城崎港地域での若者会議の運営ファシリテー

トをお願いしたものになります。昨年は、屋外を会

場とした若者間での意見交換会などを行いました。 

 その下の麦わら細工振興業務２２万９，２００円

は、城崎の伝統工芸である麦わら細工の振興事業と

して、市内の小学校児童を対象とし、麦わら細工の

製作体験をしていただいたものになります。昨年度

は、７校で合計９回実施して、２５７人の児童等に

体験をしていただきました。 

 続きまして、その下、城崎地域公共施設在り方検

討会運営業務２０万円は、昨年の１１月に議員の皆

様にもご報告させていただきましたが、城崎地域に

おける公共施設の在り方をまちの方々と一緒に協

議行いまして、２０２５年以降の方向性を検討した

ものになります。 

 その下の補助金、城崎夢花火事業５００万円は、

城崎温泉への誘客として、夏の風物詩となっていま

す夢花火への補助金になります。昨年は、夢花火打

ち上げ、これを１６回行っております。 

 そして、ページは、今度、１６３ページをご覧く

ださい。地域おこし協力隊推進事業費ですが、こち

らには、城崎振興局の６人分２，５０４万２，３２

７円が含まれてございます。 

 そして、次のページが２９７ページになります。

下のほうの城崎観光施設管理費、内容につきまして

は、続きの２９９ページをご覧ください。上から５

行目、補修工事費の城崎温泉交流センター１２８万

７，０００円になります。こちらは、さとの湯の前

にございますイベント広場の屋根頂部が経年劣化

により、雨水が内部に浸入しており、危険な状態が

進行していたため、その対策の改修工事を行ったも

のになります。 

 そして、３２７ページをご覧ください。一番下、

城崎駐車場管理費、手数料８万３，６００円、これ

は、城崎の市営駐車場３か所の精算機をインボイス

対応の改修を行ったものになります。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入をご説明いたします。 

 ８９ページをご覧ください。下の段、過疎対策事

業債には、先ほど説明いたしました城崎振興局プロ

ジェクト事業の街路樹整備業務、麦わら細工振興業

務、城崎夢花火事業費に城崎文芸館の指定管理料を

含めまして、９４０万円が含まれてございます。 

 説明は以上となります。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、城崎温泉課、山

田課長。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） ２８３ページ、備考

欄の一番上の枠です。（「ちょっと待ってください」

「２８３」と呼ぶ者あり） 

○分科会長（芹澤 正志） 名前を言ってくださいね。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 失礼しました。 

 ２８３ページをお願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） はい、どうぞ。 

○城崎温泉課長（山田 和彦） 備考欄の一番上の枠

で、上から５行目になります。城崎町湯島財産区特

別会計繰出金です。３，０００万円を繰り出してお

ります。これは、泉源の管理等を行う経費として執

行したものでございます。 

 続きまして、１０９ページをご覧ください。備考

欄の一番上の枠で、５行目の城崎町湯島財産区特別

会計繰出金でございます。城崎温泉の外湯に設置し

ておりました券売機を売却いたしましたので、売却

額の２０万円を繰り出ししております。 

 私からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続けて、竹野振興局地域

振興課、森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） よろし

くお願いします。 

 それでは、歳出から説明させていただきます。 

 １３３ページをご覧ください。備考欄の真ん中辺

り、竹野振興局プロジェクト事業費です。報償金は、

川湊再生プロジェクト運営協議会の発足当時から

意見をいただいている豊岡市の政策アドバイザー

であります臼井氏に係る報償費及び竹野若者会議

に参加いただいた方、１２名への報償費になります。 

 その４行下、修繕料２９６万３２９円のうち、２

９５万７，９００円は、各地区からの要望、緊急性
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から振興局管内の道路、水路等を修繕したものです。 

 その下、補助金の地域情報発信事業費２５万円は、

マスコミなどへの情報提供やパンフレット作成に

対し、竹野観光協会へ補助したものです。 

 その下、たけの海上花火大会事業費５００万円は、

第５１回を迎えたたけの海上花火大会を開催する

ため、実行委員会へ補助したものです。 

 最後の竹野焼杉板景観保全事業費７万５，０００

円は、竹野駅から竹野浜までを対象地域として、家

屋の外壁に焼杉板を使用することに対して、材料費

の３分の１を補助したものです。 

 続いて、１６３ページをご覧ください。備考欄の

中ほど、地域おこし協力隊推進事業費には、竹野地

域内の活躍……（「ちょっと待って、ちょっと待っ

て、１６３」「はい、いいですか」「はい、どうぞ」

と呼ぶ者あり）備考欄中ほど、地域おこし協力隊推

進事業費には、竹野地域内で活動していた２名の活

動費８９７万６，１４０円が含まれています。 

 続いて２７３ページをご覧ください。備考欄の中

ほど、竹野ふるさと生きがいセンター管理費４３万

３，６５５円は、椒地域ふるさと生きがいセンター

の維持管理費です。 

 続いて、２９５ページをご覧ください。備考欄の

１行目、竹野北前館管理費１，５７９万８，８３１

円は、北前館の管理に関する経費で、空調設備修繕

等の修繕料及び指定管理料が主なものです。 

 続いて、その下、竹野川湊館管理費３６３万３，

４５１円は、竹野川湊館の管理に関する経費で、展

示物の防虫処理業務及び指定管理料が主なもので

す。 

 続いて、２９７ページをご覧ください。備考欄の

中ほど少し上、観光施設管理費のうち、６０７万５，

７３７円が竹野振興局に関係する費用で、竹野海岸

にあります９か所の観光トイレの管理費及び老朽

化した弁天浜キャンプ場の炊事場の解体、撤去に係

る工事費です。 

 続いて、２９９ページをご覧ください。備考欄上

から１０行目、竹野観光施設管理費１６６万４，６

５３円は、竹野観光センター、竹野こども体験村な

どの竹野振興局内の観光施設の維持管理経費と海

岸の清掃及び漂着ごみの処理に係る委託料が主な

ものです。 

 続いて、３７１ページをご覧ください。備考欄下

の囲み、下から３行目、社会教育総務費の補助金の

うち、豊岡市女性団体活動費１５万円は、豊岡市で

唯一の女性団体、豊岡市竹野婦人会の活動費に対し

て補助金を支出したものです。 

 続いて、３８１ページをご覧ください。備考欄中

ほど、竹野青少年野外活動施設管理費９７０万９１

５円は、２０２３年７月１日付で廃止になりました

東大谷野外活動施設たけのこ村に関する費用で、施

設用地の約９割が借地となっております用地の返

還に当たりまして、施設用地の測量、土地の調査な

どを行った測量業務委託料及び土地借り上げ料が

主なものです。 

 歳出の説明は以上です。 

 続きまして、歳入について説明させていただきま

す。 

 ３１ページをご覧ください。備考欄下から３つ目

の囲み４行目、竹野ふるさと生きがいセンター使用

料は、竹野町椒にあります当該施設の使用料収入で

す。 

 続いて、３３ページをご覧ください。備考欄上か

ら２つ目の囲みの２行目、温泉使用料の竹野温泉分

は、契約しております地域内のホテル、旅館等７軒

に温泉を配湯し、使用料を納入いただいたものです。 

 続いて、６５ページをご覧ください。備考欄の中

ほどの囲み、仲田光成記念基金繰入金１９万７，５

１０円は、竹野川湊館に展示、保管する仲田作品の

維持管理のための費用の一部を基金から繰り入れ

たものです。 

 続いて、７５ページをご覧ください。備考欄、下

から１７行目、光熱水費等使用者負担金のうち、弁

天浜野営場２６万１，６０６円につきましては、野

営場の開設期間である５月から１０月の電気料及

び上下水道料金の使用者負担金として、竹野観光協

会より納入いただいたものです。 

 続いて、８９ページをご覧ください。一番下、過
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疎対策事業債のうち、竹野振興局分として、竹野振

興局プロジェクト事業を含む３事業分１，８２０万

円が含まれています。 

 歳入の説明は以上です。 

 続きまして、財産調整について説明させていただ

きます。 

 ５９０ページ、５９１ページをご覧ください。行

政財産土地に関する調査の明細欄、一番下の囲み、

１行目、２０２３年４月１日付で廃止となった東大

谷野外活動施設の施設用地２，２６９平米が行政財

産から普通財産に移動になり、減となっております。 

 続いて、５９４ページをご覧ください。行政財産

建物に関する調書の明細欄、２つ目の囲い、１行目

から１６行目までの東大谷野外活動施設１６棟、計

９０８．７平米が行政財産から普通財産に移動にな

っており、減となっております。 

 続いて、５９８ページ、５９９ページをご覧くだ

さい。普通財産土地に関する調査の明細欄、上から

９行目、旧東大谷野外活動施設の施設用地が行政財

産から普通財産に移動になり、増となっております。 

 続いて、６００ページをご覧ください。普通財産

建物に関する調書の明細欄、１行目から１６行目、

旧東大谷野外活動施設１６棟が行政財産から普通

財産に移動になり、増となっております。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、日高振興局地域

振興課、山本参事。はい、どうぞ。 

○日高振興局地域振興課参事（山本 慎二） １０７

ページをご覧ください。まず、歳出について説明い

たします。 

 中段の財産管理費の業務委託料の測量業務のう

ち、１６０万７，０００円が日高振興局分です。後

ほどご説明します旧西気小学校の測量の際に、隣接

地境界に整合が取れない箇所があり、境界を確定さ

せるために行った隣接地の測量の経費です。 

 次に、１３５ページをご覧ください。１枠目の下

段、日高振興局プロジェクト事業費の報償金及び報

償品は、江原駅周辺活性化協議に係る専門家への謝

礼と日高地域の先輩に学ぶ授業の講師への謝礼で

す。一番下の修繕料は、区内の道路や水路等の補修

を対象とした区内環境改良事業で、１３か所実施し

ております。 

 次に、１４３ページをご覧ください。１枠目の下

段、電源立地地域対策交付金事業費は、電源立地地

域対策交付金を財源に道場地内の市道道場浅倉線

の舗装工事を実施しています。この市道はテレビ、

携帯電話及び防災行政無線の中継局へのアクセス

道路であり、平時及び災害時に非常に重要な役割を

担っております。 

 次に、１６３ページをご覧ください。下段の地域

おこし協力隊推進事業費のうち、９４５万６３３円

が日高振興局分で、２名の隊員の活動費用です。活

動場所はともに植村直己冒険館です。 

 次に、２９１ページをご覧ください。こちらの中

段の日高夏まつり事業費補助金が日高振興局分と

なっております。 

 次に、２９５ページをご覧ください。中段の道の

駅「神鍋高原」管理費の修繕料につきましては、温

泉施設の水風呂用温調計等の修繕工事となってお

ります。 

 次に、２９９ページをご覧ください。中段、日高

観光施設管理費、そのうち維持管理委託料は、清滝

溶岩流遊歩道の整備として、桜・清流の郷きよたき

に委託したものです。 

 次に、３０１ページをご覧ください。１枠目の下

段、道の駅「神鍋高原」整備事業費の業務委託料は、

債務負担行為により２０２２年度から継続してい

る最適化整備運営計画策定業務の２０２３年度の

支払いです。 

 その下の道の駅「神鍋高原」整備事業費（繰越明

許分）、こちらの業務委託料は、最適化整備運営計

画策定に係るアドバイザリー業務です。 

 次に、３１９ページをご覧ください。上段の河川

総務費の維持管理委託料の河川公園管理のうち、１

４５万８，０００円と、その下の桜樹木管理のうち、

４０万円が日高振興局分です。国府桜づつみ公園の

管理経費です。 

 次に、３２３ページをご覧ください。中段のＷｅ
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ぷらざ管理費は、日高振興局分です。 

 次に、３２７ページをご覧ください。中段の日高

駐車場管理費は、日高振興局分となっております。

江原駅の東西の駐車場の分です。 

 次に、３７１ページをご覧ください。２枠目の下

段の社会教育総務費の投資委託料の測量は、日高振

興局分で、旧西気小学校の有効活用のため、必要な

筆界確認及び測量の経費です。 

 次に、３９７ページをご覧ください。１枠目の下

段、植村直己冒険館管理費です。運営モニタリング

業務委託料は、冒険館の維持管理、運営について、

事業者による評価、監視を行うほか、市に対して必

要な助言をいただくための経費です。 

 次のページ、３９９ページをご覧ください。１枠

目の中段、植村直己冒険賞事業費とその下の植村直

己顕彰事業費、こちらは、昨年度から日高振興局の

所管となったものです。 

 歳出は以上です。 

 次に、歳入について説明いたします。 

 ３１ページをご覧ください。下から３枠目、日高

農林産物加工研修所が日高振興局分です。 

 次のページ、３３ページをご覧ください。上から

２枠目、温泉使用料の神鍋温泉が日高振興局分です。 

 同じページの６枠目の駐車場使用料の江原駅周

辺駐車場が日高振興局分です。 

 次に、４７ページをご覧ください。下から３枠目、

電源立地地域対策事業費交付金が日高振興局分で

す。歳出で説明しましたが、道場地内の市道道場浅

倉線の舗装工事に充当しております。 

 歳入は以上になります。 

 続いて、５９０ページ、５９１ページをご覧くだ

さい。行政財産の土地に関する調書です。公共用財

産のその他の施設の一番下、植村直己冒険館です。

社会教育課から日高振興局地域振興課への所管替

えに当たり、財産を精査したところ、近隣の国道整

備の際に分筆、合筆した土地について、一部記載誤

りがあることが判明しましたので、修正を行うもの

です。 

 次に、６０３ページをご覧ください。有価証券の

日高振興公社の株式２，０００万円分を保有してお

ります。全体の発行株式は３，６００万円で変わっ

ておりません。 

 以上で日高振興局分の説明を終わります。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、出石振興局地域

振興課、神谷参事。はい、どうぞ、お願いします。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） それで

は、歳出のほうから説明をさせていただきます。 

 決算書の１３７ページをご覧ください。それぞれ

備考欄をご覧ください。１枠目の下から７行目にあ

ります出石振興局プロジェクト事業費です。当事業

全体の決算額は５９５万６，３５０円です。 

 ２行目の修繕料３３８万２，５００円につきまし

ては、道路、水路等の区内環境整備事業などとしま

して、要望の緊急性の高いものから１４か所の修繕

工事を実施いたしました。 

 続きまして、修繕料の下、３行目、４行目の補助

金、出石お城まつり事業費です。毎年、実行委員会

で実施されております出石お城まつりに対する補

助金として、例年同額の２５０万円を支出しており

ます。 

 続きまして、１６３ページをご覧ください。一番

下の欄の地域おこし協力隊推進事業費です。全体事

業費２億１，３８１万５，１４２円のうち、出石振

興局分は２，０７５万７，４４０円です。２０２３

年度につきましては６人を受け入れていました。ミ

ッションの内訳としましては、豊岡杞柳細工の伝統

技能継承が５人と出石焼の伝統技能継承が１人で

した。 

 続きまして、３２７ページをご覧ください。下か

ら２枠目の一番下、城崎駐車場の管理費の１つ上の

出石駐車場管理費です。出石地域の市営駐車場西の

丸、出石庁舎南側、鉄砲町の３か所の駐車場に係る

管理経費として１，４９７万２，４８８円を支出し

ています。管理の主な内容としましては、料金徴収

に係るシルバー人材センターへの委託料や繁忙期

の交通誘導員の配置委託料です。 

 歳出につきましては以上です。 

 続きまして、歳入についてご説明をさせていただ
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きます。 

 ３３ページをご覧ください。上から２つ目の枠の

温泉使用料の下、３行目の出石温泉の分、２１４万

４２０円が出石振興局分になります。現在、５施設

に配湯をしております。なお、この左、収入未済欄

に計上されています７万５，６００円は、このうち

の１施設分、１１月から３月分が未収、滞納繰越し

となったものでございます。これにつきましては、

一般質問でもありました出石福住にある温泉施設

乙女の湯に関するものです。 

 続きまして、同じページ、温泉使用料の下の４つ

目の枠、駐車場使用料です。出石の出石西の丸駐車

場分が５７９万９，５００円、出石庁舎南側駐車場

分が５３５万４，７００円、出石鉄砲町駐車場分が

８９５万３，２００円、合計で２，０１０万７，４

００円が出石振興局分になります。歳出で説明させ

ていただきました駐車場の使用料です。前年度２０

２２年度と比較しまして、台数ベースで９７％、金

額ベースでマイナス２６万１，０００円と、僅かな

がら減少をしました。 

 続きまして、５７ページをご覧ください。下から

４つ目の枠の土地貸付収入です。総額１，９３７万

１１５円のうち、９５万７，０３６円が出石振興局

分になります。そのうちの９５万５，７０４円が福

住の温泉施設乙女の湯のグランピング施設用地と

して有償貸し付けした土地に係る分で、残りの１，

３３２円が関西電力に電柱用地として貸付けを行

っている分です。なお、この左の収入未済欄に計上

をされております４２３万９，９６０円のうち、９

５万５，７１０円が出石振興局分で、先ほどありま

したグランピング施設用地に係る分の１０月分か

ら３月分が未収、滞納繰越しとなったものでござい

ます。 

 出石振興局からは以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、但東振興局地域

振興課、大岸参事。はい、どうぞ。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） まずは

歳出の説明です。 

 １０７ページをお開きください。財産管理費です。

修繕料４２０万６，１５３円のうち、シルク温泉や

まびこの第１泉源タンクの電極等の修繕として２

２万４，５００円を但東振興局が使わさせていただ

いております。 

 次に、１３９ページ、中ほど、但東振興局プロジ

ェクト事業です。主なもののみ説明します。修繕料

３３０万９，８２８円ですが、例年行っております

区内環境整備としまして、１６か所、３１９万３，

３００円、移住促進住宅の水道、電気などの修繕と

して１１万６，５２８円を支出しております。前後

しますが、報償金６万３，０００円と建物借り上げ

料７万９，２００円につきましては、福知山公立大

学と協働で取り組んでおります空き家対策の研究

に使用しております。 

 下から２行目、ＴＡＮＴＯミーティング開催事業

委託料ですが、但東版の若者会議の業務委託料とし

て１０万円支出いたしております。 

 次に、１６３ページをお開きください。下から１

７行目、地域おこし協力隊推進事業費です。地域お

こし、業務委託料１億９，２４１万２，１６２円の

うち、１名分４７８万７，０００円が但東振興局分

で、但東地域の空き家、地域資源を活用した魅力づ

くりの活動を行っていただきました。 

 次に、２７５ページをお開きください。下から２

行目です。治山事業費です。２２７ページ、林地崩

壊対策工事といたしまして、９，４０５万４，１０

０円のうち１，７９０万円がシルク温泉やまびこの

り面崩壊対策工事として支出いたしております。 

 次に、２９５ページをお開きください。下から５

行目、但東シルク温泉やまびこ管理費です。設計監

理費２６万４，０００円ですが、シルク温泉の膨張

タンク、昇温器の漏水を修繕するための設計監理費

です。 

 ２９７ページの整備工事費４２３万６，０００円

のうち３８２万８，０００円がこの修繕費の工事費

となっております。残り４０万８，０００円は駐車

場の照明のＬＥＤ化の整備費として使っておりま

す。 

 同じく２９７ページ、７行目、シルク温泉やまび
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こ補修工事費です。７９万４，２００円ですが、昨

年の冬に降雪、積雪によって駐車場からのアプロー

チの雨どいと屋根パネルが破損しました。これによ

る補修工事費です。 

 同じく２９７ページ、たんたん温泉福寿の湯管理

費です。修繕料２４万８，６００円ですが、シャワ

ー用給水ポンプの不具合による支出です。 

 次に、２９９ページ、一番最後の行です、但東観

光施設管理費の補助金です。一番下の行、補助金２

００万円ですが、４月の８日から２０日の１３日間

開催いたしましたたんとうチューリップまつりの

開催事業補助金です。ちなみに、昨年度は１万５，

０００人の方にご来場いただきました。 

 次に、３９３ページ、下のほうです、日本・モン

ゴル民族博物館管理費です。例年と大きく変わった

点はございませんけれども、下から５行目の修繕料

１７７万９，２００円について、主なものといたし

まして、空調設備の修繕に９６万２，０６０円、そ

れから駐車場の区画線の引き直しに２０万２，４０

０円を支出いたしております。 

 次に、３９７ページ、中段からやや下、日本・モ

ンゴル民族博物館事業費です。企画展といたしまし

て、昨年は４回の企画展を開催いたしました。その

展示制作及び展示事務に実施してますワークショ

ップ、講演会、展示説明会などの経費として３２７

万６，１７０円を支出いたしております。 

 続きまして、歳入です。 

 ３３ページをお開きください。中段よりやや下、

移住促進住宅の使用料です。但東地域への移住促進

策の一環といたしまして、旧市営住宅１０戸を移住

促進住宅として管理いたしております。３３６万円

の住宅使用料、家賃収入ですが、ありました。 

 次に、３５ページをお開きください。上から３行

目、日本・モンゴル民族博物館入館料です。モンゴ

ル博物館の入館料収入として１４４万６，４２０円

の収入がございました。 

 続きまして、８５ページをお開きください。６行

目、治山事業債です。林地崩壊対策事業費です。５，

７３０万円のうち１，７９０万円がシルク温泉やま

びこののり面崩壊対策工事への充当金額となって

おります。 

 続きまして、８９ページをお開きください。一番

最後、過疎対策事業債です。２００万円が但東振興

局分で、たんとうチューリップまつり開催事業費に

充当いたしております。 

 以上で城崎温泉課及び各振興局地域振興課の説

明を終わらせていただきます。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

○委員（森垣 康平） ちょっといいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 森垣委員。 

○委員（森垣 康平） すみません、地域おこし協力

隊の人数を各振興局にいただいて、出石は杞柳が５

名、出石焼１名、但東は空き家対策というのはお聞

きしたんですが、城崎の６名と竹野の２名、日高の

２名、これ、簡単なミッションをちょっと教えてい

ただけますか。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本参事から。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 先ほど

説明で６名とご説明しましたが、今年度はそのうち

２名ご卒業、ご退任されまして、現在４名というこ

とになっておりまして、そのうち１名が麦わら細工

の振興事業というものと、あと、残り３名ですが、

１つの温泉プロジェクトということで、城崎温泉の

魅力発信であったりとか、あとはちょっと海外向け

も含めた情報発信とか、あと、文学の部分でご協力

いただいてる方、そういったものが３名となってお

ります。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興局では、今年度につきましては１名の方が４月い

っぱいで卒業されておりまして、現在のところ、誰

もいらっしゃらない状況になっております。 

 昨年度なんですけども、２名の方なんですが、活

動内容としましては竹野南地区のコミュニティナ

ースっていうことで１名の方がやられておりまし

たのと、もう１名の方は川湊再生プロジェクト運営

協議会のほうに入っておられまして、海町マーケッ
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トだとか、そういったようなことの活動をされてお

りました。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 山本参事。 

○日高振興局地域振興課参事（山本 慎二） 日高の

２名につきましては、二人とも植村直己冒険館です。

若干、活動内容は違いまして、１人は植村直己冒険

館を拠点とした企画、展示とか情報発信、もう１人

は子供の生きる力を育む体験プログラムの企画、実

施といったようなことをしていただいております。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 森垣委員、よろしいです

か。 

○委員（森垣 康平） ありがとうございます。結構

です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにないですか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 竹野振興局で、何だったいな、

たけのこ村の測量で八百何十万で、行政財産から普

通財産ということで、それは理解できましたけれど

も、その後は具体、どうされるんでしたか。どうい

う動きをなさってるんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 今年度

につきましても測量業務をしておりまして、昨年度

まで外周のほうの確定という格好をさせていただ

きました。今年度につきましては、その中ですね、

確定するのに測量業務、あと、そういった最後の印

鑑押していただくようなことで確定業務のほうを

しております。その後、土地の返還につきましては

どうするかということを今、また地元のほうに戻し

まして、ちょっと協議のほうを進めていきたいと考

えております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。 

 その中で、あの施設は基本的には地元がどうされ

るということは方向は何かあるんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 建物に

つきましては、返還方法、それをどうするかという

ことで、建物を残したまま返還するのか、もう全て

壊してくれということであれば、壊して、土地を返

還するというような格好で今は進んでおります。以

上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もったいないなと思いながら

ですけども、ようけあったはな、建物が。何棟あり

ましたんかいな、１、２。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） ７棟ご

ざいます。 

○委員（福田 嗣久） 何年経過してるんですか。も

う２０年から、もっとか。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 約３０

年ほどとなっております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 聞いたこともあるんか分かり

ませんけども、地権者は地元でしたんかいな。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 地元の

方がほとんどで、１名の方がちょっと大阪のほうに

いらっしゃいます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 何か有効活用ができればなと

いう気はしてるんだけど、局長、どうですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） そもそもこの土地の

底地がやはり個人の土地であって、その上に旧竹野

町が建てたコテージ等々の施設があったというこ

とで、なかなかそこがサウンディングをやったとこ

ろでも底地が個人の土地というところが大きなネ

ックで、結局、いろんな相談は受けたんですけれど

も、そういったところが一つのハードルになったの

かなというふうに思ってます。 

 先ほど参事のほうもそのように、地元のほうと最

終的に建物を残したままでいいのか、やはり取り壊

して、更地にして返すのかというふうなところの議

論を今始めてるところでして、場合によって、地域
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の中で、これは３つの金原、東大谷、下塚の協議会

っていうところがそもそも受けて、やっておられた

運営母体だったんですが、やはり高齢化ということ

で、もう我々の協議会では受けられないというふう

なとこで市のほうに全て返還をされたという背景

がございます。ただ、地域の中でまだ若い年代層が

何とかこれを残してやっていきたいなというふう

な、ちょっとお話も聞いておりますので、その辺、

どういったやり方ができるのか、その辺も含めて今、

調整をしているところです。以上です。 

○委員（福田 嗣久） ありがとうございました。 

 それと、もう一つは、竹野と但東かな、若者、Ｔ

ＡＮＴＯミーティング、その辺が費用、支出された

んだけども、特に過疎地域ということで、この前の

本会議もかなり強烈に話をしていただいた同僚も

いらっしゃいましたけど、何か夢のあるような話が

ミーティングで、但東、竹野、出ておりますか、そ

の辺をちょっとお話しいただけたらと、順番に。 

○分科会長（芹澤 正志） 竹野から行きましょうか。 

○委員（福田 嗣久） 竹野からしましょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野か

らなんですけども、今年度予算をつけていただいて

おります「竹野人のお仕事図鑑」というのを作成し

ていただいております。それと、もう一つ、これか

らの空き家対策ということで、これについてもちょ

っとパンフレットを作成いただいて、これを空き家

対策のほうにやるということで今進んでおります。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 出石、大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 但東、

大岸です。 

○分科会長（芹澤 正志） ごめんなさい、但東です。

ごめんなさい。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） すみま

せん、若者会議ですけども、まず、但東のほうは若

い人が集まる状況をつくっていこうというところ

から始めております。昨年度は特にそういう取組を

させていただいてますので、まだ詳しいところまで

の意見を聞いているとか意見が出ているという状

況ではございません。ただ、若い人たちがこういう

ことをしたいな、こういうお店があったらいいな、

こういうことがあったらもっと楽しいのになって

いうようなご意見はアンケート等で出ております

ので、そういったことを今年度から少しずつちょっ

と実行していこうかなというような思いで業務い

たしております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。 

 いずれにしても、どこまでが若いというかはちょ

っと別にしまして、若い年代の人が力を出していた

だくというのはやっぱり地域の元気につながって

いくと思いますんで、それぞれの地区ですけども、

頑張っていただきますように。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 但東の移住促進住宅に関して

ちょっとお伺いしたいんですが、これは振興局単位

でやっておられることなのかっていうのが１つと、

どういう経緯で始まったのかというところを教え

ていただけたらと思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） まず、

これ、取組としては但東振興局でやっております。 

 それと、経過ですけども、どういった経過ってい

うことですけど、当然、最初に人口減少対策として

但東のほうで取り組んでいったというのが１点。そ

れから、市営住宅が若干老朽化していきまして、取

壊しの話が出てきたんですけれども、何分、ちょっ

ともったいないということで、まず、利活用を考え

ようというところで移住促進住宅というのをやら

せていただきました。安価で貸しております。一月

２万８，０００円の家賃で、１０戸ありますけども、

１０戸全部埋まっております。ただ、今年度、ちょ

っと２軒ほど出られましたけれども、この２軒とも

但東町にある程度、中古物件を見つけられて、そち

らに移られたというふうにお聞きしておりますの

で、人口減少対策の一つとしては有効なものなのか
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な。ただ、建物自体が古いので、これからどこまで

使えるのかというようなお話は必要になってくる

のかなと思っております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） 経緯、ありがとうございます。 

 もしそれが老朽化が進んでいって、それを改修し

ようと思ったときに過疎債とか、そういったものは

使用可能な案件なんでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 案件が

小さ過ぎますので、多分、少し過疎債を使うところ

まではいかないのかなという思いではおります。た

だ、１０戸全部を丸々改修するとかいうことになれ

ば、これは対象になってくるとは思うんですが、金

額的にも修繕というのがもう本当に１０万円とか

２０万円とかっていう世界でやってきてますし、極

力、政策のほうで話がしてるのは、できる限りの小

修繕で使えるところまで使っていくというところ

で政策決定されてますので、そういった使い方を今

はしているという状況です。 

○分科会長（芹澤 正志） 前田委員。 

○委員（前田 敦司） すみません、ちょっと聞き方

が間違ってました。失礼しました。その細かな修繕

ではなくて、ニーズが高いので規模拡大するとか、

本当に大規模なリニューアルをするとかっていう

ふうになったときは使える案件ということで間違

いないでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 使える

と思います。ただ、財政当局の調整になると思いま

す。 

○委員（前田 敦司） 分かりました。ありがとうご

ざいます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

○委員（福田 嗣久） ちょっと今の関連してです。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） あれ、何年たってるかいな、

如布の移住促進と赤野の。何年経過してるか。２０

年ぐらいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） 合併し

てから２０年たってますので、合併前からですので、

すみません、ちょっと今、資料持ち合わせていない

ので詳しいことは言えませんが、どちらも多分、３

０年以上は経過してると思います。如布住宅が５戸、

赤野住宅が５戸の計１０戸を利用しております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。また聞

きます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、１点、出石、乙

女の湯の昨年度の部分での収入未済という金額が

お聞きしたんですけども、今現在もそのままずっと

積み上がっている状況なのか、何か対策を考えてお

られるのか、その点についてお聞かせください。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 今現在

も温泉使用料のほうにつきましては、温泉が止まっ

ておりますので、かかっていないという状況でござ

います。有償貸付分につきましては、契約が現在も

継続をしておりますので、債権としては積み上がっ

ているという形になっておりますが、一般質問での

答弁でもお答えをさせていただいたように、破産手

続というの、時間が結構かかっておりますので、そ

の辺の処理のやり方について近々、弁護士等と協議

をさせていただく予定にしております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そういう意味では常に金額が

積み上がってますよということであったり、いわゆ

る、何ていうんですかね、催告というか、そういう

のを手続としては止めたままなのか、何らかの形、

通常、債権がある方にはお支払いくださいというよ

うな働きかけをすると思うんですけども、その辺に

ついては今、どのような処理をされてるんでしょう

か。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 相手方
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の代理人弁護士のほうがこれまでの債権について

の集約ということで照会がありましたので、そちら

のほうにその分については送っておりますし、今後、

積み上がってきてる分についてもそちらのほうに

通知をしてもらったらいいというふうに伺ってお

りますので、ちょっとそちらのほうに通知といいま

すかはしているという状況です。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 度々になるんですけども、そ

ういう意味では今は裁判のほうでの動きがどのよ

うになってくるのか、弁護士さんの動きがどうなる

のかっていうことを見守った状態のまま、取りあえ

ずは市のほうとしては粛々と使用料を請求すると

いうような段階ということで認識してよろしいで

すか。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 先ほど

の繰り返しになりますが、どんどん積み上がってい

くというのもこちらとしてもどうなのかなという

ことがございますので、どうすべきかという部分に

ついてはちょっと弁護士のほうと相談をさせてい

ただきたいと思っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 結構です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 今の清水委員の関連で確認な

んですけど、乙女の湯の相手方というか、そこの業

者さんの名前、いや、会社名忘れましたけど、そこ

の代理人弁護士が受任しましたというところで、ま

だ裁判所に何らかの書類は出されてないって、受任

したという通知が来ただけですよね、そこをちょっ

と確認したいんですけど。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 公に出

ていることとしてはそうです。受任通知がされたと

いうところです。以上です。 

○委員（義本みどり） だけですね。はい、分かりま

した。ありがとうございます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の継続の話ですけれども、

受任したという話もありましたけども、債権者とし

てはどれくらい見とられますか、豊岡が一番でしょ

うけども、市が。債権者のほうから、要するにもう

破産にせえとかなんとかいう話を持っていくんだ

ろうと思うんだけれども、その辺の経緯はどうなん

ですか、詳しい全体像が全く見えてませんので何と

も言いようがないんですけれども、えらい時間がか

かってるなという気がするんで。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 受任通

知をされまして、相手方の弁護士がそれぞれの債権

者のほうにいろんな調査等をされているというふ

うに認識をしております。どこにどれだけあるかっ

ていうのはこちらとしては把握はしておりません

が、破産手続に向けた動きをされてるっていうこと

は聞いておりますというところです。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、９月ですわね。あれが表

に出たのはもう今年の３月ぐらいか。もっと早くか

らでしたかな。（「６月」と呼ぶ者あり）６月か、

水面下ではもっと早く出とったと思うんだけど。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 受任通

知が発せられたのは４月の３０日。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員、よろしいです

か。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいです。また水

面で聞かせていただきます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにいいですか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 若者会議のところなんですけ

れども、ファシリテーターの委託料とかと、委託料

とかいういろんな言葉でご説明があったんですけ

れども、皆さん、会議を、ファシリテーターをどこ

かに委託されたという理解でよろしいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 会議の
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ほうの運営のほうの業務として委託させていただ

いたということになります。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興局におきましても、そういったことでファシリテ

ーターといいますか、運営のほうに携わっていただ

いております。 

○分科会長（芹澤 正志） 山本参事。 

○日高振興局地域振興課参事（山本 慎二） 日高の

場合には特に委託というようなことはしていませ

んが、江原駅周辺活性化協議ということで、専門家

への謝礼というような形でお支払いするところは

あります。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 神谷参事。 

○出石振興局地域振興課参事（神谷 謙二） 出石振

興局では、昨年度、若者会議につきましては子育て

世代にフォーカスをしてということで毎年やりま

す子育てセンターの先生方であるとかそこに通っ

ておられる親御さん等にインタビューっていいま

すか、個別に振興局のほうでさせていただきました

ので、特別にファシリテーター等委託なり、専門家

をっていうふうな形ではしておりませんので、予算

上は出てきておりません。 

○分科会長（芹澤 正志） 大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） ファシ

リテーターというよりは運営事業者として個人に

委託したというようなイメージです。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、そのファシリテ

ーターとか運営事業、どういうところに委託したか、

参考まで聞かせください。 

○分科会長（芹澤 正志） 橋本参事。 

○城崎振興局地域振興課参事（橋本 郁夫） 城崎の

ほうでは一般社団法人のちいきのてさんのほうに

お願いしております。 

○分科会長（芹澤 正志） 森口参事。 

○竹野振興局地域振興課参事（森口 佳徳） 竹野振

興局では、ちょっと待ってくださいよ。 

○分科会長（芹澤 正志） 石田局長。 

○竹野振興局長（石田 敦史） 先ほどファシリテー

ターという形で竹野振興局もというふうな話をし

てたと思うんですが、実際のところはそういった形

で取り組んではおりません。ただ、ＮＰＯ法人の移

住定住のことを議題として今年、ちょっとしたパン

フレットを作ったりとかっていうふうなことも、移

住定住の目的で、今回、するので、それに関わって

もらうためにＮＰＯ法人のたけのかぞくさんには

関わっていただいた、助言いただいたというふうな

ところです。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 山本参事。 

○日高振興局地域振興課参事（山本 慎二） 先ほど

申し上げたように、江原駅周辺活性化協議に係る専

門家への謝礼ということで、ちいきのてのほうにお

願いしております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） いいですか、大岸参事。 

○但東振興局地域振興課参事（大岸 勝也） うちは

地域おこし協力隊で現職で入っておりました泉弥

子さんにお願いをして、矢根の大石家でいろいろな

イベントをしていただきました。ちなみに、泉さん

は今年の４月でご卒業されております。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員、よろしいです

か。 

○委員（義本みどり） それぞれの地域で工夫してさ

れてるっていうことが分かりました。ありがとうご

ざいました。 

○分科会長（芹澤 正志） もうよろしいですか。 

○委員（義本みどり） はい。 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、質疑を続けま

す。 

 各振興局地域振興課、城崎温泉課職員については

ご退席いただいて結構です。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩します。再開は

１１時。 

午前１０時４５分分科会休憩 

──────────────────── 

午前１１時００分分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、そろわれまし

たので、建設経済分科会を再開いたします。 
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 少しイレギュラーになりましたけども、コウノト

リ共生部さんにつきましては何とか午前中で終わ

れるように頑張れればと思ってますので、よろしく

お願いします。 

 それでは、農林水産課から順次説明願います。 

 農林水産課、浪華課長、どうぞ。 

○農林水産課長（浪華  誠） 農林水産課の令和５

年度の決算についてご説明します。 

 それでは、歳出のほうから説明をさせていただき

ます。 

 決算書の１０７ページをお願いします。総務費の

基金管理費になります。農林水産課分は上から３行

目の森林環境基金積立金とその２行下の森林環境

基金積立金の利子分になります。森林環境譲与税の

一部をこの基金に積み立てるとともに、基金の運用

利子も積み立てています。 

 続きまして、１５７ページをお願いします。一番

下の新規就農総合支援事業費です。 

 次の１５９ページになりますが、上から４行目の

新規就農者確保事業費補助金の２，５２３万５，９

９６円は、全額を国、県の補助金を活用して、新規

就農者を支援したものになります。具体的には１５

人の認定新規就農者に対して１人当たり年間最大

で１５０万円の経営開始資金を交付したものと、加

えて、このうちの１人にコンバインなどの農業用機

械の導入費用の一部を支援したものです。 

 １行下の若手農家支援事業費８８９万円、こちら

につきましては市の単独事業になります。トラクタ

ーなどの農業用機械等の導入支援として３人の新

規就農者へ補助金を交付しています。 

 その下の豊岡農業スクール開校事業費は、新たに

入校した新入生４名と継続の研修生２名の合計６

名に係る経費となります。 

 続きまして、１６３ページをお願いします。下段

の地域おこし協力隊推進事業費です。農林水産課分

はこのうち１，４６６万３，１７５円となります。

農業分野の隊員４人分の活動経費となります。 

 続きまして、飛びます、２５９ページをご覧くだ

さい。真ん中から少し下の農業振興事業費です。こ

のページの一番下になりますけども、園芸産地にお

ける事業継続強化対策事業費補助金３３万４，００

０円は、台風や雪害等によるビニールハウスの倒壊

を防ぐために、国の補助制度を活用して、２棟のハ

ウスの補強を支援したものになります。 

 次は、２６１ページをお願いします。一番上の行

です。農業生産コスト低減緊急対策事業費補助金７，

１５４万２，０００円は、県の補助事業を活用しま

して、肥料高騰などの影響を受ける担い手農家の生

産コスト低減につながるスマート農業機器の導入

を支援したものです。 

 その下、農林水産業生産コスト低減事業費補助金

６，９１５万円は、国の臨時交付金を活用しまして、

物価高騰の影響を受けている農林水産事業者の生

産コスト低減のための機器等の導入を支援したも

のです。少しでも多くの事業者の経営改善を支援す

るために兼業農家の方や林業従事者、漁業者を対象

にしたことで、２７１名の方に活用していただきま

した。 

 次は、８行ほど下になりますが、有害鳥獣駆除対

策事業費です。主な支出は、有害鳥獣の捕獲者等へ

の捕獲報償金です。昨年度の捕獲実績ですが、有害

捕獲になりますが、鹿が４，４２８頭、イノシシが

５３３頭、その他の猿やヌートリア、カラス等が２，

１６４、合計で７，１２５頭という結果でした。 

 なお、２０２２年度は７，３８７頭でしたので、

トータルの数字でいいますと一昨年から少し減少

をしています。 

 次は、１つ下の事業になります。鳥獣被害防止緊

急対策事業費は、事業主体となる豊岡市野生動物被

害対策推進協議会に対して１，７７３万６，２８１

円の負担金を支出したものです。国の特措法事業を

活用して、金網柵を２地区、電気柵を１地区、ワイ

ヤーメッシュ柵を１地区に設置しました。４地区ト

ータルの総延長の実績は約４．３キロメートルとな

ります。 

 その下の中山間地域等直接支払い事業費は、中山

間地域の耕作放棄地の発生防止のための事業とし

て４０集落、面積で２２６．５ヘクタールに対して
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４，７０７万３，７８７円を交付をしました。 

 次は、２６３ページになります。上から１０行目、

多面的機能支払い事業費は、農地農業用水路等の保

全活動に対して支援を行うものです。実績は１２７

の組織、面積で３，０３３ヘクタールの取組につい

て２億１，１３６万２，４７２円を交付しました。 

 その下、環境保全型農業直接支払い事業費は、地

球温暖化防止及び生物多様性の保全に効果の高い

有機農業や冬期湛水などの取組を支援するもので

す。面積で６８５．７ヘクタールの取組に対して５，

０６７万６２０円を交付しました。 

 続きまして、２６５ページをお願いします。上か

ら３つ目の事業、豊岡市農業ビジョン推進事業費で

す。農業ビジョンの取組を具体化し、推進するため

の委員会を開催したほか、昨年の１１月には第１回

豊岡グッドローカル農業大会を開催し、農業に関す

る優良事例の発表などを行いました。また、総務省

の集落支援員制度を活用して、グッドローカル農業

推進支援員を１名配置し、農業ビジョン推進のため

の情報発信や農業者との交流、農業体験会の開催な

どを行っています。 

 その下の事業です。有機農業産地づくり推進事業

費は全額、国の補助金を活用して実施をしました。

主な内容は、市内の小・中学校の学校給食で、昨年

度の１月から３月の３学期の間、コウノトリ育む農

法の無農薬米、つきあかりを提供したものになりま

す。一般米との差額分を賄い材料費として補填をし

ています。 

 続きまして、２６７ページをご覧ください。真ん

中より少し下、農業用施設管理費です。この中のち

ょっと下になりますけども、整備工事費のトンネル

照明として１億円を超える支出をしておりますが、

基幹農道のトンネルについて順次ＬＥＤへの更新

を行っておりまして、昨年は進美寺トンネルのＬＥ

Ｄの改修工事を行っています。 

 次のページ、２６９ページをお願いします。上の

段、基盤整備促進事業費です。主な内容は、内町地

区の圃場整備事業に係るものになります。 

 あと、補助金になりますが、下のほうですね、中

心経営体農地集積促進事業費として４，０８７万円

を支出しております。こちらにつきましては、昨年

度完成しました下鶴井の圃場整備事業に関して、農

地の集積率に応じて国、県等から地元に交付される

補助金になります。 

 続きまして、２７５ページをご覧ください。この

ページの一番下です。治山事業費です。このうち７，

６８５万７，１００円が農林水産課分です。昨年度

は市内の５か所、豊岡市の小島、出石町の片間と東

條、あと、但東町の三原と正法寺で治山工事を行っ

ています。 

 次のページ、２７７ページをお願いします。上の

囲みの下段になります。森林環境整備事業費です。

一番下のほうにあります補助金です。森林環境保全

対策事業費は、集落からの要望が多い人家裏の危険

木伐採ですとか小規模な森林整備などを支援する

もので、昨年は１１地区に補助金を交付しました。 

 その下の雪害倒木緊急対策事業費補助金は、昨年

度から新たに創設した制度になります。雪害により

倒木の危険性のある電線周辺の樹木伐採等の森林

整備を支援するもので、昨年は竹野南地域の３地区

での事業実施を支援しました。 

 続きまして、２７９ページになります。真ん中か

ら少し下にあります漁港管理費です。この中の業務

委託料の海岸漂着物処分業務委託料９９万５，５０

０円は、昨年８月の台風７号による災害関連で、竹

野町の須井漁港に漂着したごみの処分に係るもの

です。 

 次は、２８１ページをお願いします。上から１０

行目になります。燃油高騰対策事業費補助金３０７

万８，０００円につきましては、燃油価格の高騰に

対する備えとして、国と漁業者の拠出金によってあ

らかじめセーフティーネットを構築するもので、市

は漁業者負担金の一部を支援をしています。近年の

原油の高止まりによって市内の漁業者も積立金を

増額するケースが増えているため、市も前年度より

も予算を倍増して対応しています。 

 次は、４１９ページをお願いします。ページの真

ん中辺りになりますが、農地農業用施設災害復旧事
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業費とその下の林業用施設災害復旧事業費です。こ

ちらも昨年８月の台風７号により被災をしました

施設の災害復旧事業になります。事業の概要につき

ましては、農地が１１か所、農業用施設が４か所の

復旧工事を行っております。林業関係につきまして

は、林道三原水口線など合計で１５路線の災害復旧

工事を行っています。 

 歳出は以上になります。 

 続いて、歳入です。 

 ２３ページをお願いします。下から２つ目の項目、

森林環境譲与税です。７，９２８万８，０００円の

うち４，５２０万８，０００円を森林整備等の事業

の財源として充当しまして、残る３，４０８万円を

森林環境基金へ積み立てています。 

 続いて、４５ページになります。上段のデジタル

田園都市国家構想交付金です。このうち農林水産課

分は７１万５，０００円です。豊岡農業スクール開

校事業とスマート農業推進事業に充当しています。 

 その下になります。地方創生臨時交付金のうち農

林水産課分は６，７５０万円です。（発言する者あ

り）４５ページ、すみません。（「４５ページ」と

呼ぶ者あり）４５ページのデジタル田園都市の下、

地方創生臨時交付金、このうち農林水産課分が６，

７５０万円になります。農林水産業生産コスト低減

事業費補助金に充当をしています。 

 次に、５１ページをお願いします。一番下の囲み

からが農林水産課分の県補助金になります。主立っ

たもののみ説明をします。下から４行目、みどりの

食料システム戦略推進交付金３３５万４，０００円

は、先ほども説明しましたが、学校給食用米の無農

薬米への転換など有機農業推進のための事業に係

るものになります。 

 次は、５３ページをお願いします。一番上の農業

生産コスト低減緊急対策事業費７，１５４万２，０

００円は、担い手農家の生産コスト低減のためのス

マート農業機器等の補助金に充当したものです。 

 次は、５５ページをお願いします。ページ、一番

下の囲みになりますが、基盤整備促進事業委託金に

ついては、現年度分、繰越明許分ともに内町地区の

圃場整備事業に係るものです。 

 続いて、６５ページをお願いします。下から３つ

目、地域振興基金繰入金のうち３，５００万円が農

林水産課分です。新規就農総合支援事業など計３つ

の事業に財源充当しています。 

 続きまして、８３ページをお願いします。一番下

の囲みの土地改良事業債は基盤整備等のハード事

業に係るものです。 

 次は、８５ページをお願いします。上から２つ目

の囲みの１行目、林道整備事業債は、竹野町桑野本

の林道シシブシ線の改修、その下の治山事業債のう

ち、このうち３，９４０万円が農林水産課分で、市

内５か所の治山事業に係るものです。 

 その下の水産業施設整備事業債は、竹野川の井堰

改修工事に係るものになります。 

 続いて、次の８７ページをお願いします。一番下

の囲みです。補助災害復旧事業債と単独災害復旧事

業債につきましては、農地農業用施設及び林道の災

害復旧事業に係るものです。 

 次で最後になります。６０７ページをお願いしま

す。財産調書の基金の状況です。下から７枠目です。

森林環境基金は、森林環境譲与税の一部と基金の運

用利息を積み立てておりまして、決算年度末現在高

は１億１，５１１万円となっています。 

 長くなりましたが、農林水産課の説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 環境経済課、瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） それでは、２０２３

年度の環境経済課の決算につきまして、主立ったも

のについてご説明をいたします。 

 歳出からご説明をいたします。 

 １０５ページをご覧ください。中段辺り、財産管

理費の基金管理費です。決算額のうち６億７，２４

７万２，３０８円が環境経済課の所管分となります。

前年度お預かりしましたふるさと納税は総額で１

３億３，３６１万７，１００円ご寄附をいただきま

した。返礼品の代金や関連事務費等を除き、３つの

基金に積み立てた総額となります。積み立てさせて

いただいた基金は、１つ目の基金が下から１３行目

のコウノトリ基金で、記載額のうち１，０００万円
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を、２つ目の積み立てた基金としまして、その４行

下、仲田光成記念基金に１０万円を、最後に下から

２行目の地域振興基金に６億６，２３７万２，３８

０円を積み立てております。 

 次に、１１１ページをお願いいたします。下から

１０行目、企画費のふるさと応援寄附金推進事業費

になります。ふるさと納税の返礼品ですとか事務に

係ります経費として支出させていただいたもので

す。決算額は記載のとおりで、寄附金額総額の約４

９．５％になります。 

 主なものといたしましては、１１３ページをお願

いしまして、上から４行目、業務委託料５億９，８

９３万９，７４９円で、ポータルサイト「楽天ふる

さと納税」といったサイトの運営に関する被用者に

対しまして、返礼品代金を含みました業務委託をお

願いをしております。 

 次に、少し飛びまして、１５３ページをお願いい

たします。地方創生推進事業費の企業誘致推進事業

費といたしまして、上から９行目になります、決算

額は記載のとおりで、主なものといたしましては、

３行下になります、業務委託費３７５万１，０００

円になります。これは、ＩＴ関連企業の誘致を推進

するための支援業務を委託したものです。 

 また、３行下、補助金６３２万６，０００円です

が、ＩＴ関連事業所の開設支援補助金といたしまし

て５社に補助をさせていただきました。 

 続きまして、その下、内発型産業育成事業費です。

この項目の中ほどにあります手数料の２２０万円

ですが、２０２１年１０月から取り組んでおります

市内事業者の事業継承、これをサポートをさせてい

ただくために継業バンクのサイトの利用をさせて

いただいておりまして、ココホレジャパン株式会社

に対する手数料となります。この事業を取り組みま

した結果、これまでに４社の事業継承を行うことが

できております。 

 その下、業務委託料といたしまして、総合相談業

務、ここでＩＰＰＯ ＴＯＹＯＯＫＡへの業務委託

料としまして６５３万７００円を支出しておりま

す。相談者数は８０人で、相談件数は延べで２０４

件となっております。この事業は、２０１９年６月

にスタートをさせていただき、事業の創業の後押し

をするように２名の相談員を配置し、取組を進めて

いるものです。 

 その５行下の補助金です。決算額は記載のとおり

で、ステップアップ支援補助金として２１件を、創

業支援補助金として８件の補助をさせていただき

ました。 

 次に、少し飛びまして、２８３ページをお願いい

たします。中段辺り、少し上、商工総務費の商工振

興事業費です。決算額のうち１億１，２５６万１５

０円が環境経済課の所管分となります。 

 主な内容といたしましては、この枠の中ほど、業

務委託料６４５万１，７７５円になります。この委

託料は中小企業の経営安定化の支援といたしまし

て、新型コロナや物価高騰の影響を受けられる市内

の中小事業者さんに対しまして経営相談を強化す

るためのもので、豊岡商工会議所さんと豊岡市商工

会さんに経営相談の業務委託をさせていただいた

ものです。 

 次に、１行飛びまして、補助金の項目、下から２

つ目、中小企業者省エネ設備等導入支援に対する補

助です。この支援事業の第二弾として実施させてい

ただき、２０６件、総額７，０２４万１，０００円

の補助をさせていただきました。この補助につきま

しても、エネルギー価格の高騰の影響を受けられま

した市内事業者において、コストの削減を図ってい

ただくために行う事業所の省エネ化に対する取組

の支援ということで、対象経費の２分の１、上限５

０万円として支援をさせていただいたものです。 

 次に、２８５ページをお願いいたします。商工振

興費の企業誘致推進事業費として、上から８行目辺

りになります、この中で業務委託料といたしまして、

産業用地への企業誘致活動に有益な情報を収集し、

あわせて情報発信を行うことを目的としまして、株

式会社帝国データバンク京都支店に業務委託を行

ったものです。 

 続いて、下から１６段目、産業用地整備事業費で

す。この中で、造成工事費といたしまして排水構造
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物等に関します整備工事を１０者指名によります

競争入札によりまして、株式会社西吾建設さんにお

願いし、４，５７０万円で発注させていただきまし

た。 

 その下、商工振興事業費の繰越明許分といたしま

して、２つの補助事業をさせていただきました。１

つ目が商店街消費拡大支援事業といたしまして、豊

岡駅通りの商店街振興組合さんと宵田商店街振興

組合さんに合わせて１，９７６万３，０００円を補

助させていただき、プレミアム商品券による商店街

の振興に取り組んでいただきました。この事業は、

新型コロナによる緊急経済対策として県の随伴補

助をいただいて、実施をさせていただいたものです。 

 それから、もう一つ、中小企業者省エネ設備等導

入支援といたしまして、コスト削減を図っていただ

く市内事業者の設備改修ということで、２５６件の

事業者に補助をさせていただいたものです。 

 続きまして、このページの一番下の段です、産業

用地整備事業費の繰越明許分です。 

 ２８７ページの最上段にかけまして、投資委託料

として１６０万６，０００円を支出させていただき

ました。２０１６年度に発注をしました敷地造成及

び調整池の調査設計業務から工事進捗によります

詳細設計の変更、修正を行ったものです。 

 同じく２８７ページ、下から１４行目、特産振興

事業費です。 

 １枚めくっていただいた２８９ページをお願い

をいたします。最上段、豊岡鞄認知度向上事業費と

いたしまして、１，７００万円を鞄工業組合に対す

る負担金として支出をいたしております。この取組

は、豊岡かばんの認知度の向上、ブランドの全国化

に押し上げるとともに、売上げの向上とふるさと納

税の寄附の増額につながる相乗効果を狙った事業

で、兵庫県鞄工業組合と協業して事業を進めさせて

いただきました。 

 その１つ下、豊岡商工会議所への負担金です。市

が所有をします豊岡まちづくり株式会社の株のう

ち豊岡商工会議所から消費委託を受けています１

１８株分の配当分としまして商工会議所に支払い

を行ったものです。 

 歳出、最後に、２９３ページをご覧ください。工

場公園等管理費の業務委託としまして、豊岡中核工

業団地敷地内の樹木の伐採、撤去に関します委託業

務をお願いをしました。 

 歳出の説明は以上です。 

 次に、歳入をご説明いたします。 

 ４５ページをお願いいたします。上から２枠目、

デジタル田園都市国家構想交付金です。このうち１，

００９万４，０００円が環境経済課の所管として３

つの事業に充当をしております。 

 同じページの２枠下、地方創生臨時交付金です。

このうち７，０００万円を中小企業者省エネ設備等

導入支援の第二弾として実施した事業費に充当し

ております。 

 続いて、５３ページをお願いいたします。中段辺

り、商工費県補助金といたしまして、商店街消費拡

大支援事業費補助金の繰越分と……（「ちょっと待

ってな、５３か」と呼ぶ者あり）失礼いたしました。

５３ページをお願いいたします。中段辺り、商工費

県の補助金といたしまして、商店街消費拡大支援事

業費補助金の繰越明許分といたしまして、１，３１

７万５，０００円を受け入れております。これは、

先ほどご説明しました駅通り商店街さんと宵田商

店街さんに実施いただきましたプレミアム商品券

に対します県の補助金で、補助率は３分の２となっ

ております。 

 続きまして、５５ページをお願いいたします。上

から５枠目、躍動する兵庫応援事業費補助金のうち

６６４万３，０００円を環境経済課所管事業に充当

させていただいております。 

 続いて、５７ページをご覧ください。下から２枠

目、財産収入の節の１、利子及び配当金の４段目に

なります豊岡まちづくり株式会社出資配当金とい

たしまして、１株当たり１，０００円の配当がござ

いまして、９１８株を所有しております配当として

収入をしております。 

 続いて、６１ページをお願いいたします。下から

４枠目の上から２つ目、ふるさと応援寄附金です。
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２万５６９件からの寄附をいただきました。前年と

比べまして金額で約９，９３９万５，０００円の増

となっております。その下、企業版ふるさと応援寄

附金についてです。決算額のうち５０万円が環境経

済課の所管分となります。寄附者の意向に基づきま

して、特産振興事業に充当させていただきました。 

 次に、６５ページをお願いいたします。上から３

枠目、財政調整基金繰入金です。決算額のうち１億

１，５２０万円が環境経済課の所管分で、産業用地

の整備事業に充当させていただきました。 

 次に、下から５枠目、地域振興基金の繰入金です。

決算額のうち５億２，８２１万４，０００円がふる

さと応援寄附金からの繰入金で、小さな世界都市豊

岡を目指す取組など各種事業に充当させていただ

いております。環境経済、所管分としては４事業４，

７０４万円使わせていただきました。 

 次に、一番下の枠です。企業版ふるさと納税地方

創生基金繰入金です。継業バンクポータルサイトの

利用料に充当させていただきました。 

 少し飛びまして、８１ページをお願いいたします。

雑入の返納金といたしまして、真ん中、少し下辺り、

創業支援事業費補助金返納分についてです。補助金

の決定していただいた事業者が廃業されまして、要

項では起業して３年以内の廃業に伴うものは返納

となっておりますので、返納していただいたものに

なります。 

 その１行下、中小企業融資利子補給金返納金は、

事業者さんの借換えに伴う差額、これに返納金分が

発生したものです。 

 その６行下、住宅等改修支援補助金返納金につい

ては、交付決定事業者が財産処分を行われまして、

これに伴います返納金となりました。 

 歳入の説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） コウノトリ共生課、宮垣

課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 令和５年度豊

岡市の一般会計歳入歳出決算の認定について、主な

ものを説明させていただきます。 

 まず、歳出から説明いたします。 

 まず、決算書の１０５ページをご覧ください。真

ん中辺り、基金管理費のうちのコウノトリ共生課に

関するものですが、上から７つ目のコウノトリ基金

積立金及びその下の利子の分となります。利子分を

合わせまして１，７６０万円ほどになりますが、う

ち、先ほど環境経済課からもありましたが、ふるさ

と納税から１，０００万円、それから７５６万円ほ

どが文化館で受け入れております環境協力金や個

人、企業、団体からの一般寄附となります。 

 続きまして、１１７ページをご覧ください。上か

ら３枠目、人件費のうち環境審議会委員報酬１９万

９，６００円は、環境審議会委員１５名、４回分の

審議会開催分となります。 

 続いて、同じ枠、中ほどにあります環境政策推進

事業費です。報賞金は脱炭素に向けた職員向け研修

会を開催した際の謝金と、それから地球温暖化対策

実行計画を改定いたしましたが、それに関わるアド

バイザーの謝金となります。 

 また、その下のほう、業務委託料になりますが、

地球温暖化対策実行計画改定業務は、本年３月に改

定した区域施策編の改定業務に当たるものです。７

０４万円を支出しております。 

 その下の省エネルギー診断業務は、道の駅「神鍋

高原」、ウェルストーク、日高庁舎の３つの公共施

設の省エネルギー診断を行ったものです。 

 続いて、１１９ページになりますが、一番上、太

陽光発電システム点検業務は、市内の小・中学校２

０施設の点検を行ったものになります。 

 また、その下ですが、省エネ家電買換え事業費は、

省エネ家電の購入に対する補助金で、合計４，８９

７件、１億９，９７２万円を支出しております。 

 次に、その下方、下のほうですが、太陽光発電シ

ステムの導入補助事業です。補助金として個人向け

のパネル、それから蓄電池を合わせまして５３件、

８２８万９，０００円、また、事業者向けに４件、

１２０万円、合計９４８万９，０００円を支出して

おります。 

 その下、木質バイオマス導入補助事業のほうでは、

ペレットストーブ６件、まきストーブ５件、合わせ
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て１１件の２２０万円の補助を行っております。 

 続きまして、１２１ページをご覧ください。一番

上から２つ目となりますが、コウノトリ文化館管理

費です。例年どおり指定管理の委託料などを支出し

ております。 

 次に、その下のほう、コウノトリ野生復帰推進事

業費です。修繕料１１２万１，１８６円のうち、そ

のうち１０４万６，１００円はコウノトリ本舗横に

あります幸のトリングの修繕に係る費用となって

おります。 

 その下、コウノトリ生息地保全対策事業費です。

市内にあるビオトープの管理委託料として３１件、

約１２．７ヘクタールで、３０６万２，６８２円を

執行しております。 

 続きまして、１２３ページをご覧ください。上か

ら１０行目辺りになりますが、生物多様性推進事業

費です。業務委託料の中で、外来種対策行動計画策

定用基礎資料作成業務として２００万２，０００円

を執行しております。これは、今年度策定します外

来種対策行動計画の基礎の資料とするために豊岡

における外来種の状況調査を行ったものです。この

調査で市内の特定外来種の侵入状況の把握、また、

オオキンケイギクとカダヤシについては、市内の分

布状況の調査を実施し、現状を把握しております。 

 また、その下のほう、小さな自然再生支援事業費

の事業では９件、４４万２，０００円を支出してお

ります。 

 その下ですが、コウノトリ次世代育成事業費をご

覧ください。この事業では、コウノトリＫＩＤＳク

ラブの運営のほか、小学校の環境体験学習の支援と

しての講師派遣、それからコウノトリ野生復帰の研

究等に取り組む高校生の活動支援を行っておりま

す。報賞金のうち講師派遣で２０件、１６万円、そ

れから高校生等地域研究支援事業では４件、１８万

１，０００円を支出しております。 

 続きまして、１２５ページをご覧ください。上の

枠内、コウノトリ野生復帰推進事業の繰越明許分で

す。コウノトリ本舗の電気設備改修に係る設計監理

と保守工事に繰越明許を行っております。 

 次に、少し飛びまして、１６３ページをご覧くだ

さい。下のほう、地域おこし協力隊推進事業費です。

コウノトリ共生課に関するものは、４月から１２月

までの隊員１名分として３５８万２，０００円とな

ります。加陽湿地や隣接する里山の利活用事業とし

て自然保育や、それから環境学習等の活動を行って

いただいております。 

 歳出については以上となります。 

 続きまして、歳入ですが、３９ページをご覧くだ

さい。中ほど、総務費の国庫補助金の一番下になり

ます。生物多様性保全推進交付金として歳出で説明

しました外来種対策に係る補助金として２２７万

７，０００円を収入しております。 

 次に、４５ページをご覧ください。上から４つ目

の枠になりますが、地方創生臨時交付金です。この

うち市民の省エネ家電の買換え支援について２億

４，４６７万円を充てております。 

 次に、６１ページをご覧ください。下から４つ目

の枠、コウノトリ基金寄附金です。歳出のところで

もお話ししましたが、コウノトリ文化館の来館者か

ら受け取る環境協力金に一般の寄附金を加えたも

ので、７５６万６，９６９円の寄附をいただいてお

ります。 

 続きまして、６３ページをご覧ください。下のほ

うになりますが、太陽光発電事業特別会計繰入金で

す。太陽光発電事業の収支差益の一部を一般会計に

繰り入れまして、環境政策に関わる事業に充当して

おります。このうち１，６７９万１，０００円がコ

ウノトリ共生課分となります。 

 続きまして、６５ページをご覧ください。上から

４番目に記載しておりますが、コウノトリ基金繰入

金として２，３４５万６，０００円となっておりま

す。 

 また、その４つ下、地域振興基金繰入金ですが、

このうち３，６００万円を生物多様性推進事業など

計３つの事業に充当させていただいております。 

 歳入については以上ですが、財産に関する調書に

ついてご説明します。 

 ５９０ページ、５９１ページをご覧ください。行
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政財産に関して、公共財産のその他施設の欄、ハチ

ゴロウの戸島湿地でございます。過年度報告から漏

れておりました戸島湿地の土地に関して記載した

ものとなります。 

 それから、次に、最後ですが、６０７ページをご

覧ください。コウノトリ基金の状況です。上から５

枠目となりますが、コウノトリ基金をご覧ください。

コウノトリ基金の令和５年度末の残高は、６０８ペ

ージに記載しておりますが、４月以降に収入された

分を加えまして、計３，１１４万３，０００円とな

っております。 

 コウノトリ共生課の説明は以上となります。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 基本的なことを教えてくださ

い。鳥獣対策のところなんですけど、有害鳥獣捕獲

と指定管理鳥獣何ちゃら事業、今年度から熊が入り

ましたとかいうようなニュースをちらっと、入って、

そこの違いを、すみません。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 指定管理鳥獣、国の

法律で定められてまして、それに熊が今回入ったん

ですけど、有害鳥獣っていうのも今までから鹿とか

イノシシとかっていうのも、あれ、同じ仕組みでや

ってまして、それに熊が今回追加になったっていう

ことです。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 指定管理鳥獣っていうのはあ

くまで法律上の名前で、有害鳥獣っていうのは一般

的にっていう意味で害を及ぼす、捕獲していい悪い

とか期間がいつやとか、そういうの関係なしに、悪

さをする動物をひっくるめた大きなくくりの理解

っていうことでよろしいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 国や県の総合対策で

そういう指針ですとか計画が決まってまして、有害

鳥獣っていうのと、そうですね、計画で決まってる

ものです。うちのほうでは有害鳥獣対策で鹿を捕獲

員の方とかに許可を出しまして、捕獲をお願いする

っていうのと、あと、毎年１１月１５日から２月１

５日につきましては狩猟期といいまして、一般の方

が、狩猟免許持っとられる方は捕獲ができるってい

う期間になっておりますので、その狩猟期と有害期

間を分けるために有害捕獲ですとか狩猟期による

捕獲っていうような言い方をしております。以上で

す。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 何となく分かる。もうちょっ

と自分でも整理して、また分からなかったら習いに

行きます。 

 それとは別に、先ほど何頭捕まえましたというと

ころで、前年度より減ったというような答えだった

と思うんです。その減った原因とかは教えてくださ

い。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 獣種を分けて言わず

に全体としてって申し上げたんですけど、一番大き

な要因はイノシシの捕獲数が減りました、大きく。

これ、恐らくですけども、イノシシの間で何かちょ

っとそういう病気がはやってたと、豚熱って言われ

るものがはやってて、その影響でそもそもイノシシ

の数が減ってたんじゃないかっていうことだと推

察はしております。イノシシが大きく減った要因で

す。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） そういえば、イノシシをお料

理に出すところで、地元のイノシシがいないからど

こそかから仕入れたとかいうようなニュースをテ

レビで聞いたような気がするんですけれども、それ

も多分、その何とか熱、豚、何かそれかなと思うん

ですが、そうですかね。 

○農林水産課長（浪華  誠） すみません、私もそ

のニュースを見たことあるんですけど、恐らくそう

かなとは思いますが、直接的には、すみません、分

かりません。 

○委員（義本みどり） それ、ごめんなさい。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 
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○委員（義本みどり） それを捕獲する猟師さんの担

い手が少ないっていうようなことをよく取り上げ

られてるようなんですが、この地域、豊岡市ではど

んな感じですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 委員おっしゃるとお

り、そこは問題になってまして、高齢化が実際には

進んでおりますが、８０歳、９０歳の班員の方もい

らっしゃるんですが、皆さん、現役で頑張っていら

っしゃるということと、あと、市のほうでは狩猟免

許の取得補助っていうのをやっておりまして、わな

猟、銃猟で免許を取られる方にその手数料の一部を

支援するっていうこともありまして、若い方々も実

際には入ってきてもらってますので、全体としては

そこまで減っているっていう状況ではない状況で

す。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） はい、分かりました。ありが

とうございました。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほかいかがでしょう

か。 

○委員（村岡 峰男） 関連で。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 簡単なことです。今の有害獣

の関係で、猿に６万３，０００円の支出があるんだ

けど、これ、何をしたんか。確か６万３，０００円

だと思うけど。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○農林水産課参事（西村 文紀） ６万３，０００円

の支出については猿用の防護柵の関係の補助金に

なります、防護柵。 

○委員（村岡 峰男） 防護柵。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 保護柵ですね。 

○委員（村岡 峰男） 農家のための保護柵。 

○農林水産課参事（西村 文紀） はい、各農園とい

うか、菜園で囲っていただく個人用の防護柵になり

ます。柵になります。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ざっくばらんに言って、効果

ありましたか。 

○分科会長（芹澤 正志） はい。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 効果のほうはあり

ました。この補助金については市の集落支援員とか

対策員が現地調査をしまして、どういうふうに設置

をするのかが効果があるかっていう指導と設置の

手伝いもします。基本的には金網柵で囲って、その

上に電気柵を張るというようなことで、猿がよじ登

るんですけども、感電をして、入ってこないという

ふうな柵の補助をしております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員 

○委員（村岡 峰男） いいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） まず、農林水産課のほうで、

森林環境保全対策事業費っていうことで、いわゆる

人家裏の伐採っていうの、これ、多分、初めてされ

ての決算だと思うんですけども、この実際の応募の

数とかと効果、それから今後、その状況を見て、今

後というか、今年度、どのように対応、同じように

してるのか、ちょっと拡大してるのか、その点、ど

ういう感じですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 森林環境保全対策事

業につきましては、すみません、ちょっといつから

始めた、記憶、今、正確に覚えてないんですけど、

何年目かの制度になりまして、昨年度は１１件の申

請がありまして、全て補助してるという状況で、こ

ちらにつきましては、森林環境譲与税を充当してお

りますので、今後も継続して取り組んでいきたいと

思っておりますし、本年度は現時点で、すみません、

正確な数値はまだなんですけど、昨年度よりも申請

はたくさんいただいている状況で、それについても

対応していきたいと思っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 養父市さんが実は今、いわゆ

る獣害というか、熊被害の対策ということで、いわ

ゆる民家にある柿の木を市のほうがもう伐採しま

す、撤去とかは市はしないんですけども、伐採だけ

しますっていうことで、それは森林環境譲与税を使
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ってされるということで、申込みをいただいてると

いうようなのを広報に出しとられたんですけども、

その辺の取組っていうのは、豊岡市さんのほうでは

何か考えってありますか。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 柿の木ですか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○農林水産課長（浪華  誠） 熊対策で柿の木につ

きましては、今、市の有害鳥獣対策員がちょっと、

何ですかね、ボランティアの方と一緒に柿の木を切

ったり、柿の実を事前にぼったりっていうところは、

そういう有害鳥獣のほうの活動ではやっておりま

すが、譲与税を使って森林整備の一環っていうこと

で、それが山の中であればいろいろと考えれるかな

と思うんですけど、民家とか民家に近いようなとこ

ろはなかなかちょっと難しいかなと思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 私も森林環境譲与税というと

ころで民家のそばっていうようなイメージはあっ

たんですけども、ただ、そういう意味では何らかの

差別があるのかもしれないんですけども、市のほう

としても、横の町でされてるわけですから、ちょっ

と情報収集されてみたらどうかなと思います。以上

です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 一般質問でも出てきとった集

落支援員さんと今、登場された有害対策調査員、ま

た別の方で、それぞれどういう方がなっとって、ど

ういうことをしてるか、ちょっとイメージできない

ので、教えていただければうれしいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 有害鳥獣対策員につ

きましては、今、２名おりまして、これはいわゆる

会計年度任用職員です。もう１人の集落支援員も１

人おりまして、これは今の総務省の集落支援員制度

を活用しまして、集落支援員につきましては主に猿

の巡視で、有害鳥獣対策員は全般と、その辺でちょ

っとすみ分けはしております。猿の巡視につきまし

ては、基本的に平日の週５日、猿が出没しやすい、

そういう地域を重点的に巡視をしていただいてる

っていうことになります。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） その猿の巡視ってどういうふ

うに、何か道具を使って見るんですかね。ごめんな

さい、イメージがつかなくて、すみません。 

○分科会長（芹澤 正志） 西村参事。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 猿の巡視の仕方に

ついては、平日だけなんですけども、毎週、大体、

今、出れているのが奈佐地区、それから城崎、森津

からずっと、あのかいわいが中心なんですけども、

毎日、集落支援員が行って、実は親雌の猿に発信器

をつけてます。大体、それが群の位置だということ

で、その無線機の発信を感じつつ、あっ、この辺に

いるだろうなということの調査と併せて見て、実際

に目視して、するというふうなことで、あまりにも

集落のほうに近い場合はもうその場で追い払いを

するといったようなことで、日々、活動をしていた

だいてます。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） はい、よく分かりました。あ

りがとうございました。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） さっき有害獣の対策で捕獲頭

数が少し減ったいうこと言われてました。あんまり

減った気がせんのですけれども、体制的には、あれ

なんですか、体制が縮小されてるとか、そんなこと

はないんですか。あるいは人員とか、体制的なこと

は。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 体制的にはこれまで

どおり捕獲班の方中心にやっていただいてるのと

専任の銃とか、わなの専任班も同じような体制でや

っておりますので、そこは引き続き頑張っていただ

いております。ただ、班長さんとかといろいろ話し

ておりますと、やっぱり今までかなり鹿の捕獲を進

めてきましたので、取りにくくはなってると。取り
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にくくはなっとるんだけど、山の中にもやっぱり鹿

はおるし、実際、出てきて、農作物被害っていうの

も減ってないので、その辺はしっかりとこれからも

やっていくっていうことでいつも話はさせていた

だいてます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 減ってきてるのはありがたい

ですけど、さっきの捕獲頭数で鹿と熊が減った言わ

れましたな豚熱かいな。（「イノシシ」と呼ぶ者あ

り）豚、えっ、あっ、イノシシのほうだ。それから

その他と分けて聞いたんですけど、４，４２８が鹿、

イノシシが５３３か、イノシシが極端に減って、総

数としては減ってるんですか。僅か減ってるんです

か、その減り具合っちゅうのは。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 総数としては少しで

すね、すみません。 

○委員（福田 嗣久） 少し減ってるのか。 

○農林水産課長（浪華  誠） はい。鹿なんかは逆

に増えてますし、イノシシが減った分、全体として

は減ってると、そういった状況です。 

○委員（福田 嗣久） イノシシもようけおるような

気がするんで、かわいいのがだあっともう群れにな

っておるような気もするんでな、また大きいなりま

すんで。 

 それと、もう一つ、さっきの指定管理鳥獣という

ことで、熊が該当するということ、熊もかなり悪い

ですんで、かなり悪いことするのは要するに農被害

を及ぼしてるんで、そんな気がしてるんですけど、

仄聞する中では、あれは国としてはもうこの先、ど

う考えるんだろうか、熊の指定管理獣か何かさっき

おっしゃいましたけど。（「国として」と呼ぶ者あ

り）国として、国、県かな、当然、市だけで単独で

どうこうということはできへんので。もっともっと

強烈にやってもらわな困るなと思ってるんだけど

も。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 国のほうにつきまし

ては、今の指定鳥獣に加えたということで、例えば

国の補助制度っていうのがこれから出てくると思

うんですけど、市としましてはそういったものを活

用して、推進していくっていうことになると思いま

す。 

 もう一つ、実際に熊の捕獲につきましては県の許

可が必要になります。一般質問のときにも部長が答

弁しているんですけど、この前も県と合同で但馬の

市町との会議っていうのもありまして、その中で、

各市町からはもう何とか熊を捕獲させてくれと。今、

例えば鹿のわなに誤って熊が捕まったとかいう場

合には漏れなく逃がしてるんですね。錯誤捕獲とい

うことで放獣はしてます。例えばそういったもんも

そうですし、箱わな、ゾーンの中に常に鹿のわなが

仕掛けてあるんですけど、あれ、熊が入った場合は

ゾーン捕獲いいまして、殺処分できるんですけど、

それについても県の計画で上限頭数っていうのが

決まってまして、その上限を超えると逃がさないと

いけないとかいった、そういうことがありますので、

その辺、何とか次の計画で見直ししていただいて、

ぜひとももう住んどられる、やっぱり住民さんのこ

とを考えると、うちとしても捕獲、殺処分というと

ころは実際、進めていきたいと思っておりますので、

それにつきましては県とこれからもいろいろと協

議といいますか、要望をしながら進めていきたいと

思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ほかの市と合わせてやっぱり

強烈に要望を続けていただきたいですわな。そうせ

んと、なかなか住みづらい地域になりますんで、そ

れはよくよく聞いておりますし、自分自身でもよく

怖いなということで生活しとりますんで、お願いを

したいと思います。 

 それと、もう一つ、さっきの有害獣の捕獲の費用

とか熊の管理の費用ですけども、国としての支援、

交付金、交付税ですか何か知りませんけども、その

辺の支援の強化はどうなんですか。要望されてるん

ですか、ようけお金を出してくれやということを。 

○分科会長（芹澤 正志） 西村参事。 

○農林水産課参事（西村 文紀） 国の事業としまし
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ては、鳥獣被害防止総合対策事業というのがありま

す。この中で、鹿と、今、熊についても若干補助金

は頂いております。鹿については１頭７，０００円、

熊については１頭８，０００円ということで頂いて

おりますが、この指定管理鳥獣に指定されたことに

よって、全国的にこの管理が集中的にされるように

なります。そうしたことで、今後、熊に対する補助

が増えてくるものだと思うんですが、実態に合わせ

た、これから捕獲頭数の計画等を上げる中で、国、

県には要望していきたいなと思っとります。以上で

す。 

○委員（福田 嗣久） はい、分かりました。私も、

それは当然、県にも国にも要望していかんなんで、

いろんなつての中で、当局側もしっかりと予算要求

もしていただいたり、要望活動を続けていただきた

いと思います。大変いろんな被害が聞いております

んで、大変だと思いながら、本当に意識というんか、

農業意識も沈下させてしまいますんで、低下させて

しまいますんで、ぜひよろしくお願いしたいという

ふうに思います。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

○委員（村岡 峰男） 関連で１個。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 申し訳ない。鹿、イノシシ、

熊、有害対策でなっとりますね。捕った後はどない

するんですか。それはもう捕った人の勝手な判断と

いうか、指導とかなんとかあるんですか。指導、指

導。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） 鹿とかイノシシにつ

きましては、基本はもう埋設をお願いをしておりま

す。捕ったところで埋設をお願いしております。熊

につきましては、殺処分した後は県の森林動物セン

ターがそこに来とるんですけど、その熊を持って帰

ります。持って帰って、県のほうで処分をされてま

す。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 有害獣対策で頑張ってる人た

ちが一つは全部殺処分で、埋設、有効活用はできん

のか、鹿もイノシシも、あるいは熊にしても。熊に

しても、ちゃんと売れるでしょう。なのに、全部、

県が持って帰っちゃって、県は売っとるぞと、裏で

っておっしゃる方もあるんですね。だから、その辺

は不明確なので、やっぱり取った人が判断できると、

売ってもええし、というふうにしないと、熊も県が

持って帰っちゃうだけだったらうまみがないとい

うことなので、改善をお願いしておきたいと思いま

す。 

○分科会長（芹澤 正志） じゃ、またよろしくお願

いいたします。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） 国の管轄なんですけど、これ

は環境省の管轄になるんですか、この有害鳥獣、国

は何省でしょう。 

○分科会長（芹澤 正志） 浪華課長。 

○農林水産課長（浪華  誠） そうです、環境省の

ほうになります。 

○委員（義本みどり） 分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） ほか。 

 清水委員。 

 では、ちょっとここで暫時休憩いたします。再開

は１３時ちょうど。 

午後０時００分休憩 

──────────────────── 

午後０時５５分再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、皆さんおそろ

いのようですので、午前に引き続き、ただいまから

建設経済分科会を再開いたします。 

 コウノトリ共生部の質問から続けたいと思いま

す。 

 では、質疑は清水委員ですか。 

○委員（清水  寛） はい。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○委員（清水  寛） 環境経済課のほうに１点お聞

きします。 

 内発型産業育成というのを取組をずっとされて

るんですけども、その中でも継業バンクが、先ほど

の報告の中では、たしかこれまでに４社事業継承と
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いうような話を聞きました。ただ、そういう意味で

は、もう少し頑張ってほしいなという面もあるんで

すけども、この辺で、決算の話なんで、今年度の動

きというのがどんな感じなのか、昨年度もどうだっ

たかということをちょっとお聞きしたいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 今現在、昨年から引

き続きの継続の相談といいますか、協議になるんで

すけども、２件、今商談をしていただいています。

１件につきましては、ほぼ本人さん同士の契約とい

うのは金銭的にも整いまして、あと所有権移転登記

を含めました関係、これは資格のある方にお願いし

ているところまで進んでおります。 

 もう１件につきましては、少し金額的、条件的な

ものの差誤があるようでして、お世話になっていま

すココホレジャパンさんが仲介に入っていただい

て、今進めていただいているというところです。 

 あわせて、ほかにも３件申請の希望というのがあ

りまして、今その辺りにつきまして、写真撮影です

とか、鋭意事務を進めていただいているところです。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 実際、何件か成約に至った部

分というので、大きな唐揚げ定食をされるところが、

実は屋号をそのまま引き継いだという内容から、実

は何か屋号をそのまま引くっていうのが、ある意味、

今回の話でいえば、すごくデメリットになったんか

なというような思いがあります。そういう意味では、

いろんなケースをつなげていくことで、よりよい形

にしていただけたらなというふうに思います。当然、

宣伝効果としては、前のままの引き継ぎというのは

あるんですけども、そのまま引き継がれるのが、内

容的にイメージをそのまま引き継がれてくるんで、

実際、中で修行されてた方が引いたっていうことと、

全く新しい方が来られるというのでは多分全然、特

に飲食店の場合は、味がそのまま変わってしまうっ

ていうことが当然あるので、そこら辺っていうのは

ちょっと何か配慮があってもよかったのかなとい

うふうに思ったんで、その辺もまた今後の取組の中

では、いろいろとケースを重ねてほしいと思います。

以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほかございませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 前にも聞いたような気もする

んですが、農業関係のいろんな施策っていうのは、

２割負担っていうのが、農家のね、大体つきもんだ

というの、これまで言われてきたんですけども、内

町の圃場整備は農家負担がゼロということで、非常

にいいことなんだけども、２割負担をしながら圃場

整備やってきたところから見たら、何であんなこと

できるんやと、そのからくりは何だいなということ

をよく聞かれるんですけども、よう分からへんしな。

何かっていうのが１つと、もうついでに言っとくわ、

それで、もう一つは、中山間特別支払いだとか多面

的機能というのは国から全額来るわけで、大変あり

がたい制度だしするんですが、多面的機能は、先ほ

ど報告で、１２７地区あったっていうんですけども、

豊岡市の集落の数、あるいは営農組合の数からいっ

たら大分少ないと思うんで、何とかもっと増やせな

いのかと。あるいは、中山間の場合はいろんな条件

があるから、簡単には動けんかも分からんけども、

条件のあるところは大体みんなもらって、地域を守

るためにやっとんなるでということなのかどうか、

ちょっと聞かせてほしいなと思っています。 

○分科会長（芹澤 正志） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） まず１点目の内町

の圃場整備の関係ですが、通常２割とか１２．５％

ぐらいの負担を、通常の圃場整備だったらあれ、確

かにそのとおりでございます。内町につきましては、

担い手さんへの集約の要件がかなりきつうござい

まして、５０％以上を今の状態から積み上げていく、

集約するという要件がありまして、その要件をクリ

アしておりますので、地元負担はないというような

ことになってます。それはあくまで継承する中間管

理機構に預けて、それから担い手さんに渡すという

ことで、結構なハードル、既にそれぞれの方が契約

されたりとかしていますので、５０％ってなるとか

なりなパーセンテージになりますので、それがかな
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りハードルが高いということ。なおかつ預ける期間

も１０年以上ということで長いですので、それがし

っかり把握していただいて、合意形成が取れての事

業採択というふうになりますので、それをかかるま

でに同意を取られて進めていくというのが現状で

すので、豊岡市内でもかなりハードルが高くて、い

ろいろ声は聞くんですけども、既に５１％とか６割

方その集積が進んじゃっておることがありますの

で、そういう面でハードルが高いのが１点です。 

 それと、多面的機能支払交付金の普及、普及とい

うか、皆さんにＰＲの仕方なんですが、現在高齢化

でなかなかしにくい。それは、非農家さんも今は入

っていただいて、交付する構成メンバーにはなって

おるんですけども、なかなか状況としては、集落自

体が、中山間地域、特に人口減ってますので、草刈

りもしにくい、農地も手放したいみたいな話があっ

て、現状がよく、ご存じだと思いますけど、そうい

う現状になっています。 

 ただ、広域化、いわゆる複数の集落で進んでいく

と加算があったり、その辺は市といたしましてもＰ

Ｒに努めておりますので、引き続きその辺というの

は、我々も説明会のたんびにはちょっとお話をさせ

ていただいている状況でして、なかなか進んでない

と。ただ、一定数の新規で入ってこられる方は増え

ておりますので、その辺で脱会される団体さんが多

少あるという状況になっております。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 内町の関連で、この担い手５

０％以上の集約っていうのは、現在でも既に５０％

いっとるという場合はあきまへんでと、現在は２０、

３０だけども、この圃場整備をすることによって５

０％に行くからという条件ですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 村田参事。 

○農林水産課参事（村田 一紀） そのとおりです。

今の状況から５０％上げていくという状況です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） この担い手というんか、もう

作れないから誰かに作ってほしいという、そういう

意味では、もう今、担い手を５０％どころか７０、

８０ぐらいになるような集落も含めて、あるんです

ね。だから、今の農政の流れからいったら、それは

いいことか悪いことか横に置いといて、担い手集積

っていうのはもうこんなに苦労しなくても僕はで

きるように思うんだけども、そうですか。これまで

は低くて、圃場整備をすることによって成るという、

結構高いハードルですね。分かりました。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほかありますか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 環境経済課ですけれども、２

８５ページの、さっき説明を受けた企業立地意向調

査業務ですけれども、これはマンネリ化してるよう

な気もするんですけれども、継続してされてたかど

うか、１つ。 

 それから、最近はもうここ３年、４年、Ｍ＆Ａの

案内ばっかりになってますけれども、この企業立地

調査は、データ帝国バンク、東京商工リサーチ、い

っときちょっとはやって、どこでもやってましたけ

ども、それが、さっき言ったように、マンネリ化し

てるんじゃないかなという気がするんですけども、

その辺のお考えはどうでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 今回、２８５ページ

でご説明して、今ご質問いただきました企業誘致推

進事業の中のこのデータバンク京都支店さんへの

委託は、今回のコウノトリ豊岡産業用地、ここに関

するものになりますので、一回こっきりといいます

か、それだけのものになります。 

○委員（福田 嗣久） 一回こっきり。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 理解しました。そうすると、

継続して毎年やっておられるわけではなかったん

ですね。あれをいっときはやりでずっと送ってくる、

全国から、あれははやりみたいな、当たるんかなと

思ったりして考えてたんで、それと一緒かなと思っ

たんですけど、違うことが理解できました。 

 それともう一つ、これも継続しての話で、商工会

議所と商工会に３，０００何がしか出てましたわね、

毎年出てるんですけども、これは商工会議所何ぼ、
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商工会何ぼいうて、その内訳一つ知りたいのと、そ

の補助の在り方はずっと同じパターンでされてる

んでしょうか、それもちょっと聞かせていただけた

ら。同じパターンっちゅうのは、例えば１，０００

万円と２，５００万円という格好で毎年やってます

よということなのか、ジャッジする方法があるのか。

２８３ページだな。 

○分科会長（芹澤 正志） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 昨年度の決算の部分

の２８５ページの商工会に対する補助の関係です

けども、まず、商工会議所、商工会、それぞれに運

営費の補助金というのを支出をさせていただいて

おります。あと、基本的には創業的な支援を行って

いただくような相談業務をお世話になったりする

ようなものと、あとは、随伴的に支援、創業してい

ただいた後の経営を支援をしていただくようなも

のっていうことで、項目が分かれております。近年

のそれぞれの支出額っていうのは、ちょっと今、手

元に持っておりませんでして、改めてまた過去３年

ぐらい推移を表にしまして、お示ししたいというふ

うに思っております。 

○委員（福田 嗣久） 教えてください。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） はい、申し訳ござい

ません。今ちょっと手元に持っておりません。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員、よろしいです

か。 

○委員（福田 嗣久） はい、よろしいですよ。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） コウノトリ共生課のほうに質

問です。外来種対策基礎資料ということで、今、こ

のように、この決算の状況調査ということでした。

実際、オオキンケイギクとか、様々な外来種がある

という話の中で、市民にとって身近に手伝ってもら

うようなこととかしてもらうことというのがもう

少し必要なのかなというふうに思ったのが、実はう

ちの会社が国道沿いにあるんですけども、先日、セ

アカコケグモがいたんです。割と身近なところにこ

ういうのがいるんだというのが気がついたもんで

すから、もう少しその辺も広報なりなんなりで周知

する必要というのもあると思います。今はオオキン

ケイギクの要は駆除作戦というのを大々的にされ

たんですけども、様々な面で、例えばザリガニとか

ああいうのは、家で飼ったら罰金になりますよとい

うようなことでも、なかなか周知ってされてないの

かなと思うんで、その辺も含めてちょっと今お考え

あれば教えていただきたいと思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 委員がご指摘

いただいたことについては、今年度、外来種行動計

画を立てる中で既に議論を始めておりますので、そ

ういったことをちゃんと反映できるように計画策

定させていただきたいというふうに考えておりま

す。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） 特にこういう生物について非

常に興味があるのが小学生かなというふうに思い

ます。そういう意味では、子供を通じて大人に啓発

をするというようなルートがあってもいいのかな

と思いまして、その辺も含めてまた検討いただけた

らと思います。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もう一つ、環境経済課ですけ

ども、１５３ページで、ＩＴ企業の誘致支援業務と

かＩＴ関連事業所関連支援事業、あるいはステップ

アップ支援事業、それから、創業支援事業。   

 立ち話でお話ししたことはあるかもしれません

けども、支援をして、その後の推移なんかを見てい

く必要があるんだろうなということを思っており

ますけど、その辺りの対応はどういうふうにしてい

ただいているんですか。要するに、支援をして、全

部うまいこといくとは限りませんけども、伸びてい

くとこをやっぱり、特に経済会ですので必要がある

のかなと思っておりますけども。 

○分科会長（芹澤 正志） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） 委員おっしゃるとお

りだと思っております。昨年でいきますと、ＩＴ関
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連事業所が開設をしていただくための補助金、５社

に支援をさせていただいておりますが、残念ながら

これ県のほうと一緒に支援している随伴になるん

ですけども、１社につきましては、今ちょっと事業

のほうがうまくいってないということで、開店休業

の状態にあるように調査で出ております。残り４件

につきましては、当初の計画どおりで粛々とはされ

とるんですけども、やはり波があるようには伺って

ます。引き続いてしっかりと支援の方法についても

検討していきたいというふうに考えております。以

上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） ステップアップとか創業支援

とか、この辺はどうなんですか、ＩＴ以外で。 

○分科会長（芹澤 正志） 瀬崎課長。 

○環境経済課長（瀬崎 晃久） すみませんでした。

ステップアップにつきましては、補助をした後３か

年、どのような経営状態であるのかということを報

告いただくようにお願いをした補助の要件にして

おります。創業支援補助金につきましても、同じよ

うな要件にしております。以上です。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。支援をしてい

ただいて、盛り上げていただくということは大変重

要なことだというふうには理解をしておりますの

で、その後、やはり１０社、５社、それは別にして、

２社でも３社でも４社でも伸びていく業種をつく

っていく必要があると思いますので、その点はよろ

しくお願いしたいと思います。 

 それからもう一つ、コウノトリ共生課で、地球温

暖化、ページ１１７で、アドバイザー謝金と言われ

ました４０７万円ですか、地球温暖化対策実行計画

改定業務、これは具体、どういうふうに、どんなこ

とをされてるのか、一般の市民の人には分かりにく

い問題なので、ちょっと教えていただけたらという

ふうに思いますけれども。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） この４０７万

円につきましては、今年度３月に区域施策編という、

地球温暖化対策実行計画の区域施策編を改定させ

ていただいたものです。その中で、例えば本市の再

生エネルギー導入の目標値や、そういったものを決

めさせていただいておるものを、それを改定した業

務となります。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 改定業務は分かりましたけれ

ども、市民の皆さんのＣＯ２削減につなげることが

必要になるんですけど、その辺のもう一歩踏み出し

たような動き方っちゅうのはありますか。要するに、

市域全部のいろんな人に対して、こんな改定をして、

こんなふうに市としては目標値を立ててますとい

うようなことの中で、市民の皆さんはこんなとして

ください、あんなことしてくださいとか、そういう

ことはよりプッシュをしておられるんですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 区域施策編の

改定にも伴いますが、広報での普及啓発だとかとい

うことはさせていただいたのと、昨年度は省エネ家

電の買換えのほうで、かなり市民の方々に積極的に

使っていただいて、温暖化対策のほうを進めておる

というような段階にあると思います。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（福田 嗣久） よろしいです。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） コウノトリの郷公園は、ここ

ですね、郷公園の文化館は、私は教育施設なのか、

観光施設なのか、どちらでも言えると思うんですが、

あそこの駐車場を、無料でしょう。前市長の当時か

ら教育施設だから駐車料金は取らへんということ

をずっと言ってこられたんですけども、来る人たち

って、やっぱり観光で来ると思うんですね、あそこ。

そんならば駐車料金を頂いて、その財源をどっかに

うまく、我々がぎゃあぎゃあ言っとるこの子ども医

療費もあるし、そういう財源にできるのかなと。駐

車料金をもらうということはけしからんことなん

ですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 当時も僕も担

当の一部で、造る前はちょっと違ったんですけども、
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そういったことも聞いておりまして、地総債のほう

で起債をかけてますので、そこで駐車料金が取れな

いというふうな形になってると聞いております。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 起債で造ったから。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） はい。 

○委員（村岡 峰男） だから、あれ造って２０年、

３０年なるでしょう。もう起債も終わっとる違うの。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） ちょっとそこ

までは把握しておりませんで、申し訳ありません。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） やっぱし駐車料金ね、観光で

バスが来ても、よそから来られた方たちが無料で長

く止めて観光してもらうっていうのは、それは来て

もらう人にはありがたいかもしらんけども、事ある

ことに金がない、金がないって言われるんだから、

新たな財源として、これ一遍検討をしてほしいなと

いうことを思うんです。どうですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） あそこは周回

道路の部分は市道となっておりまして、市道にまた

直接駐車場が区画割りしてあるような状況にもあ

りますので、その辺りとか、先ほどの起債の件も含

めて、ちょっと検討させていただけたらというふう

に思います。 

○委員（村岡 峰男） お願いしておきます。 

○分科会長（芹澤 正志） 坂本部長。 

○コウノトリ共生部長（坂本 成彦） 設立から今言

ったような市道とか、いろんな条件があって、恐ら

く駐車料金は取らないという方針でもう来たと。そ

の代わり財源を何がしかの形でっていうことで、環

境協力金という募金箱のようなものを置いて、それ

を少しでもご寄附をいただいたものを財源として

使っていると、こういう流れが今できているという

のが実態だろうと思います。 

 それと、本会議の中でもちょっとやり取りがあっ

たんですけども、今回お客さんも減ってきてるって

いう中をどう活性化していこうかっていうときに、

また駐車料金を取ろうという話になると、これまた

逆行する話にもなりますし、それからトイレを２４

時間制に今度変えていって、駐車場もある中で、道

の駅みたいな機能を設けてはどうだという提案も

いただいてるようなこともありますので、ちょっと

総合的に判断して、どの道が一番いいかっていうこ

とはよく探っていく必要があるなというふうに今

のとこは思ってるとこです。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） コウノトリ本舗もずっと休業

中ですから、あそこの活性を含めて、やっぱり根本

的な検討が要るんだろうなということを思います

ので、よろしくお願いしときます。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後１時１８分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後１時１８分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、第８５号議案、令和５年度豊岡市太陽

光発電事業特別会計歳入歳出決算の認定について

を議題といたします。 

 当局の説明を求めます。 

 コウノトリ共生課、宮垣課長。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） それでは、令

和５年度の豊岡市太陽光発電事業特別会計歳入歳

出決算についてご説明いたします。 

 決算書の５７５ページをまずご覧ください。 

○委員（義本 みどり） ちょっと待ってください。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 総括表のとお

りですが、歳入総額は１億３，７８０万７，３３９

円、産出総額が１億３，３０６万４，１２５円、歳

入歳出の差引き額が４７４万３，２１４円となり、

同額を令和６年度へ繰り越しいたします。 

 歳出について説明させていただきます。 

 決算書の５８３ページをご覧ください。上から６
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枠目の基金積立金です。将来の大規模修繕と運用を

終えた太陽光発電施設の撤去などに備えて積み立

てているものです。 

 その下からは、山宮地場ソーラー事業費及び但馬

空港、それから竹貫の３施設に関わる歳出を説明さ

せていただきます。まずは、山宮の施設管理費につ

いて記載しております。山宮については、維持管理

委託料として３９８万８，１０４円を支払っており

ます。また、その下の補修工事費につきましては、

昨年の８月の台風によるのり面の被害を復旧した

ものとなります。 

 その下、但馬地場ソーラー、但馬空港の地場ソー

ラー事業費は、これはリース物件のため、太陽光発

電設備の借り上げ料として１，９６３万５，０８４

円を支払っております。 

 続きまして、竹貫なんですが、竹貫のほうは５８

５ページの上のほうに記載しておりますが、維持管

理委託料として７９８万２，３６４円を支払ってお

ります。 

 続きまして、その下、山宮地場ソーラー事業費の

繰越明許分となりますが、これは、開設から１０年

目となります２０２２年度に予定していた大規模

メンテナンスが、コロナ禍のために必要な部品が入

らなかったというような実情がありまして、昨年度

実施したものとなります。 

 それから、その下、一般会計への繰出金ですが、

４，０７０万９，０００円については、収支の差益

の一部を市の環境政策に関わる事業に充当してい

るものと、それから土地開発基金からの買戻しに充

てているものとなります。 

 次に、歳入を説明させていただきます。 

 ５７９ページをご覧ください。上から４枠目にな

りますが、電力売払い収入です。３つの発電所でト

ータルで１億１，３５３万７，０８０円の売電収入

を得ております。事業の概要については、別冊の主

要な施策の成果を説明する書類のほうの５７ペー

ジ及び５８ページのほうをご覧いただきますと、各

発電設備での概要や、そちら実績を記載しています

ので、ご清覧いただきたいと思います。 

 次に、５８１ページをご覧ください。地方公営企

業法災害復旧事業債を山宮地場ソーラーののり面

復旧に充てております。 

 決算書のほうに戻りますが、６０７ページをご覧

ください。（「ちょっと待って」と呼ぶ者あり）は

い。 

○委員長（芹澤 正志） どうぞ。 

○コウノトリ共生課長（宮垣  均） 基金の状況で

すが、下から２つ目になります。太陽光発電事業基

金につきまして、特別会計の収支決算の差額分と利

息分の増ということで、年度末残高のほうは１億３，

９９５万２，０００円となっております。 

 説明は以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 質疑を打ち切ります。 

 討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） 討論を打ち切ります。 

 それでは、お諮りいたします。本案は、認定すべ

きものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第８０号議案は認定すべきものと決定しまし

た。 

 コウノトリ共生部の職員さんについては、ご退席

いただいて結構です。お疲れさまでした。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。再

開は、どうでしょう、すぐ。（「そうですね、５分

もかからないと思います」と呼ぶ者あり）１３時３

０分。 

午後１時２０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後１時２８分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、おそろいにな

られたようですので、ただいまから建設経済分科会

を再開いたします。 

 それでは、第７２号議案、令和５年度豊岡市一般
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会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第７２号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 説明は、所管に係る歳出、歳入、最後に財産調書

の順でお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じて資料のペ

ージ番号をお知らせください。 

 質疑は、全体の説明が終わった後に一括して行い

ます。 

 それでは、建設課、都市整備課、建築住宅課、地

籍調査課の順に説明をお願いいたします。 

 建設課、久田課長。 

○建設課長（久田  渉） もう始めさせてもらって

よろしいでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○建設課長（久田  渉） それでは、建設課のほう

から、主なもの、特徴的なもの、新たな事業を中心

に説明をさせていただきます。 

 まず、歳出から説明をさせていただきます。 

 決算書の１４３ページ、備考欄をご覧ください。

備考欄４行目、但馬空港周辺用地の管理費２０３万

２，９１７円の主な支出は維持管理委託料１５０万

円で、県の空港用地の巡視等の管理業務を地元へお

願いしている委託料となっております。 

 それから次に、１５９ページに移ります。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○建設課長（久田  渉） １５９ページ中段の事業

です。城崎温泉街交通環境改善事業費３２万４，７

２０円につきましては、安全・安心なそぞろ歩きが

できる城崎温泉を実現するため、城崎温泉の交通環

境改善協議会を設立し、温泉街での社会実験を実施

するなど、桃島バイパスの完成も見据え、将来の城

崎温泉の在り方について検討している事業になっ

ております。 

 それから、少し飛びます。３０３ページをご覧く

ださい。備考欄の下段になります、急傾斜地崩壊対

策事業費の負担金の急傾斜地崩壊対策事業費４，２

０８万２，０００円は、兵庫県に事業実施していた

だいた急傾斜地崩壊対策工事に対する令和５年度

分の地元と本市の負担金となっております。また、

次の還付金６７万８，８１５円につきましては急傾

斜地事業の完了に伴います受益者分担金を精算し、

地元へ還付をするものです。 

 それから、次の事業は、備考欄一番下の用地対策

事業費で、詳細につきましては、次の３０５ページ

をご覧ください。この中の主な支出としましては、

業務委託料の１９９万５，４００円で、５件の未登

記箇所の測量業務の要した委託料となっておりま

す。 

 それから、次の事業です。内水処理事業費投資委

託料１，２４９万６，０００円は、現在、西花園及

び若松町に設置している排水ポンプの機能強化を

図るべく、道路冠水対策として詳細設計業務を実施

をしました委託料です。 

 同じくその次です。内水処理事業費の繰越明許分、

整備工事費に係る１億２，２９３万９，２００円は、

３件の福田地区排水機場の排水ポンプ施設整備工

事に係る工事請負となっております。 

 それから、次の事業です。一番下段です、排水機

樋門管理費の建設課負担分としましては、次の３０

７ページをご覧ください。その中の主な支出としま

しては、上から７行目辺りです、保守点検管理委託

料３４４万６，６５２円で、排水機樋門の電気設備、

排水設備、消防設備に係る５件の点検業務で、毎年

実施をしている委託料となっております。 

 その次の維持管理委託料２５１万４０円は、市が

管理している樋門に加え、国から依頼をされている

ものを含めた比較的小規模な樋門の操作管理業務

を地元の方々にお願いしております委託料となっ

ております。 

 その次の業務委託料１１７万４００円は、建設課

分は排水ポンプ運転業務のその下の８４万７，００

０円で、福田排水機場の運転点検管理業務に対する

委託料となっております。 

 次の工事委託料３，１８４万６，０００円は、国
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に整備していただいている円山川の日高町鶴岡地

区第３樋管の改修工事に係る国への委託料となっ

ております。 

 最後に、補修工事費１，０８２万２，９００円は、

日高町の日置橋下流左岸に位置する鶴岡第１０樋

管のスライドゲートの改修工事に係る工事請負費

となっております。 

 それから、次の事業です。緊急処理事業費２，３

５５万４，７６３円のうち修繕料２，２８４万３，

５０３円は、昨年度、台風７号の影響により発生し

ました市道や河川内の土砂撤去、倒木撤去、市道の

り面の補修工事等、比較的小規模な６７件の補修工

事に係る工事請負費となっております。 

 次に、３０９ページをご覧ください。上から２つ

目です、道路橋梁総務費１，２１８万６，０７５円

の主な支出は、その７行辺り下にあります業務委託

料９４９万５，２００円で、年間の工事実績を台帳

に反映するための道路台帳の更新業務に係る委託

料となっております。 

 それから、次の３１１ページをご覧ください。一

番上段になります道路維持事業費２億３，９１７万

８，７９６円、うち主な支出は、その行から９行目

辺り下に保守点検委託料２０９万６，２０４円で、

駅東西連絡線のエレベーターや、妙楽寺、加広アン

ダーの保守点検に加え、電気・消防設備６件の点検

業務に係る委託料となっております。 

 それから、次の維持管理委託料２，９４３万８，

７８１円は、市道の浸水対策に係る排水ポンプの維

持管理やパーキングエリアの植栽管理、駅東西連絡

道の夜間警備や市道・河川専用箇所に係る草刈り業

務などの委託料となっております。 

 その次の投資委託料１，０５８万８，６００円は、

市道の補修工事に先立つ３件の補修設計業務に係

る委託料となっております。 

 その１つぐらい下の行になります、補修工事費１

億６，４９１万９，３６０円は、その下に書いてま

す道路のり面等の補修工事２１件、側溝周辺工事１

３件、舗装修繕工事２１件の合計５５件を実施して

おり、これらの道路維持に係る工事請負費となって

おります。 

 それから、その６行ぐらい下です、次の事業、道

路維持事業費の繰越明許分の補修工事費７，６６１

万７，２００円は、補修工事３件と側溝周辺工事４

件、舗装周辺工事１件の合計８件の繰越工事を実施

しており、これらの道路維持に係る工事請負費です。 

 それから次に、３１３ページをご覧ください。上

から９行目ぐらいになります、市の単独事業費の道

路新設改良費２９３万４，８００円は、日高の堀府

市場西線の道路新設改良に係る工事請負費となっ

ています。 

 それから、次の風早線道路改良事業費１，７５０

万円は、風早線の道路改良工事に係る工事請負費で、

この事業につきましては、今年度完了をしたところ

でございます。 

 それから、次の藤井中森線道路改良事業費４１７

万７，４２２円、主な支出につきましては、投資委

託料１７８万４，２００円で、用地測量業務を実施

し、土地購入費１８１万３，４２２円は、関係地権

者６名様への用地購入に係る公有財産購入費とな

っております。 

 それから、次の上山二見線の道路改良事業９４５

万２，３００円は投資委託料で、詳細設計業務に係

る委託料となってます。 

 それから、先ほどありました風早線の道路改良事

業費１，５１９万１，０００円は、風早線の道路新

設工事に係る工事請負費、これにつきましては、前

年度の繰り越しして整備したものになってござい

ます。 

 それから、次の片鍋一日市線道路改良事業費の２，

１０７万６，０００円及び藤井中森線道路改良事業

費の５０７万２，４００円は共に繰越明許分の投資

委託料で、詳細設計業務に係る委託料となっており

ます。 

 それから、そのページの一番最後の事業、雪害対

策事業費５億２，６１５万１，２５９円につきまし

ては、次の３１５ページをお願いいたします。備考

欄上から３行目辺りです、修繕料の２，０５８万６

１５円で、除雪車両の点検や車検の整備、消雪装置
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のノズル交換、消雪ポンプ等９７件の修繕を実施し

ております。 

 さらに、その６行下、保守点検業務の３，１７７

万１，３００円は、各６地域の消雪装置の点検業務

を降雪期の前後２回にわたって行っている委託料

となります。 

 また、次の業務委託料３億１，３５７万７，００

０円の除雪対策支援業務４４０万円は、除雪作業の

業者委託に係る排気量の削減を目的として、２０１

５年度から株式会社ウエザーニュースへ委託をし

てるものです。 

 それから、次の除雪委託料３億９１７万７，００

０円は市道除雪に係る費用で、市内業者９５社と契

約をし、作業しました委託料となっております。 

 それから、そのまた５つぐらい下になります補修

工事費６，４２０万１，５００円は、消雪装置の計

画的な更新並びに補修工事６件を発注し、整備に努

めております。 

 これは、次の事業予備費３，９１６万７，９６０

円につきましては、除雪機の購入に係る費用で、ハ

ンドガイド式の小型の除雪機や除雪のトラック７

トン級の２機を購入したものです。 

 それから、次の補助金１，８５５万２，０００円

は、この除雪機購入に係る補助金として、２０区の

行政区に購入支援をしたものです。 

 それから、次の事業、除雪対策事業費の繰越明許

分１，１７４万２，６３０円は補修工事費、そのう

ちの３９９万６，３００円は消雪装置の計画的な更

新工事１件の発注と、事業予備費７７４万６，３３

０円は除雪機の購入費用となっております。 

 それから、次の事業、橋梁維持事業費の２５１万

７，３９０円の主な支出は１９３万２，１００円で、

４件の小規模な橋梁補修工事を実施したものです。 

 それから、また次の事業、橋梁長寿命化事業１億

７，４５５万１，２９９円の主な支出は、まず、投

資委託料の６，１４４万１，６００円で、道路橋の

定期点検、橋梁の補修調査設計業務など５件の業務

委託料となっております。 

 それから、その下の工事委託料４９４万３９９円

は、ＪＲ構内の五荘大橋の補修工事に係るＪＲ西日

本への委託料となっております。 

 それから、次の補修工事費１億８１６万９，３０

０円は、五荘大橋をはじめ、市内１２橋梁の補修工

事を国の補助金や起債を活用し、実施をしました工

事請負費となっております。 

 それから、次に、３１７ページをご覧ください。

橋梁長寿命化事業費、こちら繰越明許分となります。

この１億２，３０９万６００円は、投資委託料１，

４１２万８，４００円で、橋梁の補修調査の詳細設

計に係る委託料、それから補修工事費１億１，２２

６万２，２００円は、竹野大橋をはじめ、市内５橋

梁の補修工事を同じく国の補助金や起債を活用し、

繰越しをしまして実施した工事請負費となってお

ります。 

 それから、次の事業です。橋梁新設改良費、栃江

橋整備事業費１，２２０万円は整備工事費で、栃江

橋上部工の撤去工事に係る工事請負費となってま

す。 

 それから、次の上野橋整備事業費７，６３３万６，

４６１円につきましても、整備工事２件発注してご

ざいます。１件は橋梁上部工の仮設工事、２件目は

仮設後の橋梁前後の取り合い道路の工事に係る請

負費用となってます。 

 それから、次の部分は、栃江橋の繰越明許分の２，

４３３万３，１００円で、信号機移設工事や取り合

い道路の工事など、３件の土木工事に係る請負工事

費となっております。 

 それから、次も繰越明許分でございます。上野橋

整備事業費８，９４８万３，５００円、こちらにつ

きましては、上部工の桁の製作、工場製作や、その

造った桁を仮設工事するなど、３件の土木工事に係

る工事請負費となっております。 

 それから、次は、交通安全の関係です。交通安全

施設整備事業費３，８７４万７，８３０円の主な支

出は、整備工事費３，５２０万３，３５０円で、防

護柵や区画線など設置工事８件並びに道路照明の

修繕工事３件の整備工事に係る請負工事費となっ

ております。 
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 それから、次の事業、また交通安全の繰越分でご

ざいます。２，７２９万３，２００円、これにつき

ましても、通学路の交通安全緊急工事２件の整備工

事に係る工事請負費です。 

 それから、次の事業、生活道路整備費のうちの生

活道路排水路整備事業費８９２万７，６００円は修

繕料で、里道水路など７件の修繕工事に係る需用費

となっております。 

 それから次に、３１９ページをご覧ください。上

段から、河川総務費５９９万２，０１２円のうち建

設課の主な支出は、上から６か７つ下に維持管理委

託料、河川公園管理３８５万６，５３０円のうち建

設課分１６２万８，０００円で、谷山川の河川公園

の草刈り業務に係る委託料となってます。 

 それから次、中段の河川改良事業費１，０５１万

９，４３７円は、しゅんせつ工事費７４３万７，２

５０円で、普通河川のしゅんせつ工事３件に係る請

負工事費と普通河川のしゅんせつ事業費につきま

しては、申請行政区８区へ総額３０８万２，１７８

円を補助金として交付をしたものでございます。 

 それから、次の普通河川整備事業費２，０７７万

２，３００円は整備工事費で、流路工等整備工事４

件の土木工事に係る工事請負費となってます。 

 それから、次の河川改良事業費２，２６２万２，

２００円は繰越明許分のしゅんせつ工事で、普通河

川のしゅんせつ工事３件の土木工事に係る工事請

負費となってます。 

 それから、次の普通河川整備事業費の１，１２２

万５，２００円、これも繰越明許分の整備工事です。

同じく流路工等整備工事３件の土木工事に係る請

負費。 

 それから、次の港湾事業３７万８，２９７円の維

持管理委託料１４万円は、瀬戸水門の水門管理に係

る委託料です。 

 それから次、３２１ページ、ご覧ください。頭の

ほうに海岸環境整備事業費の事業委託料１１１万

１，０００円は、竹野の海岸緑地管理事業に係る委

託料です。 

 それから、災害の関係で、少し飛びます、４１９

ページの備考欄をご覧ください。そこの欄の一番下

段です。公共土木施設災害復旧事業費５，５９０万

２，０１８円のうち投資委託料１，２８１万５，０

００円は、台風７号の災害復旧に係る４件の測量設

計業務に係る委託料に加えまして、災害復旧費４，

３０８万７，０１８円は、同じく台風７号の災害復

旧に係る公共土木災害復旧工事に加え、道路の土砂

撤去や河川の土砂しゅんせつ、比較的小規模な復旧

工事合わせまして４９件の復旧工事に係る工事請

負費となってございます。 

 歳出のほうは以上です。 

 それから引き続き、歳入のほうに移りたいと思い

ます。 

 決算書の２９ページをご覧ください。備考欄の上

から４つ目辺りに、急傾斜地の崩壊対策事業費分担

金３４０万６，５９０円、これにつきましては、先

ほども言いました、県の急傾斜地崩壊対策工事に係

る地元からの受益者分担金になっております。 

 それから次に、３３ページをご覧ください。こち

らにつきましても、備考欄の上から４つ目の枠に、

法定外公共物占用料２６７万８，１３０円、こちら

につきまして、主に里道水路における関電やＮＴＴ

の電柱の設置に係る占用料となってます。 

 それから、次の道路占用料５，７０７万５，２８

０円、こちらにつきましては、主に市道での同じく

関電やＮＴＴの電柱、それから地下の埋設物に係る

占用料となっております。 

 次に、３９ページをご覧ください。こちらにつき

ましては、公共土木施設災害復旧費負担金１，８７

６万３，０００円になります。台風７号の災害復旧

工事に係る国からの国庫負担金となっております。 

 それから、次のページ、４１ページをご覧くださ

い。備考欄の一番最後の枠になります、社会資本整

備総合交付金の道路改良事業費２３８万２，４５０

円につきましては、風早線の道路改良工事に係る国

庫補助金となってます。 

 次の防災・安全交付金１億１，９５７万５，３０

６円のうち橋梁新設改良事業費４，４０８万４，３

０６円は上野橋整備事業に係る国庫補助金と、雪害
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対策事業費７，５４９万１，０００円は除雪作業の

委託業務並びに除雪機の購入の備品購入に係ると

ともに国庫補助金となってます。 

 それから、次に、４３ページをご覧ください。こ

ちらでは、上段、道路メンテナンス事業費補助金８，

４３８万３，４７１円のうち橋梁新設改良事業費７

０４万５，５００円は栃江橋の整備事業に係る国庫

補助金と橋梁長寿命化事業費７，７３３万７，９７

１円は橋梁の補修調査設計業務、それから補修工事

に加え、ＪＲ西日本への委託料に係る国庫補助金と

なっております。 

 それから、次の社会資本整備総合交付金の繰越明

許分、道路新設改良費１，１０５万４，０００円は、

片鍋一日市線道路整備事業の調査測量設計に係る

国庫補助金となっております。 

 それから、次の防災・安全交付金繰越明許分の６，

５４７万９，０１５円のうち道路維持事業費５３９

万２，５３０円は大開一日市線の舗装修繕工事に係

る国庫補助金、また橋梁新設改良費４，４８２万６，

４８５円は上野橋の整備事業費に係る補助金、それ

から、次の交通安全施設整備事業費１，０５６万円

は通学路の緊急対策工事に係る補助金、それから、

最後、雪害対策事業費４７０万円は除雪機購入に係

る、こちら全て国庫補助金となっております。 

 それから、次の道路メンテナンス事業費補助金の

繰越明許分７，０２７万８，７３９円のうち道路橋

梁新設改良事業費１，３４８万１，５６３円は、栃

江橋の整備事業に係る補助金です。 

 また、橋梁長寿命化事業費４，６６９万５，５６

８円は上野橋整備に係る補助金で、道路維持事業費

１，０１０万１，６０８円は、日高の浅倉のロック

シェッドの補修工事に係る、全てこちらの国庫補助

金となってございます。 

 それから、４５ページをご覧ください。そこのペ

ージの中段少し下です、排水機樋門等管理委託金と

いうことで、３，１１３万４，０６５円は、六方排

水機場２６３万９，２１７円と桃島樋門ほか１０樋

門の２，８４９万４，８４８円ともに国からの管理

委託金となってます。 

 次に、ちょっと５７ページになります。上から４

つ目の枠になります、公共用地取得事務委託金１６

５万２，４５７円は、上陰の国道４２６号の道路改

良工事の用地取得に係る県からの事務委託金です。

引き続き、次の排水機樋門の管理委託金６２９万８，

５３０円、それから国県道歩道除雪作業委託金３３

８万３００円、それから国道パーキングエリア管理

委託金２２８万５，８９０円、引き続き瀬戸運河水

門管理委託金３０万円、海岸緑地管理委託金１１１

万１，０００円など、全て県から依頼のありました

管理業務に係る委託金となってございます。 

 それから次に、１つめくって、５９ページをご覧

ください。上から４つ目の枠になります、土地売払

い収入３，３３２万１，０８７円のうち建設課分と

しましては６２２万１，１５５円で、里道水路等普

通財産の処分に加え、出石町上野の中川分譲地の行

政財産、これは普通財産のほうに移行しまして売却

しました。不動産収入となっております。 

 それから次に、７１ページをご覧ください。少額

ではございますが、上から３つ目の枠の雑入のとこ

ろの１０行目ぐらい下に、頒布代市図５万１，３０

０円とありますが、このうち建設課分は２万２，５

００円となってまして、コピー代の収入ということ

になっております。 

 それから、７３ページをご覧ください。同じく雑

入で、上段の受託料と書いてあるところから６行目

ぐらい下にあります但馬空港周辺県有環境林の管

理ということで、２４３万９，３６０円があります。

これにつきましては、空港用地の巡視等管理業務を

県より依頼されている受託料ということになって

おります。 

 もう１ページめくって、７５ページをご覧くださ

い。次、同じく雑入の利用者負担金の備考欄、下か

ら、こっちでも１５行目辺りで、消雪ポンプの８２

万７，８５５円及び市道駅東西連絡線の４万６，０

００円、こちらにつきましては、県などからの使用

者負担金となっております。 

 それから、８１ページをご覧ください。こちらに

つきましても同じく雑入です。返納金の備考欄の下
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から十五、六行目ぐらいになりますが、急傾斜地崩

壊対策事業負担金返納金９，９５７円、こちらにつ

きましては、県が実施をしております急傾斜地崩壊

対策事業の精算に係る返納金となっております。 

 それから、８５ページをご覧ください。ここから

は市債になります。中段辺りになります、土木管理

債の急傾斜地崩壊対策事業債３，５９０万円、先ほ

ど来あります、県が実施をしました急傾斜地崩壊対

策工事に対する市の負担金に充てた市債です。 

 それから、次の内水処理施設整備事業債の排水ポ

ンプ１，２４０万円は、市街地道路の冠水対策業務

に充てた市債です。 

 それから、次の土木管理事業債４，２４０万円の

うち鶴岡第１０樋管１，０６０万円は、樋管の補修

工事に充当した市債です。また、第３樋管３，１８

０万円は、国が実施した樋管の改修工事に係る市の

工事委託料に充当した市債です。 

 それから、次の内水処理施設整備事業債繰越明許

分の排水ポンプ１億２，２９０万円は、福田排水機

場の整備事業費に充当した市債となっております。 

 それから、次の起債です。道路橋梁債、道路整備

事業債１億３，１７０万円は、そこに書いてござい

ます大規模舗装修繕工事から上山二見線、計７つの

事業に充当した市債となってます。 

 それから、次の起債、橋梁整備事業債９，４６０

万円は、書いてますとおり栃江橋、上野橋橋梁長寿

命化事業に充当した市債となってます。 

 それから、次の起債、道路整備事業債繰越明許分

の６，１３０万円、こちらにつきましては、大規模

修繕事業から側溝修繕事業、ここの６つの事業に充

当した市債となっております。 

 それから、次の起債、橋梁整備事業債繰越明許分

１億８１０万円は、栃江橋橋梁長寿命化事業、上野

橋に充当した市債となってます。 

 次の起債、消雪装置の整備事業債の繰越明許分３

９０万円は、城崎地域の消雪施設の更新工事に充当

した市債となってます。 

 次、８７ページをご覧ください。一番最初の消雪

装置整備事業５，４５０万円は、消雪装置の修繕工

事や更新工事などに充てました市債となっており

ます。 

 それから、河川の関係です。河川債の河川改良事

業債２，７７０万円のうち河川しゅんせつ事業６９

０万円は、田渡、平田、万場、箕谷川、４つの河川

のしゅんせつ工事に充てた市債です。また、普通河

川整備事業の２，０８０万円は、普通河川の流路工

の整備や河川修繕工事に充当した市債です。 

 それから、次の河川改良事業債の繰越明許分３，

１８０万円は、河川しゅんせつ事業２，０６０万円

や普通河川整備事業１，１２０万円など、河川整備

に充当した市債となっております。 

 それから、最後、８９ページになります。備考欄

の２つ目の枠、補助災害復旧事業債の公共土木施設

９４０万円は、台風７号による１３件の災害復旧の

応急復旧工事に係る市債です。また、単独災害復旧

事業債の公共土木施設１，２３０万円につきまして

は、災害査定に先立つ４つの測量設計業務に係る市

債となっております。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 それから次に、財産に関する調書について説明さ

せていただきます。 

 ５９０と５９１ページをご覧ください。財産調書

に係る行政財産の土地についてです。上から２つ目

の表の区分としましては、その他行政機関、それか

らその他の施設の中に中川分譲地２７５．３９平米

を売買目的で普通財産へ変更をしてございます。 

 次に、５９６と５９７をご覧ください。１つ目の

枠の真ん中辺りです。今さっき、先ほど言いました

中川分譲地を令和５年の８月２５日に個人へ売却

し、不動産収入としたものでございます。 

 それから次に、５９８と５９９ページをご覧くだ

さい。こちらの表の中、左の区分としましては、そ

の他の枠の上から６つ目以降にあります、まず県道

廃道敷１，７５０．７平米、こちらにつきましては、

玄武洞ミュージアムの駐車場としまして、同ミュー

ジアムへ売却し、不動産収入としたものでございま

す。 

 それから、その引き続きに書いてございます、豊
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岡市立石ほか４，１６０．６平米、こちらにつきま

しては数件ありますけども、メインとしましては、

主に立石の残土処分地の用地として、豊岡のアール

エスエル協同組合等へ用途廃止を行い売却処分を

しまして、不動産収入としております。 

 財産調書に関しては以上です。 

 最後、別途お配りしておりました、宅地事業にお

ける分譲宅地の売払い状況というのを開いていた

だきたいと思います。 

 それでは、最後に、分譲宅地の売却実績一覧表に

記載をしております売却状況について説明をいた

します。 

 先ほど来出てます中川分譲地の関係ですが、建設

課が保有しております分譲地において、昨年度、２

０２３年度につきましても、１区画が売却完了をい

たしております。分譲地名は中川地区、場所は出石

町上野字中川１３５３番地の９、いわゆる中川の分

譲地ということです。売却面積は先ほど来出てます

２７５．３９、単価は１万２，０００円ということ

で、売却価格は３０３万４，８６８円となっており

ます。 

 建設課からの説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 次に、都市整備課、堂垣

課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 都市整備課から主要

事業、新規事業を中心に説明します。 

 まず、歳出です。決算書の１０５ページをご覧く

ださい。備考欄の中段、基金管理費です。財政調整

基金積立金１億６４７万３，８００円のうち都市整

備課分は４５０万円で、高校生通学バス定期補助事

業に係る財政調整基金への積立てです。また、その

２行下、市債管理基金積立金６億４，２１４万４，

０００円のうち都市整備課分は２００万円で、過疎

地域内の高校生バス定期補助事業の過疎債償還に

係る一般財源への積立てです。 

 次に、飛びます、１１３ページをご覧ください。

備考欄の最下段の枠、上から７行目、鉄道交通対策

事業費です。主な支出は、次の１１５ページをご覧

ください。一番上の事業委託料、ＪＲ山陰本線利用

促進事業３８１万７，６９４円は、ＪＲ山陰本線、

城崎温泉駅から竹野駅間の維持存続に向けた利用

促進策を地域と協働して実施するため、ＪＲ山陰本

線利用促進事業実施業務を一般社団法人たけの観

光協会に委託したものです。 

 中段の補助金、鉄道軌道安全輸送設備等整備事業

費１，０４１万３，７８６円は、北近畿タンゴ鉄道

株式会社が実施した安全性の向上に資する設備の

整備に対して、沿線自治体で支援する補助金です。 

 次に、１行下の北近畿タンゴ鉄道安全運行維持助

成費２，１４２万円は、北近畿タンゴ鉄道株式会社

が委託している路線の運行に係る維持管理経費に

対して、沿線自治体で支援する補助金です。 

 次に、１行下の鉄道施設総合安全対策事業費１４

８万２３７円は、北近畿タンゴ鉄道株式会社の老朽

化した信号用発動発電機の更新経費に対して、沿線

自治体で支援する補助金です。 

 次に、１行下の事業、バス交通対策事業費の主な

支出です。まず、下段辺りの業務委託料です。バス

運行管理業務６，１０３万１，１５０円は、有償旅

客運送、いわゆるイナカーの運行管理業務を、全但

バス株式会社と株式会社メルティに委託したもの、

それと、竹野南地区新交通モード実証運行事業を日

本交通株式会社に委託したものです。 

 次に、１行下の事業委託料の公共交通支援事業３

０７万９，９７１円は、出石・但東地域で実施して

いるチクタクの運行業務を４地区の運営協議会に

事業委託したものです。 

 次に、４行下の補助金、地方バス等公共交通維持

確保対策費１億８，９６１万９，０００円の内訳は、

バス路線の国県市協調路線、県市協調路線、市単独

補助路線の運行補助と国県市協調路線の車両購入

に対する補助金を全但バス株式会社へ交付したも

のです。 

 次の市街地循環バス事業費１，７８２万１，２６

９円は、豊岡市街地を循環バスとして運行している

コバスの運行事業補助金を全但バス株式会社へ交

付したものです。 

 次の高校生通学定期券購入費１，９１７万８，３
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８０円は、市内の高校生が通学するために定期券を

購入する際の補助金です。 

 次の地域公共交通運行支援事業費７０万７，００

０円は、コロナ禍における車内の乗車密度を上げな

いよう配慮して運行している全但バス株式会社へ

の支援で、県事業の随伴補助金です。 

 次、１１７ページをご覧ください。上から２行目、

公共交通利用促進事業費９８６万６，３１４円の主

な支出は、負担金の路線バス等キャッシュレス化実

証実験事業費３４４万２，０００円で、スマホタッ

チ支払いシステムを活用したバス運賃キャッシュ

レス決済に向けた実証実験を実施したもので、補助

金申請主体である全但バス株式会社への負担金で

す。 

 次に、補助金の２つ目、路線バス活性化実証実験

運行費の３８５万６，０００円で、毎月第２水曜日

と第４金曜日を豊岡ノーマイカーデーとし、この企

画に取り組んだ全但バス株式会社への補助金です。 

 次、１４１ページをご覧ください。備考欄の最下

段の枠、上から７行目、但馬空港利用促進事業費の

主な支出は、一番下の補助金、コウノトリ但馬空港

利用促進協議会７，５５２万９，２２８円で、但馬

空港の利用促進を図るため、市民やビジネスで来ら

れた方に対する運賃助成と、小学生や中・高・大学

生に対する無料体験等の補助金として、コウノトリ

但馬空港利用促進協議会へ交付したものです。 

 少し飛びますが、３２５ページをご覧ください。

備考欄、上から３つ目の枠、公園管理費の主な支出

としましては、公園管理費から８行下の維持管理委

託料の公園管理９３５万３，８６７円で、内訳とし

ましては、市内の３２公園の除草や樹木の伐採、清

掃作業及びトイレ清掃を、豊岡市シルバー人材セン

ター、ＮＰＯ法人、地元地区などに委託したもので

す。 

 次に、６行下の整備工事費の中央公園６９３万８，

８００円は、中央公園いこい転落防止柵改修工事で、

株式会社彌吉が請負整備したものです。 

 次に、下から８行目、公園施設長寿命化事業費の

主な支出です。整備工事費３，００５万９，７００

円で、３件工事を発注しております。１件目は、中

央公園の照明施設の更新工事を株式会社足立電気

工業所が請負整備したもの、２件目は中央公園施設

更新工事で、スタンドベンチの更新や園路の舗装を

株式会社吉田組が請負整備したもの、３件目は中央

公園であい舗装更新工事で、園路の舗装工事を西村

建設工業株式会社が請負整備したものです。 

 一番下の公園施設長寿命化事業費、繰越明許分の

支出については、次の３２７ページをご覧ください。

備考欄、一番上の設置工事費３，０００万円は、５

か所の公園で遊具の更新工事を実施しております。

１件目は神武山公園遊具更新工事を株式会社セイ

ビ、２件目は高屋公園遊具更新工事を二位建設株式

会社、３件目は正法寺公園遊具更新工事を有限会社

豊土建工業、４件目は戸牧第１号公園遊具更新工事

を関西技術工業株式会社、５件目は戸牧第２号公園

遊具更新工事を西浦土建がそれぞれ請負整備した

ものです。 

 次の事業、中央駐車場管理費です。主な支出は、

６行下の維持管理委託料の駐車場管理６２１万４，

８３２円で、中央駐車場の維持管理を豊岡市シルバ

ー人材センターへ業務委託したものです。 

 以上で歳出の説明を終わります。 

 引き続き歳入の説明を行います。 

 決算書の３１ページをご覧ください。備考欄の上

から６つ目の枠の真ん中辺りに、有償旅客運送使用

料８０８万１，６８５円です。これは、イナカーと

チクタクの運送使用料です。 

 次に、３３ページをご覧ください。備考欄の上か

ら６つ目の枠、駐車場使用料の豊岡中央駐車場１，

０５８万９，８００円は、豊岡中央駐車場の年間の

駐車場使用料です。 

 次に、３９ページをご覧ください。備考欄の下か

ら５つ目の枠、節１、総務管理費補助金の１行目、

地域公共交通確保維持改善事業費補助金９２６万

４，０００円は、市営バス「イナカー」の運行に係

る国庫補助金です。 

 ４３ページをご覧ください。備考欄の上から２つ

目の枠、社会資本整備総合交付金の公園施設長寿命
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化事業費１，５００万円は、歳出で説明しました中

央公園照明施設更新工事、中央公園施設更新工事、

中央公園であい舗装更新工事の補助金です。加えて、

明許繰越分の１，５００万円も、歳出で説明しまし

た神武山公園遊具更新工事、高屋公園遊具更新工事、

正法寺公園遊具更新工事、戸牧第１号公園遊具更新

工事、戸牧第２号公園遊具更新工事の５つの公園長

寿命化事業の補助金です。 

 少し飛びます、６９ページをご覧ください。備考

欄の上から４つ目の枠、有償旅客運送事業受託収入

６２万６，０００円は、イナカー竹野海岸線運行に

係る、香美町域運行に係る香美町からの負担金です。 

 少し飛びます。８３ページをご覧ください。備考

欄の上から５つ目の枠、鉄道交通対策事業債、京都

丹後鉄道軌道安全輸送設備等１，０４０万円は、北

近畿タンゴ鉄道株式会社が実施した安全性の向上

に資する設備の整備に対して、市から交付した補助

金に充当した市債です。 

 ８７ページをご覧ください。備考欄の上から３つ

目の枠、公園整備事業債、公園施設長寿命化事業１，

３５０万円は、先ほど歳出で説明しました中央公園

の整備工事に充当した市債です。 

 次に、１行下、都市計画施設整備事業債、アイテ

ィ２，７９０万円は、アイティ立体駐車場修繕工事

に充当した市債です。 

 次に、１行下、公園整備事業債繰越明許分の公園

施設長寿命化事業１，５００万円は、先ほど歳出で

説明しました、市内５か所の公園の遊具更新工事に

充当した市債です。 

 ８９ページをご覧ください。備考欄の下の枠、過

疎対策事業債１億２，０１０万円のうち都市整備課

分としましては１，６８０万円で、バス交通対策事

業の高校生通学バス定期購入補助金のうち過疎地

域に当たる補助金、竹野南新交通モード実証運行事

業及びＪＲ山陰本線利用促進事業に充てた市債で

す。 

 以上で歳入の説明を終わります。 

 次に、財産に関する調書について説明します。 

 ５９６、５９７ページをご覧ください。普通財産

の土地についてです。表の区分、宅地の下から６行

目、旧トキワ公園４８０．３６平米につきましては、

過年度報告漏れであったため、新規登録するもので

す。 

 都市整備課からの説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、建築住宅課、小

川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） ３２８ページ、３２

９ページをご覧ください。まず、住宅費の住宅管理

費でございます。不用額のところから説明します。

１８０万５７７円で、主なものですけども、役務費

の中の家賃滞納に係る法的措置、この費用が少なか

ったことによる残、それから市営住宅の補修工事費、

この少し執行残が出たことによる工事請負費の残、

そういうものが主なものです。 

 歳出でございます。備考欄の中ほど少し下の住宅

管理費、合計で１億２，６０７万５，２０５円支出

をしております。 

 内訳ですけども、その６行下、修繕料２，９３４

万９，８０８円、これは住宅の給湯設備、それから

風呂釜の取替え、それ以外の各種修繕、そういった

ものにかかった費用とコピーのパフォーマンスチ

ャージ料でございます。 

 その６行下、保守点検委託料６６２万３４５円で

す。その下に記載のとおり、消防設備やエレベータ

ーなどの保守点検委託料でございます。 

 次のページ、３３０、３３１ページをご覧くださ

い。１０行目、保守工事費７，５０２万５，５００

円、これは市営今森住宅２号棟の電気給湯器の更新

工事、それから但東の久畑二ノ宮住宅の外壁改修工

事、竹野の森本住宅の外壁改修工事、そのほかにも

各住宅の修繕工事、退去に伴う修繕工事を行ったと

いう内容です。 

 その４行下、補償金の移転補償金です。一本松住

宅、それから但東の出合市場住宅の用途廃止に向け

た移転に伴い補償した移転料、それから生活支援一

時金、これが２９３万７，０００円執行しておりま

す。 

 その下、住宅耐震改修促進事業費です。２行目の
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業務委託料、耐震診断業務１１３万４，０００円、

これは民間住宅の耐震診断業務３６件分です。 

 その下、補助金、住宅耐震改修促進事業費６７５

万６，０００円、耐震診断を受けての耐震改修工事

に要した補助金なんですけども、１４件分、工事を

行った方に支払った補助金です。 

 その下、住宅新築資金等貸付金改修事業費４万２，

８５０円、この資金の償還業務に要した事務経費で

ございます。 

 その下が老朽危険空き家対策事業費、その一番下

ですけども、補助金、老朽危険空き家除却支援事業

費２５７万４，０００円。これは日高の夏栗区、鶴

岡区の２件の特定空家の除却のための補助金です。 

 その他の歳出については省略させていただきま

す。 

 続きまして、歳入を説明させていただきます。 

 ３０ページ、３１ページをご覧ください。使用料

の中の総務管理使用料、備考欄４行目の行政財産目

的外使用料２，４１２万９，４０９万、この中の建

築住宅課分が３９９万９，０３２円です。これはお

試し居住の住宅使用料と大学生入居の住宅使用料、

それから関電柱などの占用使用料の収入です。 

 次のページが３２ページ、３３ページです。土木

使用料の中の４つ目の節、住宅使用料なんですけど

も、収入済額は２億３，６３０万５，３２２円です。

備考欄５行目の移住促進住宅、これは但東振興局の

所管になりますので、ここを除いた２億３，２９４

万５，３２２円、これが収入になっております。内

訳は記載のとおりで、現年度分の各種住宅使用料、

滞納繰越分、市営住宅の駐車場使用料です。それか

ら、収入未済額４２６万８，４８６円は住宅使用料

の過年度滞納分です。 

 なお、住宅使用料現年度分徴収率は１００％とな

っております。 

 次に、４２ページ、４３ページをお願いします。

中ほどにあります土木費国庫補助金の住宅費補助

金です。この収入済額は１１８万８，０００円で、

備考欄記載のとおり社会資本整備総合交付金です。

内容につきましては、住宅耐震診断、それから空き

家の除却事業に係る国庫補助金です。 

 次に、５２、５３ページです。土木費の補助金２

つ目、住宅費補助金ですけども、収入済額は９１万

３，０００円、備考欄の１行目、簡易耐震診断、そ

れから２行目の危険空き家除却に係る県の補助金、

３行目が住宅新築資金等貸付金償還推進助成事業

費の補助金です。 

 次が、６６ページ、６７ページをお願いします。

一番下の節になります。住宅資金貸付金元利収入、

収入済額は１１５万９，８８７円、このうち１１５

万３，８８７円が備考欄に記載の住宅改修資金貸付

金、それから新築資金、宅地取得資金、こういった

ものの元利収入です。それから、収入未済額３，４

０１万５，０９９円のうち３，３７９万８，５９７

円がこの３つの資金の過年度滞納部分となります。 

 次に、７２ページ、７３ページお願いします。雑

入のところです。備考欄の受託料３行目、県営住宅

供給公社入居申込受付事務で２万４，１２０円、こ

れは県営住宅の申込みの関係で受託をしておりま

す受託料です。 

 それから、７６、７７ページをお願いします。備

考欄の中ほど、市営住宅の共益費１１５万７，２２

０円、その下、市営住宅負担金１０１万３２４円、

その下に記載の各種負担金を収入しております。 

 そのほかの歳入については省略をさせていただ

きます。 

 それから、５９０ページ、５９１ページをご覧く

ださい。行政財産に関する調書です。そこの公共用

財産、それから公営住宅のところです。これは塩津

住宅の１号棟の底地の用地なんですけども、ちょっ

とここの用地を整理をしまして、地積更正をかけて

少し面積が、１５８．０８平米増えてきております。 

 建築住宅課分は以上になります。よろしくお願い

します。 

○分科会長（芹澤 正志） 続いて、地籍調査課、上

阪課長。 

○地籍調査課長（上阪 善晴） 地籍調査事業費につ

いて、歳出から説明いたします。 

 ２６９ページをご覧ください。備考欄、下から５
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行目、地籍調査事業費、地籍調査課です。金額は１

億９２７万４，９１６円、このうち補助対象事業費

が１億２６１万６，１３０円です。 

 支出の主なものですが、次の２７１ページをご覧

ください。上から９行目、業務委託料１億４８０万

８，０００円です。これは現地立会いによる一筆地

調査や測量などの業務委託料となります。調査地区

は滝区ほか１２区です。 

 なお、山陰近畿自動車道新堂から竹野町林までの

竹野道路に先行する地籍調査は、江野区、竹野町林

区、竹野町坊岡区の一部において結果閲覧を行い、

完了いたしました。新堂から城崎町飯谷までの城崎

道路に先行する地籍調査は、城崎町上山区、城崎町

飯谷区の一部において、事前準備の法務局調査や現

地立会いによる一筆地調査に着手しております。 

 次に、備考欄の真ん中辺り、地籍調査事業費繰越

明許分です。金額は６８２万円で、補助対象事業費

は同額です。支出の全額が測量工程の業務委託料で

す。調査地区は江野区になります。これらにより調

査済面積が２．９４平方キロメートル増えまして、

９１．６８平方キロメートルとなりました。豊岡市

全体の調査面積６５７．０７平方キロメートルに対

する進捗率は１４．０％となります。歳出の説明は

以上です。 

 次に、歳入です。 

 ５１ページをご覧ください。目５農林水産業費県

補助金の備考欄、上から８行目、地籍調査事業費補

助金９，２２２万９，０００円です。これは補助対

象事業費に対する県からの補助金です。 

 次に、５３ページの備考欄、上から３行目、地籍

調査事業費補助金繰越明許分の５１１万５，０００

円です。これは繰越分の補助対象事業費に対する県

からの補助金です。 

 次に、少し飛びますが、７９ページをご覧くださ

い。雑入のうち備考欄の真ん中辺り、事業協力金の

公共事業円滑化推進協力金３４８万２，０００円で

す。これは山陰近畿自動車道竹野道路及び城崎道路

に先行して実施する地籍調査に対する県からの協

力金です。歳入の説明は以上です。 

 次に、財産に関する調書です。６０５ページをご

覧ください。地籍調査課が保有する物品ですけれど

も、軽四輪乗用車１台、事務機械の地籍調査事務支

援システム一式、事業用機械の測量機器トータルス

テーション一式です。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 じゃあ、村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 何点かあるんですが、まず、

市民の方から苦情があるもんでお尋ねするんです

けども、市道ののり面は管理の責任は誰だいやと、

のり面の。というのは、のり面の草がよう生えるで

しょう。草は市は刈れへんと。だけどのり面は市の

土地ですよね、市道ののり面は。だけども市は責任

取って刈れへんと、何とかならんかっていう問合せ

がよくあるんだけども、これはどこの責任ですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） のり面っていいましても、

道路があって低いのり尻があるところはのり尻が

境界になります。そういうときは、こののり面は市

の範囲になるんですけども、逆に高いほう向きは、

場合によっては違いますが、ここの側溝切りで道路

施設として区切れとる場合もありますし、のり面も

ということもあるので、そういうところの立会いも

含めて確認はするんですけども、言われるように１

００％対応できておる状態ではないです。草刈りす

るときも、低いときでも道路の路肩の１メートルの

部分だけは刈ってますとか、ずっと３メートルも４

メートルもありのり尻までは刈っていないという

のが実情です。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 例えば広域農道の南北道３キ

ロ、真っすぐありますね。忙しい農家は自分のとこ

の田んぼのいわゆる下るほうを刈んなるんだけど

も、忙しくない農家は全く刈れへんと。そうしたら

伸び放題のところときれいに刈ったとこと両方が

あるんですけども、権利的にいったら市がすること

ですよね。 
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○分科会長（芹澤 正志） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） 今、委員言われるのは新

田小学校の、例えばあそこですよね。 

○委員（村岡 峰男） 東側。 

○建設課長（久田  渉） 東側。権利的にいったら

市がということになりますけど、広域農道は農林水

産課のほうなんで、そこの場所がですよ。だけど広

域農道は農林ですけども、一概に我々も、それはそ

こはたまたまそうであって、市道の場合でもそれは

例外ではなく、だから全てができてるという状態で

はございません。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 大変な面積、距離ですから、

市が全部せえとは私も言いませんけども、そういう

苦情があったときには、状況も見ながらぜひ対応し

てほしいなということをお願いしときます。 

 もう１点は、コウノトリ但馬空港の利用促進に係

る補助制度なんですけども、補助の何か一覧表のよ

うなものありませんかというのが１つと、それから

もう一つ、補助対象者の中に市外の人で豊岡にビジ

ネスで来る人は補助対象やと。ところが観光で来る

人は補助対象じゃないということを去年聞いたよ

うな気がするんですけども、何でビジネスは補助な

のかと。ビジネスで来るということは豊岡から金持

って帰るわけでしょう、豊岡で商売をして。観光で

来る人は豊岡に金落とすやん。金を落とす人には補

助がないけども、豊岡から金を持って逃げる人には

補助を出すというのはおかしなことだなと思うん

ですが、どうですか。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 議員おっしゃるよう

に、観光で来られた方には助成はしてなくて、ビジ

ネスで来られた方には助成してるんですけど、一概

にお金を持って出るといったら、そうでないパター

ンもちょっとあると思うんです。そういうことで、

豊岡市だけではなくてほかの但馬の自治体と歩調

を合わせて同様にやっているということもありま

すので、ちょっとその辺ご理解いただけたらなと思

ってます。以上です。 

○委員（村岡 峰男） 私はずっと補助率の見直しを

してほしいということを言ってきたんですけども、

少なくとも私はもう一遍検討願いたいな思うんで

すけども、いわゆるビジネスで、それは金を持って

逃げないビジネスもあるでしょう。だけども、観光

客は駄目なのにビジネスは補助対象だっていうの

はちょっと理屈が、利用促進ということを考えたと

きに、合わんちゃうんかなということを思うんです。

だから観光客に広げるという意味ではなくて、むし

ろビジネスの人たちに豊岡に商売に来るんだから、

そこを補助対象にするというのは一遍見直しが要

るんじゃないかなということを思うんですが、それ

はあと３市２町で共同して歩調を合わせてってい

うことかもしらんけども、やっぱり合点いかんなと、

納得いかんなという思いがいよいよしてます。検討

の余地はないですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 検討の余地が全くな

いっていったらそういうことではないと思ってま

すので、状況を見ながら改善するところはしていっ

たらいいのかなというふうには思ってます。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 結構です。よろしくお願いし

ておきます。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今、村岡さんが言いなったん

でついでに、福田です。６月定例会も少し言わせて

いただいたんですけども、ビジネスで使用している

場合、私の考え方ですけれども、やっぱりいろんな

業種、業態でもビジネスで使用するということは、

但馬空港を駄目だと言っとる話じゃないで。一番大

きな問題は、これも村岡さん何遍も言いなったと思

うけど、５０回、６０回の利用頻度がある場合があ

りましょうが。特にビジネスで使う場合、私はある

程度お金を払って営業活動、収益活動でされてるん

で、やはりある程度観光客とか一般の人とかを区切

って何かすべきだろうなという気がするんです。や

っぱり冨森部長がそのときにどう言いなったかな、

不公平感はないということをおっしゃったと思う
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んですけども、不公平感じゃなしに、やっぱり観光

とか一般市民の方がたまに使うということは、補助

をされてできるだけ搭乗率を上げることは肝心だ

と思うんですけれども、ビジネスの場合、何回まで

が妥当かということはちょっと別にしても、あまり

多頻度になるとやはり、例えば５，０００円のを５

０回使ったら２５万円になるでなあ。私はビジネス

の在り方としてある程度負担をしていただくとい

うのは妥当だと思うんです。要するに営業活動で東

京行かれる、あるいは仙台に行かれる場合使用され

てある程度補助をするというのは理解できるんだ

けども、１回の人も３回の人も５０回の人も同じっ

ちゅうのはちょっと合点がいかん気がするんです。 

 それで今、村岡さんの話を聞いとって、観光客は

当然してあげるべきだと思うし、豊岡に入ってこら

れる人。例えば申請した人はいいで、申請してない

人はいいけども、申請のある人はしてあげるという

のは、やはり観光を、交流を深めるためにも必要だ

ろうなという気はいたしております。その反面、今

言ったようにビジネスで使うということはある程

度で線を引くというのが妥当だというふうに私は

思っておりますので。 

 例えば、皆さんはよくご承知でしょうけれども、

ＪＡＬにしてもＡＮＡにしてＪＲにしてもやはり

株式を所有した、例えば株式を所有した、例えば１，

０００株持ったら１枚、３，０００株持ったら３枚

とか、出資金に応じてチケットの割引をされてます

けども、あの考えでいくとやはり誰もが１０回使お

うと２０回使おうと５０回使おうと同じようにも

う４，５００円を補助してあげるというのはちょっ

とやっぱり行き過ぎだろうなという気がするんで、

これは豊岡単独の話じゃなくて県との協議の中、あ

るいは養父とか朝来とか京丹後とかいろんな打合

せがあるにせよ、やっぱり考えていくべきなんだろ

うなと。特にそれ思うのは、今、福祉の関係でもで

きるだけ公平にということで補助の見直しを気張

ってされてますわな。それとやっぱり整合を取って

いこうと考えて、のべつ幕なしにできるだけ応援し

たらええということではないと思えるんですけど

ね。その辺はやっぱり都市整備のほうでよく考えて

もらいたいなと。あるいはまた他市町、県とも含め

て考えていくべき課題ではないかな思うんですけ

ども、いかがですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 委員おっしゃること

も十分理解できますので、例えば回数が何回がいい

のかというふうなことは別にして、それは十分検討

はしていったらいいかなとは思ってます。あとは、

搭乗率をちょっと上げたいっていうこともあるの

で、その辺も含めて検討していったらいいのかなと

は思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） もう一つ、６月定例会でもお

話ししたのが、繁忙期と閑散期の補助の在り方の差

をつける、これもやっぱり補助の在り方としては大

体どこもそうなんですわ。繁忙期は正規料金で乗っ

ていって、閑散期は３割引きとかいうのはやってま

すので、それは旅館でもそうだし、いろんな施設が

そういう感じがするので、やはり搭乗率を上げたい

というのは確かに上げて、こういう兵庫県のように、

但馬のようにできぬことをと言われるようなとこ

で飛行機の便というのは大変よく理解はしてて、そ

れは何とか上手に維持してほしいというのは私も

思うんだけども、補助の在り方としてやっぱりバラ

ンスよく、それからもう５０回でも８０回でも同じ

ように補助してあげる、この２点についてはやっぱ

りきちっと時間をかけてでも検討していただきた

いなと思うところです。よろしく、これはもうさっ

きと一緒だから言いませんけれども。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） すみません、まず、何点かあ

るんですが、市営住宅のところで、法的手続を取る

費用があまり使わなくて済んだというようなとこ

ろが発言があったと思うんですけれども、徴収率が

優秀な成績を長いこと収められているので、例えば

支払い督促とか訴訟とかをせずとも徴収がスムー

ズに行ってるというところなのかお聞かせくださ
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い。 

○分科会長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） ２０２３年度の法的

措置については、支払い督促４件やっております。

その際の費用は必要になってるんですけども、それ

以外のものは特になく、だんだんこういうものが減

ってきている状況にあります。こういうことを当初

はある程度やってきたんですけども、そういうこと

になるというのが浸透してきたというか、割ときち

っと払える方向になってきているのかなと思って

ます。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 昔の職務のときに、多分訴え

られた人からどうしたらええんだと言って慌てて

相談受けたことがあったものですから、ちょっとお

尋ねしてみました。 

 それと、支払い督促される場合なんですけど、あ

る程度その人たちからお金が取れると見込んです

るのか、それとも時効の援用をされないためにする

のか、どんなケースが、どっちが多いのかなと思っ

て。 

○分科会長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） まだ早い段階でやっ

ております。２か月とかたまって、それでも、何回

か督促を行って催告も行って、その後にそれでも聞

いてもらえないと、交渉してその後にも聞いてもら

えないということになると支払い督促ということ

になってくるわけですけども、やっぱり払ってもら

える見込みでこちらのほうは動いております。 

○委員（義本みどり） よく分かりました。よく、も

う取れる見込みはないけど、取りあえず時効の援用

をされないためにだけするっていうのが一般的に

よく聞くので、そこもすばらしいなと今改めて思い

ました。この件はこれで分かりました。 

 それから、耐震工事なんですけれども、無料診断

を受けて、それから補助金もらって耐震工事をする

のと、なかなか本当はしなきゃいけないんだけれど

もしないっていう件数も何件かあるように聞いた

ことがあるんですが、どんな感じでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） ちょっと今日件数ま

で持ってきておりませんけども、やっぱりやらない

方も結構あります。なので、そこのところを促すよ

うにできるだけ、毎年までいってないですけども、

促す通知を出すようにやっておりますので、そこは

今後も促していきたいと思っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 分かりました、ありがとうご

ざいます。 

 もう１件、続けていいですか。前にも聞いたこと

あるかもしれないんですけど、ごめんなさい、重な

ってたら。道路のところで動物の死体処理業務のと

ころがあったかと思うんですが、多分何か地域の方

に委託されてる部分とかはあったような記憶があ

るんですが、お聞かせください。 

○分科会長（芹澤 正志） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉）うちの場合はシルバー一本

だということです。取りあえず鹿とかタヌキ、熊と

かっていっても、取りあえずは全てシルバーさんに

委託になっていると思います。 

○分科会長（芹澤 正志） 義本委員。 

○委員（義本みどり） 昔聞いた話なんで恐縮なんで

すけれども、自分が道にあるものを死体を処理して、

どこかに持っていくんですよね。それが土日だと持

っていくとこが閉まってるから自分とこの敷地内

で死骸を保管しなければいけなくてというような

話を１０年ぐらい前に当事者の方から聞いたこと

あるんですけど、今もそんな。 

○分科会長（芹澤 正志） 久田課長。 

○建設課長（久田  渉） ちょっと詳細は今お答え

できませんけども。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○建設課参事（村田 光弘） 地下の処理場のほうに

冷蔵庫がありまして、そちらでたしか保管してたと

思います。そんなに入る、たしか冷蔵庫ではなかっ

たと思いますけども、一応そこで保管するといった

ふうに記憶しています。 

○委員（義本みどり） すみません、その処理場は土
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日でも持っていけるという形で。 

○分科会長（芹澤 正志） どうぞ。 

○建設課参事（村田 光弘） 冷蔵庫はたしか土日で

もいけてたと思います。 

○委員（義本みどり） 土日でも持っていけたらよか

ったんですけど、以前聞いた話だと自分のところで

保管してなきゃいけなくて、その間に腐敗が進んで

くると。今これだけ暑いので、処理する方はすごく、

それじゃなくても大変な作業なんで、せめて土日で

もそこに入れられたらいいなと思って、ちょっと気

になって尋ねてみました。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） すみません、義本委員のちょ

っと関連なんですけども、建築住宅課の耐震診断の

ほうの関係なんですけども、実際耐震の診断そのも

のは無料で受けれるっていうことはあるんですけ

ども、何となく自宅そのものが耐震が大変だなと思

う方が市のほうに問合せをされた方がおられて、市

は耐震の診断はするんですけども、実際のその先、

要はどういうところに頼めばいいか、そういうとこ

ら辺っていうのの案内というのは現状ではそのよ

うにされてるのかちょっとお聞きします。 

○分科会長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 窓口とか電話とかで

の対応になると思いますけども、まず耐震診断をし

ていただいて、その後、あわせて結果が出ますので、

それを通知したときに説明をさせてもらうと思い

ます。その際にご説明等もしておるというふうに思

っておりますけども、どうでしょうか。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） そうしますと、まず耐震診断

を受けてもらうということが大前提で、その先は耐

震診断を受けておられる方に対して何らかのアク

ションがあるだろうというふうに言われていると

いうことだと思うんですけども、逆に耐震診断を受

けておられなくても相当古い家屋に住んでおられ

る方はそもそも足りてないだろうというのは自分

自身が自覚があるかなと思って。そういう場合でも

まずは耐震診断を受けてくださいというアナウン

スをまず市のほうとしてはされるというふうなこ

とでよろしいですか。 

○分科会長（芹澤 正志） 小川課長。 

○建築住宅課長（小川 琢郎） 耐震診断をまず受け

るというのが補助の前提になってきますので、耐震

診断をまずというふうに言っております。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） この辺はちょっと押し問答し

ても仕方がないんですけども、私がちょっと問合せ

を受けた方は、そもそも耐震が足りてないんで家の

改修をどこかに頼みたいというようなことで、市の

ほうに、要は地震の関係があったんですごく気にさ

れてて、市のほうでもアナウンスをしてるので市に

問合せをしたというようなお話があって、結果、そ

の先に何もつないでもらえなかったということを

言われてきたもんですから、そういう意味では市が

アナウンスをされてるんであれば、そういう方にも

少し配慮ができるような体制というのを取ってい

ただきたいなと思います。以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） この前の定例会であんまり聞

けなんだんで少し聞かせていただきたいことがア

イティの問題なんですけども、ご承知のように今回

の決算でも市民広場とこども広場の管理費が５，３

６１万４，０００円上がってきております。当然、

指定管理料として都市開発の決算ですけども、決算

資料も要求しまして、これプリントアウトして見て

るんですけども、ちょうど３年ほどたって本当にど

さくさの状況が続いておった中で今日を迎えてる

ということで、実はアイティの問題はもっと以前に

かなり大きなどさくさがあったように思っており

まして、私はその当座は但東町だったんですけども、

あまり、ですけども豊岡市がバブルが済んだ後にま

たバブリーなことをしとんなるなということはイ

メージとして見ておったんですけど、そういう経過

の中でアイティができて、アイティがすぐまた傾く

話になってきて、それは知っておられるかどうか知
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りませんけれども。 

 今回、一番直近の決算書を頂いてちょっと見てた

んですけども、この前の一般質問でほとんど触れれ

なかったもんですからちょっと聞いてみておこう

と思ってるんですけども、まず経営としてはあんま

りよくなってなくて逆に厳しいなってるなと思う

んですけども、どんなふうな分析されてますか。 

○分科会長（芹澤 正志） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） おっしゃるように第

２７期につきましては壁面の補修工事がありまし

たので、ちょっと数字的には悪くなっているのは事

実でございます。それ以外のことについてはほぼ横

ばい状態かなというふうに見ております。 

○分科会長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。確かにそうだ

ろうなと思ってこの決算書をプリントアウトして

見てたんですけども、一つ不思議だなと思う数字が、

流動負債が２億１，５００万円ございます。その中

で未払い金ちゅうのが１億、目が悪くて見えません

けど、１億５，２００万円という金額が上がってお

りまして、これは４期分を見ていると、１億２，０

００万円ほどから１億５，２００万円に上がってき

てるんですけども、そもそもこの未払いというのは

何が科目として上がっているのか。というのは、ち

ょっと解説しますと、売上収入自体が直近の分で１

億８，５００万円なんですわ、損益計算書で。駐車

場の管理費の売上げ１億３，２００万円、業務受託

は２，８００万円、手数料が２８万円、それからこ

ども広場の売上げ管理料、これが２，４００万円、

この４つを合わせて１億８，５００万円、ちょっと

端数は切りますけども。１億８，５００万円の売上

げの中で流動負債を見てますと、未払い金として１

億５，２００万円、売上げの８２％が未払いで、ず

っと１億２，０００万円、１億３，０００万円、１

億４，０００万円、１億５，０００万円と引きずっ

てきておられるんですけど、これそもそも何が入っ

てるのかなという、ちょっと異常な数字がずっと継

続されてるんで、もし分からなければまた後で聞き

ますけども、後でいうか、ゆっくりと聞きますけど

も。 

○分科会長（芹澤 正志） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） ちょっとこの数字の

詳細については現在持ち合わせていないので、ちょ

っとまた後ほど、すみません。 

○委員（福田 嗣久） また手がすいたときに呼んで

もらったら行かせてもらいますので。ということが

一つまず不思議だなと思って思ってるんです。売上

金額の８割方が未払い金でずっと引きずってるこ

と自体がちょっと不思議な決算が結ばれてるなと

いうことが１つです。 

 それからもう一つ申し上げると、固定負債で、こ

れは以前からの資料ずっと繰って見てると、長期借

入金が１０億１，５００万円、これ今現在ですけれ

ども、これでさとうの受入れ補償金が６億円、これ

は間違いないですね。豊岡市が無償で貸してるのは

７億円。ですから、実質の民間の金融から借りてる

のが、残ってるのが３億１，５００億円というふう

になるんですけれども、この構図の中で今現在、市

とさとうさんは無利子でしゃあないないうことで

置いておるんですけれども、ほかの金融機関は有利

子で返済されてるんだろうけど、この辺の利息関係、

利率関係はどんなふうになっているのか。ちょっと

前のを繰っても変わってると思うんで、前の資料を

見てても。最初の頃は、例えば２．何％って書いて

あるんだけど、これではちょっと全く分かりません

けど、要するに１０億１，５００万円のうち３億１，

５００万円が民間の三井住友、但馬銀行、但馬信金

だと思います、思ってますけれども、その利息も統

一されてると思うんですけど、その辺はどういうふ

うになっているのか、これは２つ目、知りたいこと

ですね。 

 そして、一番大きな問題は、４期分を頂いて見て

いると、流動資産対流動負債で流動負債に１億５，

２００万円が入っているんですけども、金繰りは大

変厳しいんです、これ、どっちにしても。金繰りは

大変厳しい数字が出てるなという。固定資産の対比

で見ても大変厳しいなと思って、塩漬けですけれど

も、この辺のことをどう解消していかれるんか、こ
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の辺りを３年前のどさくさで当座の市長ともっと

精査すべきだいうことで気張って言うとったんで

すけれども、何もこども広場が大反対いう話じゃな

くて、その辺のことがなおざりにされて今日を迎え

てますんで、一遍これを調べてみなあかんなという

ことでこれ調べさせていただきました。 

 今、答弁できることがあったら答弁していただい

て、今、私が申し上げた流動資産と流動負債の関係、

流動負債の未払い金の中、それから固定資産、固定

資産ちゅうのは建物が７億７，３００万円、土地が

９億６，６００万円、これ対固定負債が１６億１，

０００万円、１６億１，０００万円というのは市の

貸付けが７億、さとうさんの保証金が６億円、民間

が３億１，５００万円、この構図なんですけれども、

分析したら。この辺りが分かるところで一遍調べて

おくのが都市整備の役割じゃないかなと思って、副

市長が副社長か、違うんかいな。（「取締役」と呼

ぶ者あり）取締役か。都市整備部長が……（発言す

る者あり）そうですよね。ということだと思います

ので、一遍それも豊岡市の代理の駐車場の管理費と

か指定管理料とかかなり増額して入れていってま

すんで、ちょっとこの辺はやっぱり議会にしっかり

と説明する責任があるんだろうなというふうに思

ってますので、ちょっと専門的になって、私も専門

ではないですけども、こういうのは見るのが癖にな

っておりますので、ちょっと教えていただきたいな

ということで、また改めてがよろしいのかね。 

○分科会長（芹澤 正志） 堂垣課長。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） 負債につきましては、

先ほど委員がおっしゃったとおりの数字で間違い

ないです。ちょっと細かい金利の話だとかまた後日

お答えさせていただきたいと思います。 

○委員（福田 嗣久） 未払い金も調べてね。 

○都市整備課長（堂垣 俊裕） はい、分かりました。 

○委員（福田 嗣久） これは塩漬けでずっと引っ張

っとんなると思うんで。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほか、ございません

か。 

○委員（福田 嗣久） それからもう一つ、修繕積立

金が９，７００万円でここから取り崩して、今年か、

この決算では壁が落下したやつに何ぼか充てとん

なると思うんですけど、この辺りの内訳も、都市開

発が持つ分、それぞれのテナントさんが持つ分、市

が持つ分って分かれとると思うんですけれども、そ

の辺りの内訳もまた教えてもらったらと思ってお

りますので、お願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） そのほか。 

○委員（福田 嗣久） 宿題を出しておきます。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしくお願いします。 

 そのほか、ないですか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） では、質疑を打ち切りま

す。 

 都市整備部の職員さんにつきましては、ご退席い

ただいて結構でございます。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

 再開は１５時１０分。 

午後３時００分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時１０分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、皆さんおそろ

いのようですので、ただいまから建設経済分科会を

再開いたします。 

 それでは、第７２号議案、令和５年度豊岡市一般

会計歳入歳出決算の認定についてを議題といたし

ます。 

 第７２号議案中、当分科会に審査を分担されまし

たのは、所管事項に係る歳入歳出決算書、実質収支

に関する調書、財産に関する調書等についてであり

ます。 

 説明は所管に係る歳出、歳入の最後に財産調書の

順でお願いいたします。 

 なお、説明に当たっては、必要に応じて資料のペ

ージ番号をお知らせください。質疑は全体の説明が

終わった後に一括して行います。 

 それでは、水道課、下水道課の順に説明をお願い

いたします。 

 まず、水道課、谷垣課長、どうぞ。 
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○水道課長（谷垣 康広） 第７２号議案、令和５年

度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定についての

うち、水道課に関するものについてご説明をいたし

ます。 

 歳入歳出決算書の２５１ページをご覧ください。

歳出といたしまして、２５１ページの一番右側、備

考欄の上段ですが、水道事業会計負担金２億９，８

００万５，１２６円は、総務省繰出基準等に基づく

水道事業会計への負担金で、企業債の元利償還金に

対する負担金や政策的に料金を抑えているいわゆ

る特別料金に係る施策に対する負担金が主なもの

です。 

 続きまして、３４１ページをご覧ください。同じ

く歳出として３４１ページの一番右側、備考欄の中

段、消火栓管理費の負担金２，０７４万４，３９０

円は、水道事業が新設、更新、修繕を行った消火栓

に対する負担金と、消火用水として使用した水道料

金相当額です。その下３つがその内訳となっており

ます。また、同じ備考欄内の下、消火栓管理費（繰

越明許分）の負担金６０４万２，１００円について

は、繰越事業となりました工事で更新を行った消火

栓等に対する残金です。歳入及び財源調整につきま

しては該当ございません。 

 説明は以上です。 

○分科会長（芹澤 正志） 下水道課、榎本課長。ど

うぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） では、下水道課の一般

会計歳入歳出決算に係る分についての説明をさせ

ていただきます。 

 決算書の２５３ページをご覧ください。歳出につ

いてです。一番右側、備考欄の一番下、し尿処理費

１，２３４万６，４４３円は、下水道事業会計への

負担金として、下水道に接続されていない一般家庭

から出た、し尿や浄化槽汚泥を豊岡市浄化センター

で処理するために要した経費です。 

 次に、３２９ページをご覧ください。一番右側、

備考欄の一番上、下水道事業会計負担金２５億１，

６５８万４，７７７円につきましては、総務省繰出

基準等に基づく下水道事業会計への負担金といた

しまして、雨水処理負担金、分流式下水道に要する

経費、高資本費対策に要する経費などが主なもので

ございます。財産調書については該当はありません。 

 以上、一般会計の下水道事業に関係する部分の説

明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○分科会長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 今、歳入の説明はないんだけ

ども、上水道も下水道も繰出金は国の基準に基づい

た額だと。国の基準に基づく言うけど、国からこの

お金は来るいうことか。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 国が基準を設けて、一般

会計から繰り出しをするようにということで、全額

が国から来るということではない。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 何ぼかは来るんですね。全額

は来ないけども、何ぼかは来る。 

○分科会長（芹澤 正志） 大谷参事。 

○水道課参事（大谷 賢司） 繰出基準というものが

ございまして、例えば水道事業でありましたら出資

に対しては８分の１自己負担になりますし、それか

ら簡易水道、昔、簡易水道だったものが統合水道と、

今なっておりますけれども、その場合であれば、元

利償還金の半分を繰り出したならばその分を地方

交付税で交付するというような感じになっており

ます。全額だとは思いませんけれども、その分、有

利な財源、財政を維持するためというようなことで

繰り出しをしていただいております。 

○分科会長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 分かりました。歳入が今、説

明がないものだからあえて聞いたんです。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにありますか。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） １点ちょっと、内容的に細か

く出てるというものではないんですが、最近、６月

ぐらいからですかね、ニュースなんかでＰＦＯＡと

かＰＦＯＳというような話をよく聞きます。その辺
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の検査というのは恐らくされているのか、特段され

てなかったか、その辺についてちょっとお聞かせい

ただきたい。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） この春に全施設の浄水を

検査させていただきまして、全ての施設で基準内と

いうことで結果が出ております。 

 なお、公表については、現在のところさせていた

だいておりません。 

○分科会長（芹澤 正志） 清水委員。 

○委員（清水  寛） この内容について市民の方か

らの問合せというのは、特段あったりしたんでしょ

うか。 

○分科会長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 以前に新聞等で大きく報

道されたときには数件ございましたが、本年度につ

きましては問合せ等は入っておりません。 

○分科会長（芹澤 正志） よろしいですか。特にな

いですね。 

 それでは、質疑を打ち切ります。 

 ここで建設経済分科会を暫時休憩いたします。 

午後３時１４分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後３時１４分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 それでは、第８１号議案、令和５年度豊岡市水道

事業会計決算の認定についてを議題とします。 

 当局の説明を求めます。 

 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 第８１号議案、令和５年

度豊岡市水道事業会計決算の認定についてご説明

いたします。 

 公営企業会計決算書４ページ、５ページをご覧く

ださい。令和５年度豊岡市水道事業決算報告書によ

り説明いたします。 

 収益的収入及び支出でございます。５ページの上

の表の決算額の欄の１行目、収入が２５億３，７５

８万６，０４２円、下の表の決算額の欄、１行目、

支出が２１億４７１万８４９円となりました。 

 ６ページ、７ページをご覧ください。資本的収入

及び支出でございます。７ページの上の表の決算額

の欄、１行目、収入が５億６，６３８万３，３０４

円、下の表の決算額の欄、１行目、支出が２２億１，

７５５万６，６６８円となりました。不足分は欄外

に記しておりますとおり、当年度分消費税及び地方

消費税資本的収支調整額と過年度分損益勘定留保

資金、当年度分損益勘定留保資金及び建設改良積立

金に補填しております。 

 ８ページから９ページの損益計算書をご覧くだ

さい。９ページ中段辺りになりますが、当年度純利

益３億２，８１３万６，３０８円、前年度繰越利益

剰余金及びその他の未処分利益剰余金変動額は合

わせて当年度未処分利益剰余金は２１億９，１１０

万１，２２０円となりました。 

 １０ページ、１１ページをご覧ください。下段の

剰余金処分計算書につきましては、第５４号議案と

して今議会に提案させていただいております。明日

の委員会でまた説明をさせていただきます。 

 １４ページの豊岡市水道事業報告書をご覧くだ

さい。総括事項として記載しております。総配水量

は１，１８２万６，０００立方メートル、有収水量

は９５４万３，０００立方メートル、有収率は８０．

７％となりました。建設改良事業では令和４年度か

らの継続事業である佐野浄水場の膜ろ過設備更新

を実施したほか、老朽化した設備の更新や配水管等

の布設替を行いました。 

 なお、他事業関連の配水管移設工事や大見塚受水

池・配水池改築事業において、年度内に支払い義務

が生じなかった１億９，４１４万５，０００円を翌

年度に繰越しをすることになりました。建設改良工

事等の内容につきましては、１８ページから２３ペ

ージに掲載しておりますので、ご清覧ください。 

 続きまして、２９ページをご覧ください。キャッ

シュフロー計算書ですが、キャッシュフロー計算書

です。業務活動、投資活動及び財務活動によるキャ

ッシュフローに区分して表示しております。それぞ

れの末尾に増減を記載しております。業務活動では、
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１２億５，９３６万９２２円のプラス、投資活動で

は１７億６，２３２万９，４１２円のプラス、財務

活動では４億５，８７２万６，９６０円のマイナス

となり、令和５年度は９億６，１６９万５，４５０

円の資金減少となりました。 

 ３０ページをご覧ください。収益費用明細書につ

いて、主なものをご説明いたします。水道事業収益

は２３億５，９６３万５，５１５円となりました。

このうち営業収益では、水道料金が１７億３，８９

０万６，９５６円、営業外収益では一般会計補助金

２億５，００８万６，０４９円、長期前受金戻入２

億６，５０７万５，８８５円が主なものです。 

 ３１ページをご覧ください。水道事業費用は２０

億３，１４９万９，２０７円となりました。営業費

用のうち原水及び浄水費は２億５，４０９万９，９

８７円で、人件費、施設運転管理業務などの委託料、

水質検査等の手数料、電気料金、薬品費が主なもの

です。配水及び給水費は１億６，８７０万４，４８

３円で、人件費、設備保守点検業務などの委託料の

ほか、３２ページになりますが、施設等の修繕費、

電力料金が主なものとなります。総務費は１億７，

２８２万３，５０２円で、人件費、通信運搬費、料

金等賦課徴収業務などの委託料、水道料金の口座振

替などの手数料が主なものです。 

 ３３ページをご覧ください。表の上段辺り、減価

償却費が１１億２，６４２万６，８９５円、固定資

産の除却に係る資産減耗費が１億３，７２１万３，

４３２円です。営業外費用は企業債に係る支払利息、

ダム管理費が主なものです。特別損失は、過年度料

金の還付、施設撤去事業などが主なものです。 

 ４６ページをご覧ください。資本的収支明細書に

なります。資本的収入は５億６，６３８万３，３０

４円となりました。内訳は、企業債４億９，１３０

万、一般会計出資金３，３３１万６，８４３円、一

般会計負担金３，１１７万３，８１１円、工事負担

金７０５万２，６５０円、県補助金３５４万円です。

資本的支出は２２億１，７５５万６，６６８円とな

りました。建設改良の工事請負費は１１億７，０６

０万１，４００円で、給配水管布設替及び施設設備

の工事請負費が主なものです。企業債返還金は、企

業債の償還元金で９億８，３０４万３，８０３円と

なっています。 

 水道事業会計決算の説明は以上でございます。よ

ろしくお願いいたします。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） ちょっと会計の数字のものが

どうのこうのじゃないんですけども、文章の中で有

収率八十何％、これはえらい低いんじゃないかなと

思うんですけども、どうかということと、それから、

今、水道は豊岡の水道事業所のところと竹野や但東

は別の水源からですね。あそこで配っておるのは城

崎と豊岡と、日高も別ですか。だったらこの有収率

は豊岡全体での平均でしょうから、どこがよくなく

て、改善方策はお持ちなのかなと。どこの何ページ

だったかな、書いてあったんで。いろいろちょっと

お聞きしたいんですけど。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 有収率８０．７につきま

しては、豊岡市全体での有収率となっております。

給水区ごとに申し上げますと、豊岡給水区８５．６

６、城崎給水区８５．１５、竹野給水区６８．７３、

日高給水区７５．９２、出石給水区７３．２４、但

東給水区７２．７４、おおむね旧市町単位とはなっ

ておりますけども、城崎給水区は港を含んであると

か、豊岡給水区に日高町の小河江が入ったりとか、

一部そういったことで管路の接続の関係等でそう

いった形になっているところもございます。有収率

としましては、昨年よりも約２ポイント下がってお

ります。そういったこともありまして、今年度、衛

星による漏水調査を行って、全体の、二次調査は必

要にはなりますけども、衛星による市全域の漏水調

査を行って、そういったことでも漏水の改善には図

りたいというふうに思っております。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 竹野が特に６８％というのは、

１００の水を送って６８しかメーター機を通って
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ないと。あとの３２はメーター機まででどっかで消

えちゃっとるということですよね、有収率というの

は、簡単に言ったら。だからある意味ではもうじゃ

じゃ漏れやがな、漏れて、漏れて、漏れて、漏れて

ということから考えると、やっぱり有収率を上げる

というのは水道事業としては大事な事業の一つだ

というふうに思っておるんですが、特に低い竹野な

んかで有収率を上げる計画というのはお持ちなん

ですか。ただ単に管を付け替えるというだけではな

いんでしょう、これ。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） そういったことで市全域

の漏水調査を行って、そういった漏水を軽減したい

ということでの衛星による漏水調査業務を計上さ

せていただいたところです。また、この暑さという

ところで、水質を確保するために管末でドレーンを

かけて水質を維持しているところ、ドレーンという

か、言い方悪いですけど捨て水ですね。管内貯留が

長時間になりますと残塩が下がるということがご

ざいますので、そういったことで管末で捨て水をし

て水質の維持を図ったりしております。そういった

ことで有収率が下がっているというところもござ

います。実際に下がってきておりますので、そうい

ったところは改善に向けて努力したいというふう

に考えております。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） いずれにしましても大変低い

数字ですので、有収率を上げると、効率よく水を使

うという意味も併せて努力をお願いをしたいなと

思いました。 

○委員長（芹澤 正志） 他にございませんか。 

 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 今の有収率ですけれども、ド

レーン抜き、そういう入替えも動かすとこもなかっ

たらうそなんだろうけれども、普通はどれくらいな

んですか。一般的に８５とか９０とか、その辺はど

んなもんですか。 

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 高いところは９０％を超

えて１００％に近いような事業体もあるようです

けども、すみません、個人的にはそんなにいい確率

になるのかなというぐらいびっくりしているとこ

ろです。ただ、多くが８０％は十分超えたところで

９０％前後といったところになっておるような状

態かというふうに思っております。すみません、手

元に資料ございませんので、この程度の返事になり

ますけども、よろしくお願いいたします。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうすると、当然、適正なと

言ったらおかしいけど、私が横で水取っとるわけじ

ゃないんで、それは窃盗になるんであれだけども、

そんなことはないかな、そんなようなことは。水、

盗水か、そんなことはないかな。そうすると、やっ

ぱり竹野の６８とか日高の７５、出石の７３、但東

の７２、この辺はやっぱり極端に低いことになるわ

ね、有収率が。ちょっと素人ですからよく分かりま

せんけど。 

○委員長（芹澤 正志） そのほかないですか。 

 質疑を打ち切ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） お諮りいたします。本案は、

認定すべきものと決定してご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第８１号議案は、認定すべきものと決定しま

した。 

 それでは、次に、第８２号議案、令和５年度豊岡

市下水道事業会計決算の認定について議題といた

します。当局の説明を求めます。 

 下水道課、榎本課長、どうぞ。 

○下水道課長（榎本 啓一） では、第８２号議案、

令和５年度豊岡市下水道事業会計決算の認定につ

いて説明をさせていただきます。 

 決算書５２ページ、５３ページをご覧ください。

収益的収入及び支出です。決算額として収入は、上

の表の決算額の欄で５６億２，２１９万５，０８８

円、支出については下の表の決算額の欄で４７億８，
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２６８万７，６３０円になりました。 

 次に、５４ページ、５５ページをご覧ください。

資本的収入及び支出です。決算額で収入が２６億３，

９３４万９，２７４円に対し、支出のほうは５２億

９６４万１５５円となり、不足分につきましては、

欄外に記載しておりますとおり、減債積立金、建設

改良積立金等で補填のほうをしております。 

 続きまして、５６ページ、５７ページの損益計算

書のほうをご覧ください。５７ページ中段、当年度

純利益は７億２，９１６万１，７７１円で、その他

未処分利益剰余金変動額と合わせました当年度未

処分利益剰余金は１３億８，０８２万４，４６３円

となりました。 

 次に、５８ページ、５９ページをご覧ください。

下段に記載しております剰余金処分計算書（案）に

つきましては、第５５号議案といたしまして今議会

に提案させていただいており、明日の委員会で説明

をさせていただく予定です。 

 次に、６２ページ、令和５年度豊岡市下水道事業

報告書のほうをご覧ください。総括事項として、令

和５年度の総処理水量は９９０万１，０００立方メ

ートル、うち有収水量は８３８万１，０００立方メ

ートルで、有収率は８４．６５％でした。処理区域

内人口は７万５，４７８人で、下水道事業全体の普

及率は９９．４２％。また、実際にどれだけの人が

水洗化を行っているかを表す水洗化率は、昨年処理

区内人口よりも水洗化人口のほうが、減少率が多か

ったため、０．０８ポイント減の９５．１６％とな

りました。 

 次に、建設改良事業につきましては、汚水施設整

備事業として施設の効率化を図るため、統廃合事業

と長寿命化事業を進めてまいりました。統廃合事業

では事業開始から２３処理区の統廃合が完了し、現

在は３１処理区となっています。また、雨水施設整

備事業につきましては、内水浸水想定区域図作成の

資料となる幹線水路のうち既存資料のない箇所の

測量を実施しました。工事等の内容は６５ページか

ら７３ページに記載しておりますので、ご清覧のほ

どよろしくお願いします。 

 なお、建設改良事業のうち１４億６，５２９万６，

０００円は翌年度に繰越しをしております。 

 次のページをご覧ください。経営状況等について

です。中段にある表で、経常収支比率の令和５年度

は１００％を超える１１５．６１％となり、使用料

水準の妥当性を示す経費回収率も１０８．９％で、

汚水処理に係る経費を使用料で賄えており、健全な

経営が行われると言えます。 

 次に、７７ページをご覧ください。キャッシュフ

ロー計算書です。１の業務活動は、２５億６，７８

２万９，５９３円の増、２の投資活動は６億８，５

５３万５，６７４円の減、３の財務活動も１６億１，

２５０万３，９０５円の減となり、令和５年度の資

金期末残高は３２億４，５２３万１，５８９円とな

っております。 

 次に、７８ページをご覧ください。収益費用明細

書についてです。主なものについて説明をさせてい

ただきます。下水道事業収益は５４億２，９７９万

８，０２６円となり、営業収益では下水道使用料１

４億９，８３６万１，４０７円、雨水処理及びし尿

処理に係る他会計負担金１億５，４２２万５，０４

３円、営業外収益では汚水処理に係る一般会計補助

金２３億７，１２０万５，５７７円、長期前受金戻

入れ１３億９，９４０万６，０２２円などが主なも

のです。 

 ７９ページをご覧ください。下水道事業費用は４

７億６３万６，２５５円となり、営業費用の管渠費

は１億７，４５７万９，３６０円で、人件費、施設

維持管理業務等の委託料、施設の修繕料、電気代な

どが主なものです。 

 次に、ポンプ場費では汚水の京口中継ポンプ場と

桃島雨水ポンプ場に係る費用といたしまして３，１

８７万４５円で、施設維持管理業務等の委託料及び

ポンプの修繕に係る費用などが主なものです。次に、

処理場費は６億８，１３６万４，６１８円で、処理

場の運転管理や汚泥処理業務の委託料、機械設備の

修繕費、電気代、薬品費などが主なものです。次に、

総係費は１億２，７６４万１，８８３円で、人件費

のほか使用料徴収事務負担金などが主なものです。 
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 ８１ページをご覧ください。構築物や機械などの

減価償却費につきましては３１億５，４８９万１，

０１４円、統廃合事業による固定資産の除却に係る

資産減耗費は５，２７９万７，５１０円になりまし

た。次に、営業外費用は４億７，３６７万３，６８

４円で、企業債に係る利子が主なものです。特別損

失の３８１万８，１４１円につきましては、漏水等

に伴う使用料の還付金が主なものです。 

 続きまして１０６ページをご覧ください。資本的

収支明細書です。資本的収入は２６億３，９３４万

９，２７４円となっています。主なものといたしま

しては、施設の建設事業に伴う企業債１９億３，１

２０万円、国庫補助金６億９，７０１万３，９４８

円、一般会計繰入金２３７万８，２００円などです。

資本的支出は５２億９６４万１５５円となってい

ます。建設改良費の管渠施設事業費は６億７，７５

１万８，８４２円で、人件費や統廃合事業に係る工

事費などが主なものです。処理場施設事業費は８億

１，９８３万７，２２２円で、人件費や長寿命化対

策事業に係る業務委託料及び工事費が主なもので

す。また、企業債償還金につきましては、３７億１，

２２８万４，０９１円の返済を行っております。 

 以上、下水道事業会計決算の説明とさせていただ

きます。よろしくお願いします。 

○委員長（芹澤 正志） 説明は終わりました。 

 質疑はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 先ほどの上水道、水道と同じ

なんですが、豊岡市下水道事業報告書の文書の分、

これの分で水洗化率が９５．１６％に大分向上した

ということで大変結構なことなんでしょうけども、

この出し方が一つは、３万１，４６４戸で水洗化を

して、７万１，８２８人が快適な生活を送っておる

と、こうあるんですけども、これはどうなんですか、

家の登録があって、住まいの。住居の登録と人数に

合わせてこうなる計算の仕方が、そういうことか。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 水洗化率の出し方につ

きましては、決算書のほうの７４ページご覧いただ

けますでしょうか。７４ページの業務の表のほうの

事項の上から４つ目の枠で水洗化率というところ

がございます。そこで計算式のほうで、水洗化済人

口割る処理区域内人口というふうに、戸数じゃなく

人口のほうで出しております。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） この決算委員会で下水道の議

論をするときに、長い間議論の中心になってきたの

が城崎の旅館の加入率が非常によくないというこ

とで、かつて椿野議員も横におってわしに言え言え

言え言えって、自分が言わんとってわしに言わされ

てきたんですけども、現在のいわゆる旅館の、旅館

の場合はこれ人口に入らへんわけでしょう、計算式

で言うと。だから下水道に加入されてなくっても通

常は影響ないということなのかもしらんけども、ざ

っくばらんに旅館の加入率はどんと上がりました

か。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 旅館の件数、何件あっ

て何件できたか、何件あっていうのもちょっとこち

らのほうから申し上げにくいんですけども、昨年度

１年間で新たに水洗化をいただいたところがあり

ます。昨年度は３件が接続をいただいております。

毎年城崎の旅館組合等、協力もいただきまして、少

しずつではございますけれども、水洗化は進んでお

ります。以上です。 

○委員長（芹澤 正志） 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 全体が何件あって何件までは

聞きませんけども、ある意味ではお客さんは当然水

洗化をしておると思って、トイレに行ってもじゃあ

っと流れるわけだから、浄化槽か、であるか下水道

かは分からへんわけで、その面からいったらやっぱ

り大事な城崎の観光の旅館ですから水洗化はして

もらうということと、特にお願いをしてほしいなと、

きちっと入ってもらえるように当局にもよろしく

お願いします。お願いしておきます。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 毎年なんですけども、

９月、下水道の日がありまして、その日以降に接続
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のお願いに回らせていただいておりまして、豊岡市

広いんで３地域に分けて３年間かけて回っておる

んですけども、城崎については毎年回らせていただ

いております。その中で回っとる中で去年もちょっ

と旅館の人といろいろ話ししたりして何とか今年

やっていただいてるとこもありますし、今年度につ

いてはまた来週あたりから職員で回るようにいた

します。 

○委員（村岡 峰男） ご苦労さまです、大変でしょ

うけど。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（村岡 峰男） はい。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） 水道と上水と下水の有収率の

話でさっき上水の話を聞いたんですけども、上水の

場合は給水で、私どもが使う分で１００立米使うん

だったら給水でメーターで１００になりますわね。

そうしたら、今度下水のほうはその１００が下水に

流れたという計算で総使用料を出して有収が少な

いということになるんですね。例えば１００に対し

て８５ぐらいだったかな、その計算式はどうする。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 下水の場合につきまし

ては、下水道処理場のほうに入ってくる水量を測っ

ておりまして、その中には雨が降ったときとか、降

らんときもそうなんですけども、地下水だとか雨水

だとかそういったものが入ってきます。かなりの、

当然水道の使用料よりも多くが入ってきておりま

して、実際に使用料として頂けるものは水道のメー

ターを通って使われたものが、イコール下水道でも

頂ける。特殊なケースとして井戸水等は別途頂いて

おりますけども、基本的には水道メーターを通った

ものを全体の不明水等も含めた量で割って有収率

としております。 

○委員長（芹澤 正志） 福田委員。 

○委員（福田 嗣久） そうすると、今私が申し上げ

た、１００、水道使いましたと、１００下水に流し

ましたというカウントになるわけだな、例えば個人

の家では。それが有収率として８５になるとすれば、

上水じゃなくて雨水なんかも入って、その辺はカウ

ントは我々できませんけども、一般家庭でして１０

０上水を使いましたいうたら、１００分の１００を

下水道料金として払うわけですか、そういうことで

すね。例えば花に水やったりそんなことしたらもう

引けへんわけだから。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） 別途メーターをつけて

いただいて、除外するメーター、そういうふうな、

今おっしゃられた庭の散水なんかについては実際

に下水道施設のほうには入り込みませんので、別途

メーターをつけていただくとその分は除外はでき

るんですけども、それにも結構費用がかかるんで、

申請についてはまちまちです。 

○委員長（芹澤 正志） はい。 

○委員（福田 嗣久） そういうことをしとんなる家

もあるんですか、結構ある。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） ちょっと割合どれだけ

かいうことを調べておりませんので分かりません

けども、そういったところもあります。 

○委員（福田 嗣久） 分かりました。私がするとか

せんとかいう話、どういう仕組みになってるかなと

思って。 

 もう一つ、それから上水、下水ですけども、この

決算期に入ってるのは値上げのことを可決して、全

て値上げの金額で入ってるんですか、この令和５年

の決算は、どうやったいな。水道の値上げ、下水の

値上げ。  

○委員長（芹澤 正志） 谷垣課長。 

○水道課長（谷垣 康広） 令和５年の４月１日の料

金改定ということで。 

○委員（福田 嗣久） 何月でしたか。 

○水道課長（谷垣 康広） 料金改定は４月１日にさ

せていただいておりますけども、検針が２か月検針

になってきますので、その分が２か月分は満額の料

金には、収入として入ってくるのが２か月遅れて来

ますので、４月、５月分については満額にはなって

おりません。 
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○委員（福田 嗣久） なるほど、分かりました。そ

うすると、あれ何％の値上げだったいな、昨年度。

（「１７」と呼ぶ者あり）１７。分かりました。そ

うしたら１５％ぐらいの値上げが、これは営業収益

で水道は１７億９，８００万円、下水道が１６億５，

２００万円ですから、１５％分のところで載ってる

のかな。（「いや、下水道は違う」と呼ぶ者あり）

あっ、下水は関係ないんか、上水だけか。なるほど、

そうでしたか。ちょっと確認ですので、よろしいで

す。（「下水からはこれからですわ」と呼ぶ者あり） 

○委員長（芹澤 正志） ほかにございませんか。 

 義本委員。 

○委員（義本みどり） さっき村岡委員が聞かれた、

参考までに、下水つながってないっていうことは、

選択肢であるのは、普通に水洗で流してるところだ

ったら浄化槽なんだけど、合併浄化槽と単純で、単

純っていうんでしたっけ、トイレだけつながっとる

やつ。今はもうトイレだけつながっとるやつは造っ

たらあかんのでしたよね、たしか。でも、それのあ

かんようになる前やったらそれを造ってるところ

もあるけれども、それもそのままですわね、全国的

に、きっと。 

○委員長（芹澤 正志） 榎本課長。 

○下水道課長（榎本 啓一） そうですね、下水道区

域だったら基本的には下水道へ接続をしていただ

かなければなりません。もう義務です。ないところ

で、区域じゃないところについては合併浄化槽をし

ていただくということになりますけども、言われた

ように実際にどうかといったらまだそれやられて

ないとこもありますし、くみ取りトイレのところも

あると伺っております。 

○委員長（芹澤 正志） よろしいですか。 

○委員（義本みどり） いいです。 

○委員長（芹澤 正志） それでは、質疑等を打ち切

ります。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） お諮りいたします。本案は、

認定すべきものと決定してご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ご異議なしと認めます。よ

って、第８２号議案は認定すべきものと決定しまし

た。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩いたします。じ

ゃあ再開は５５分。 

午後３時５０分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時５２分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、建設経済委員会

を再開いたします。 

 付託議案の審査は終了いたしましたけれども、議

場での報告案件も含めて何か質疑等ございません

でしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ないようですので、当局の

皆さんはご退席いただいて結構でございます。お疲

れさまでした。 

 ここで建設経済委員会を暫時休憩します。 

午後３時５３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後３時５３分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、もう少しです。

建設経済分科会を再開します。 

 本日説明、質疑を伺いました第７２号議案、令和

５年度豊岡市一般会計歳入歳出決算の認定につい

て、討論に入ります。 

 第７２号議案について、討論はありませんか。 

 村岡委員。 

○委員（村岡 峰男） 一般会計ですね。質疑の中で

も若干言いましたけども、私は但馬空港利用促進に

ついては、この会計の中では７，５５２万９，００

０円余りの支出になってますけども、やっぱり市全

体の補助制度等々を考えるときに、但馬空港利用促

進だけが突出した補助率だというふうに思います。

補助率の見直し、さらに質疑の中でも言いましたけ

ども、補助対象範囲についても見直しも求めたいと

いうことで、一般会計決算には同意することができ

ない理由とします。 
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○分科会長（芹澤 正志） 今までと違って範囲もプ

ラスされるということですね、今までと違って。 

○委員（村岡 峰男） 今までは率だけでしたけど、

率だけにしてもいいんですよ。意見で、もし皆さん

が意見をもらえたら。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかに討論はございませ

んでしょうか。 

 お願いします。 

○委員（前野 文孝） 第７２号議案、一般会計歳入

歳出決算の認定について、賛成の立場から意見を述

べさせていただきます。 

 コウノトリ但馬空港は豊岡市が将来にわたり魅

力あふれるまちであり続けるための交流人口のさ

らなる拡大にとって必要な基盤インフラでありま

すし、それからビジネスの世界でも市内企業にとっ

て大切なビジネスの足になってます。それから観光

にとってもまだまだポテンシャルの大きな関東圏

からの来訪を促す、そういった社会基盤であります

ので、空港の維持、それからこれから期待されます、

実際にされるべき空港滑走路延長、それから東京直

行便を実現するためにも、県や但馬のほかの自治体

としっかりと連携して利用促進を図ってきました。

その中で今の補助率、補助対象としてやっておりま

すので、その結果として搭乗率も、ターゲット７割

にはまだ届きませんが、順調に伸びてます。こうい

った結果を見ますと有効に機能したと判断される

ことから、適切な決算であり、認定すべきものと思

います。皆さん、ぜひご賛同お願いします。以上で

す。 

○分科会長（芹澤 正志） ほかにございませんでし

ょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） ただいま賛成、反対の意

見がございましたので、挙手により採決したいと思

います。 

 本案は、原案のとおり可決すべきことに賛成の委

員の挙手を求めます。 

〔賛成者挙手〕 

○分科会長（芹澤 正志） ありがとうございます。

賛成多数により、第７５号議案は、原案のとおり認

定すべきものと決定しました。 

 続きまして、２番、意見・要望のまとめについて

でございます。 

 これより分科会審査意見・要望のまとめに入りま

す。第７２号議案の一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、分科会審査に係る意見・要望についてご発

言があればお願いいたします。 

 暫時休憩します。 

午後３時５７分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時００分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、再開いたしま

す。 

 意見・要望につきましてですけども、空港の補助

金について、公平性という観点で、ほかの市町との

こともありますけども、それも含めて、一つはビジ

ネスの回数が何度でも同じっていうのはどうかっ

ていうところと、あと繁忙期と閑散期で、やはり利

用率を閑散期に上げるためにこういう補助がいい

んじゃないかとか、そういうふうにバランスをしっ

かり取ったほうがいいんではないかということを

まとめますので、委員長、副委員長にご一任いただ

ければと思います。よろしいでしょうか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員（村岡 峰男） それはお願いしますね。委員

長、副委員長に一任します。それだけじゃないんで

しょう。一つはそれで収まって。（発言する者あり） 

○分科会長（芹澤 正志） ちょっと暫時休憩します。 

午後４時０１分 分科会休憩 

──────────────────── 

午後４時０２分 分科会再開 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、再開いたしま

す。 

 ほかにございませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） ないようでしたら、この

一件をご一任いただきたいと思います。特に異議は

ございませんでしょうか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○分科会長（芹澤 正志） それでは、正副分科会長

にご一任願います。 

 以上をもちまして建設経済分科会を閉会いたし

ます。お疲れさまでした。 

午後４時０３分 分科会閉会 

──────────────────── 

午後４時０３分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） ただいまから建設経済委員

会を再開します。 

 これより委員会審査意見・要望のまとめに入りま

す。 

 第８０号議案、令和５年度豊岡市太陽光発電事業

特別会計歳入歳出決算の認定について、第８１号議

案、令和５年度豊岡市水道事業会計決算の認定につ

いて、第８２号議案、令和５年度豊岡市下水道事業

会計決算の認定について、委員会審査に係る意見・

要望について、ご発言があればお願いします。 

 暫時休憩します。 

午後４時０３分 委員会休憩 

──────────────────── 

午後４時０５分 委員会再開 

○委員長（芹澤 正志） それでは、再開いたします。 

 委員会審査に係る意見・要望について、ご発言が

あればお願いします。 

 清水委員。 

○委員（清水  寛） 第８１号議案の水道事業の決

算に関してですけども、各旧町単位での有収率とい

うのを把握はされてるんですけども、やはり監査報

告にもありましたけども、日高、出石、竹野、但東

というところが非常に低いというところがありま

す。監査報告では日高、出石について特に指摘があ

ったんですけども、この点しっかり意見を聞いてい

ただいて、対策のほうは衛星を使ってされるという

ようなお話も聞いてますけども、その次にしっかり

と対応していくということに取り組んでいただき

たい、そういうふうに思います。 

○委員長（芹澤 正志） では、今、清水委員からご

ざいました有収率の改善に向けての要望というこ

とで、意見・要望ということで、この件につきまし

ては正副委員長にあとはご一任いただきたいと思

いますけど、ご異議はございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） そのほかはございませんで

すね。ないようですので、よろしくお願いしたいと

思います。 

 次回の委員会は、明日１８日水曜日、午前９時３

０分からここの第３委員会室で行います。審査日程

表に従いまして、第５３号議案から順に説明、質疑、

討論、表決を行います。 

 ３のその他ですけども、委員の皆さんから特に何

かございますでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（芹澤 正志） ないようでしたら、以上を

もちまして建設経済委員会を閉会いたします。 

午後４時０７分 委員会閉会 

──────────────────── 

 


